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本書は、静岡県磐田郡福田町に所在する元島遺跡の発掘調査報告書である。

2 本書は、平成10・11年3月に刊行した報告書(平成6~ 9年度現地調査)に続く ものであるため、

『元島遺跡llJとした。

3 r元島遺跡llJの報告書は、遺構・考察編と遺物編の2分冊構成とした。本書は、その遺構・考察編
である。

4 調査は、 平成13・14年度二級河川太田川広域基幹河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務とし

て、 静岡県袋井土木事務所の委託を受け、静岡県教育委員会の指導のもと、財団法人静岡県埋蔵文

化財調査研究所が実施した。

5 調査期聞は、 現地調査が平成13年7月2日から平成15年3月31日で、資料整理が平成15年 3月15日

から平成16年3月31日、 平成16年7月1日から平成17年3月31日である。

7 

8 

9 

10 

調査体制は以下のとおりである。

平成13年度(現地調査)

所長:斎藤忠

総務課長:本杉昭一

副所長:山下 晃

総務係長 :山本広子

常務理事:条田徳幸

調査研究部長 :佐藤達雄

主任調査研究員:長尾一男

調査研究部次長:栗野克己

調査研究員:大谷宏、治

及川 司 調査研究二課長:篠原修二

調査研究員:児玉卓

平成14年度(現地調査)

所長:斎藤忠

総務課長:本杉昭一

調査研究部長:山本昇平

調査研究三課長:篠原修二

調査研究員:横山智之

平成15年度(資料整理)

所長 :斎藤忠

総務次長:鎌田英巳

調査研究部長:山本昇平

主任調査研究員:柴田 睦

平成16年度(資料整理)

所長 :斎藤忠

総務次長:鎌田英巳

調査研究部長:山本昇平

主任調査研究員:柴田 睦

副所長:飯田英夫

事業担当:鈴木訓生

調査研究部次長:栗野克己

主任調査研究員:長尾一男

調査研究員 :溝口彰啓

副所長:飯田英夫

事業担当:鈴木訓生

常務理事 :条田徳幸

佐野五十三

調査研究員:桶田光俊

常務理事:条田徳幸

調査研究部次長:栗野克己(担当課長兼務)佐野五十三

副所長 :飯田英夫

事業担当:鈴木訓生

常務理事:平松公夫

調査研究部次長:栗野克己(担当課長兼務)佐野五十三

本書の執筆は、特論を除き柴田が担当した。遺物写真は、当研究所職員が撮影した。

木製品などの保存処理は、当研究所保存処理室長 西尾太加二が実施した。

遺構図の作成は、 写真測量による図化を(株)フジヤマに委託した。

本書の編集は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

中嶋郁夫

中嶋郁夫
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図版50 1. 11区E面全景(東より〉 2. 11区E面南西部小穴群(西より)

3. 11区E面南東部小穴群(西より) 4. 11区E面北東部小穴群(東よ り)

5. 11区E面北端部小穴群(南西より)

図版51 1. 11区E面全景(北西より) 2. 11区直面北部小穴群(北西より)

図版52 1. 11区E面全景(西より) 2. 11区E面全景(南東より)

図版53 1. 11区E面西部小穴群(北西より) 2. 11区E面南東部小穴群と畦畔(北東より)

図版54 1. 11区SP03柱根出土状況 (南より) 2. 11区SP04柱根出土状況 (北より)

3. 11区SP05柱根出土状況(北西より) 4. 11区SP07住根出土状況(西より)

5. 11区SP09柱根出土状況(北より) 6. 11区SP 12住根出土状況(北より)

7. 11区SP 13・14柱根出土状況(東より) 8. 11区SP 19柱根出土状況(北より)

図版55 1. 11区SP36銅銭出土状況(北より) 2. 11区SP47柱根出土状況(北西より)

3. 11区SP54住根出土状況(南西より) 4. 11区SP73住根出土状況 (南より)

5. 11区SP74柱根出土状況 (南より) 6. 11区SP76柱根出土状況(東より)

7. 11区SP77柱根出土状況(東より) 8. 11区SP87柱根出土状況(南西より)

図版56 1. 11区SP 108礎板出土状況(南より) 2. 11区SP109柱根出土状況(北東より)

3. 11区SP 110礎板出土状況(西より) 4. 11区SP 129柱根出土状況(東より)

5. 11区SP 131住根出土状況(東より) 6. 11区SP 132柱根出土状況(東より)

7. 11区SP 134柱根出土状況(西より) 8. 11区SP 135柱根出土状況(西より)

図版57 1. 11区SP 136柱根出土状況(南より) 2. 11区SP 137柱根出土状況(北西より)

3. 11区SP 138礎板出土状況(北西よ り) 4. 11区SP 139住根出土状況 (南東より)

5. 11区SP 140住根出土状況(北より) 6. 11区SP 152柱根出土状況(東より)

7. 11区SP 155礎板出土状況(東より) 8. 11区SP 157柱根出土状況(東より)

図版58 1. 11区SP 165礎板出土状況 (北西より) 2. 11区SP 166柱根出土状況(東より)



3. 11区SP167上層柱根出土状況 (南東より)

4. 11区SP167下層礎板出土状況(西より) 5. 11区SP 169柱根出土状況(北よ り)

6. 11区SP186磯出土状況(北よ り〉 7. 11区SP 187柱根出土状況(南東より〉

8. 11区SP 188礎板出土状況(北より)

図版59 1. 11区SF01 (南より) 2. 11区SF03 (南より)

3. 11区SF05 (北より) 4. 11区SF 13 (06) (北西より)

5. 11区SF07・09土層断面(南東より) 6. 11区SF08土層断面 (東より)

7. 11区SD01~03 (南西より) 8. 11区SD4土層断面 (西より)

圏版60 1. 11区SD4土器出土状況(北東より)

2. 11区SD08 (北西より) 3. 11区SD12・14(北東より)

4. 11区SD12土器出土状況(北西より) 5. 11区SD23 (西より)

6. 11区SD23造物出土状況(南東より〉 7. 11区SR8土器出土状況(西より)

8. 11区SR8土器出土状況(北より)

図版61 1. 11区SD28 (南より) 2. 11区SX01土層断面(北より)

3. 11区SX04土器出土状況(北東より) 4. 1J区SX05 (西より)

5. 11区SE01 (南より) 6. 11区SE03 (西より〉

7. 11区SE03竹編み井戸枠(西よ り〉 8. 11区SE04井戸枠(北より〉

図版62 1. 14区H面遠景(南西より) 2. 14区E面全景(北東よ り〕

図版63 1. 14区E面南東部小穴群 (南より) 2. 14区E面北西部小穴群 (北東より)

図版64 1. 14区E面北東部(南西より) 2. 14区E面全景(北東よ り)

図版65 1. 14区E面南東部(北西より) 2. 14区E面北西部小穴群 (北東より〉

図版66 1. 14区E面北西部小穴群(北東より)

2. 14区E面北東部小穴群 (北より〉 3. 14区E面北西拡張部 (北東より)

4. 14区E面北西拡張部(北東より) 5. 14区町面北西拡張部(東よ り)

図版67 1. 14区SP201柱根出土状況(北より) 2. 14区SP202柱根出土状況(西より)

3. 14区SP215土器出土状況(北より) 4. 14区SP 235柱根出土状況(北よ り〉

5. 14区SP240柱根出土状況(東より) 6. 14区SP 257柱根出土状況(西より)

7. 14区SP267・268柱根出土状況(北より) 8. 14区SP269柱根出土状況(西よ り)

図版68 1. 14区SP271礎板出土状況(北より) 2. 14区SP273柱根出土状況(北よ り)

3. 14区SP274柱根出土状況(北東より) 4. 14区SP 277柱根出土状況(北西より〉

5. 14区SP 278柱根出土状況(西より) 6. 14区SP 279柱根出土状況 (北よ り)

7. 14区SP280柱根出土状況(北より) 8. 14区SP281柱根出土状況(南より)

図版69 1. 14区SP282礎板出土状況 (西より) 2. 14区SP 290礎板出土状況(北より)

3. 14区SP306柱根出土状況(南西より) 4. 14区SP308柱根出土状況(東より〉

5. 14区SP311柱根出土状況(北東より) 6. 14区SP312柱根出土状況(東より)

7. 14区SP315柱根出土状況(東よ り) 8. 14区SP316礎板出土状況(南東より)

図版70 1. 14区SP317-1礎板?出土状況(南東より)

2. 14区SP317-2礎板出土状況 (北より)

3. 14区SP 318. 319柱根@木製品出土状況(東よ り〉

4. 14区SP320礎板出土状況(北東より) 5. 14区SP321柱根出土状況(西よ り)

6. 14区SP338柱根出土状況(南より) 7. 14区SP 342f主根出土状況(東より)



8. 14区SP345柱根出土状況(東より)

図版71 1. 14区SD205遺物出土状況(北より) 2. 14区SD205遺物出土状況(西より)

3. 14区SD205遺物出土状況(南東より) 4. 14区SD205木樋出土状況(南東より)

5. 14区SD205遺物出土状況(南より)

図版72 1. 14区SD205箸出土状況(東よ り〉

2. 14区SD205外東曲物 (W61)出土状況(北より)

3. 14区SD205土層断面 (北より) 4. 14区SD205付近土層断面 (北西より)

5. 14区E面北東部 (SD205周辺)(北より)

図版73 1. 14区E面SD205・SD206周辺(南西より)

2. 14区町面北東部柱根出土状況(北青より)

図版74 1. 14区E面SD205柱根など出土状況(南西より)

2. 14区SD205柱根出土状況(南東より)

3. 14区SD205柱根・礎板 (W155)出土状況 (南東よ り)

4. 14区SD205柱根 (左W149・272右)出土状況(東より)

5. 14区SP 335 (S D 205)住根 (W249)出土状況(東よ り)

6. 14区SP 339 (S D 205)住根 (W251)出土状況(東よ り)

7. 14区SP340 (S D205)住根 (W252)出土状況(南東より)

8. 14区SP 341 (S D 205)礎板出土状況 (東より)

図版75 1. 14区SP 343 (S D 205)柱根 (W254)出土状況(東よ り)

2. 14区SP 347 (S D 205)柱根 (W256)出土状況(東より)

3. 14区SP 348 (S D 205)柱根 (W257)出土状況(東より)

4. 14区SP 349 (S D 205)礎板出土状況(北より)

5. 14区SF 205 (東より) 6. 14区SD201・208(北西より)

7. 14区SD203土層断面(南東より) 8. 14区SD203土器出土状況(南よ り)

図版76 1. 14区SD206土器出土状況(東より)

3. 14区SR201遺物出土状況(北より)

5. 14区SR206造物出土状況(北より〉

2. 14区SD210 (北東よ り)

4. 14区SR202造物出土状況(東よ り)

図版77 1. 14区SX 201 (東よ り) 2. 14区SX201 (北より)

3. 14区SE201・SX202 (北より) 4. 14区SX203土層断面(南より j

5. 14区SX203遺物出土状況(北西より)



第I章調査概要

第 1節調査経過と遺跡の概要

元島遺跡の調査は、太田川の河川改修工事に伴うものである。最初は、平成6年1月に福田町教育委

員会が主体となり、静岡県教育委員会の調査指導のもと、遺跡の範囲確認調査が実施された。その調査

報告書(関野哲夫1994~元島遺跡』静岡県福田町教育委員会)によると、当遺跡、は中世後半を中心とし

た輪中集落であった可能性が指摘されている。ただし、輪中の成立時期を確認するため、後に土塁の断

ち割り調査が実施された。 その調査により、土塁の基底部からは、 導排水用の土管が発見され、近代以

降に築造されたものと報告されている。したがって、現状では、中世の輪中集落が存在したのかどうか

については不明である。

古文書などの記述を参考にすると、元々この地域には、大島村と小島村が存在していたが、江戸時代

初期に伊奈備前守忠次による太田川の河川改修工事により、村が移転させられたと推測することができ

る。古文書の記述は、確実な記録によるものかは定かではなく、伝承や推測によるものも多いが、発掘

調査により出土した土器の年代観からすると、江戸時代の初期に集落が廃絶しており、移転が強制され

た可能性はある。

当研究所による元島追跡の最初の調査は、平成6年7月から平成9年8月まで現地調査が行われた。

発掘調査地点は、 道路部分などを除いて、 1~10区の調査が可能な範囲が設定された。そ して、その現

地調査によって発見、記録された資料の整理は、平成9年4月から平成11年3月まで行われた。その成

果は、加藤理文氏と岩本貴氏により1998・1999年の『元島遺跡1j) (財)静岡県埋蔵文化財調査研にまと

められている。

その報告書によると、当遺跡からは中世の遺構だけでなく、弥生時代の方形周溝墓群、古墳時代前・

中期の集落と古墳群、古墳時代後期~奈良時代の集落、平安時代末期~鎌倉時代の集落などが、より下

層から発見されたとある。

平成13年7月~平成15年3月まで、当研究所による 2回目の本調査が実施された。 調査地点は、道路

などが存在していたために、前回の調査ができなかった場所などを含んだ既調査地点に隣接した範囲で

ある。調査区は11~15区が設定され、その内、 13区のみ北と南で13- 1区と13-2区に分割した(第3

図)。この調査によって、前回と同様の墳墓や集落跡などが確認された。 11・14区が中世~近世初頭の

集落跡、 12区の最上層で中世の土坑墓群、 12・13・15区は、上層に古墳時代前・中期の集落や中期の古

墳群が存在し、 12・13-2・15区の下層から弥生時代の方形周溝墓群が発見された。

基準点とグリッド杭の設置は旧日本測地系の第四系を用い、水準点の移設に際しでも前回の測定値と

の整合性をとっている(委託)。

11区1• IV面、 12区最上層面、 13-1区古墳時代面上下層、 13-2区古墳時代面の遺構図 (1/20縮

小平面図)と造物の出土状況図や断面図の作成に際しては、トータルステーショ ンを利用した遣り方測

量によった。その他の迫構図の作成 (1/20・1/100縮小平面図)は、ラジコ ンヘリコプターを利用

した写真測量に依った(委託〉。

現地での写真撮影は、 6x 7半IJモノクロネガとカラーリバーサル、 35rnm判カラーネガとカラーリバー

サルを主に使用した。

この現地調査で発見された造物や記録した図面や写真資料の整理作業は、平成15年3月~平成16年3

月と平成16年7月から平成17年3月まで実施した。



本書では、将来的に混乱が起きないよう に現地調査で使用した遺構番号をそのまま変更する ことな く

掲載した。ただし、誤って2つの遺構に同ーの遺構名が付けられていた場合は、番号の次に 「イとロ」

を付した。 現地調査段階で遺構名が付けられなかった遺構は、本書作成時に新規の遺構名を追加した。

11 • 14区の小穴で IPJ番号は、現地調査時の遺構名を示している。
掘立柱建物跡の柱穴番号は、 南西の住穴から時計回りに付すことを基本とした (現地調査段階の小穴

番号を除く)。

出土遺物の注記は、 ITMTII一番号」とした。

第2節地理的・歴史的環境

元島遺跡は、遠州灘から 2kmほど陸側に入った自然堤防上に立地している。 太田川の河口に位置して

いるため、弥生時代から江戸時代の初期の人為的な活動と自然の営為が重層的に厚く堆積した地層の中

に認められる。

太田川平野の形成は、縄文海進による入江の形成後、海退時における天竜川や太田川などの河川堆積

物の埋積による ものと考えられている。その際には、入江の閉塞がおこり、 砂堤列が形成されている。

竜洋町から福田町にかけての砂堤列は、遠州灘に平行して 3条ほどが確認されており、 浅羽町の海岸沿

いへと連続している。浅羽町の内陸部には、 縄文時代後期以前に形成されたより古い砂堤列が存在して

おり、この砂堤列上には多くの遺跡が知られている。

この砂堤列上には縄文時代後期以降の多くの遺跡が存在し、発掘調査も実施されている。松山遺跡

( 4 )では、 縄文時代後期の土器片が採集され、 権現山遺跡や村前遺跡などでは弥生土器が出土してい

る。元島遺跡に関係する注目すべき造跡には、地蔵山古墳 (3 )や法音庵古墳といった埴輪をもっ 6世

紀代の低地の古墳群が存在する ことである。県内の沿岸部には、古墳時代前・中期のマウンドが残る大

型の古墳は、東部地方に少数現存するが、県内の低地の後期群集墳の{9IJはなく(方形周溝墓を除く 〉、

元島遺跡で発見された古墳時代中期の群集墳との連続性を考える上でも重要である。

砂堤列の内陸部は、河川により運ばれた土砂の堆積が進行し、徐々に残存湖が埋まり、平野部が拡大

した。奈良時代の万葉集には、「大の浦のその長浜に寄する波寛けく君を思ふこの頃」と聖武天皇が遠

江守桜井王への返歌として詠んだ詩がある。 この大の浦は、磐田市南部の平野部にかつて存在したと考

えられており、 磐田駅の南の大池がその名残であろうとされている。最近では、浅羽町の南東部の弁財

天川の河口付近にも残存湖があり、そこが、大の浦であった可能性も指摘されている。第 l図は、柴田

稔氏が作成した過去の浅羽平野の状況と河川の位置(柴田稔1992)を参考にして作成したものである。

大須賀町の丘陵では、遠江の国府 (45)や国分寺 (41)といった官街や寺院のための瓦や土器が大量

に焼成されており、 窯場から官街へと河川や残存湖を利用した水上交通により、それらが供給されてい

た可能性は高い。

奈良時代の「大の浦」の名称は、どの地域のことを指していたかは定かではないが、平安時代以前の

元島遺跡周辺には大の浦が存在し、地域聞を連絡する水上交通網が発達していたであろうことは容易に

想像される。また、 この大の浦は、天然の良港となり、海上交易や対東国政策の軍事的な拠点としても

利用されていた可能性がある。

元島遺跡から出土した最も古い造物には、 弥生時代中期中葉の嶺回式土器がある。それらが、方形周

溝墓に伴うかは確実ではないが、おそらく、当該期から墓域が形成されたのであろう。嶺田式から菊川

式(弥生時代後期)まで連続して形成された方形周溝墓群は、 団子塚遺跡 (16)に類例がある。北山遺

2 



跡 (15)の弥生時代中期後半の方形周溝墓からは、多数の管玉が出土しており有力者の存在が推定され

得る。

弥生時代後期の元島遺跡は、遺構や遺物が希薄になる。これは、 海進により周囲が湿地化したためと

考えられている。しかし、 当遺跡の方形周溝墓の溝の埋積状況は、周溝のヒ層から大量の古式土師器が

出土しており、厚い土砂により、周溝墓が埋没した状況にはない。 次の古墳時代前期には、集落が形成

されており、小海退が起こったため(加藤1977)、周囲が広く陸化し、尾張や三河地方の系統の土器を

使う集団が平野部の再開発を行った可能性がある。付近では、 塩口遺跡(2 )、青木造跡(5 )、新堀遺

跡(6 )、御殿・ 二之宮遺跡 (45)から、 外来系土器が多く発見されている。これらの集団が、 磐田原

台地に存在する銚子塚古墳 (23)、新豊院山吉墳 (22)、稲荷山古墳、経塚古墳 (27)や松林山古墳 (30)

といった大型の前方後円 (方)墳を生み出したとされている。

古墳時代中期には、 磐田原台地東南部に全長113mの大型前方後円墳の堂山古墳 (33)が造られてい

る。この古墳からは、 県内では初期の筈窯で焼成された埴輪が発見され、大量の鉄製の武器や農工具、

中薗製の青銅鏡などが副葬されており、畿内の大王の大型古墳の在り方と類似している。磐田原台地は、

県内での大型の古墳が集中する地域であり、畿内型とされる前方後円墳が多く、中期には、とくに大き

い安久路丸山古墳 (34)、京見塚古墳 (37)、兜塚古墳 (38)といヮた円墳が存在するなど畿内の動向と

も一致するO

元島遺跡では、この時期の群集墳が存在する。規模は10m弱と小さいが、古墳築造が首長層以外の人々

にも浸透していること、低地の集落の近くに古墳がすでに存在している点は重要であろ う。 この遺跡か

らは、製鉄関連の遺物や遠隔地から運ばれた古式須恵器なと、が出土しており、比較的優位な集落で、海

上交易により西方の進んだ情報を早く入手できた可能性が高い。浅羽町の丘陵上には、古墳時代中期の

豪族居館とされる古新田遺跡 (10)が存在するが、元島遺跡の古式須恵器の出土量は古新田遺跡と遜色

がない。

当遺跡からは、 吉墳時代後期から奈良時代にかけての遺構と造物は減少する。平安時代の遺物は、末

期以外のものは極端に減少する。これは、平安海進の影響により、大の浦周辺の水域が拡大したためと

考えられている。磐田市の砂堤列上の古式須恵器を出土する浜部追跡では、平安時代の洪水の痕跡が確

認され、国府とされる御殿・二之宮追跡 (45)の見付 (35)への移転も海進の影響とされているO

13世紀以降は海退期にあたり、陸化が進行するとされる。元島遺跡からは、平安時代末期の土器も出

土していることから、この頃から居住域もしくは生産域として安定するのではなし、かと思われる。この

時期の付近の集落には、溝により方形に屋敷地が固まれた玉越遺跡 (21)などがある。しかし、元島遺

跡からは、大きめの山茶碗の破片が洪水層から多く 出土していることから、この時期に壊滅的な打撃を

受けたようである。

その後も、明応の地震(1492年)などによる一時的な大きな被害が想定されるが、室町時代から江戸

時代の初頭に大規模な集落を形成していたものと考えられる。ーの谷墳墓群 (36)や大原墳墓群 (31)

などのこの時期の墓の発掘調査例はあるが、残りの良い集落跡は全国的にも少ない。そのため、当遺跡

は、県内だけでなく全国的にも中世後半の沿岸部の集落の典型例と して位置付けられていく であろ う。

※本文中の( )内の番号は、第2図に対応する。

地理的・ 歴史的環境は、『浅羽町史』や『磐田市史』などを参考にした。
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第E章発見された遺構

第 1節弥生時代の遺構

1 概要

弥生時代の遺構は、方形周溝墓と土器棺墓が発見されたのみである。 12区、 13-2区、 15区の弥生時

代面は、連続する方形周溝墓群である(第5図)。既報告の4区で発見された方形周溝墓群も同じ群で

ある。南東部の5区とその周辺では、砂質の土壌であったため、遺構が確認されにくい状況にあった。

また、 流路侵食により消滅したものも多い。

弥生時代面の直上から古墳時代の遺構が発見されている。方形周溝墓の周溝内の上層から古式土師器

が多量に出土しており、 古墳時代になっても方形周溝墓は完全には埋没せず、部分的に凹凸が残存して

いたようである。方形周溝墓は弥生時代中期(白岩式)のものが多く、後期(菊}11式〉に降る例として、

S D448から菊川式の土器片が出土している。

弥生時代後期には海進の影響により低地が湿地化し、中期の集落が後期に連続する例が少ないとされ

ている。しかし、当遺跡では、生産域の状況が不明であるため、どの程度の影響があったのかは想定で

きないが、方形周溝墓からの土師器の出土状況からすると急激な変化を指摘することはできない。

土器棺墓は、 SF4050412・413の3基が発見された。 全て15区から発見されたものである。

2 方形周溝墓(第5~32図、表1)

今回の調査では29基の方形周溝墓が発見され、前回4区で発見された分を含めると35基となる。周溝

の在り方は、四隅が切れる古いタイプが基本であるが、 10・12028・29号墓のように遺構の重複により

周溝の状態が不明瞭なものもある。29号墓は結果として5条の周溝に固まれた特殊な例であるが、この

地点のみに空閑地が存在していたとは思えないため方形周溝墓を想定した。同様に17・19号墓の北側に
も方形周溝墓を想定しても良し、かもしれない。前回の調査ではあるが、周溝の内側に、 完全に重なるよ

うに小型の方形周溝墓がつくられている例もある。

主体部は、14・17号墓の2基のみに確認された (SF 414・415)023号墓には3基の主体部状の遺構

が存在するが、配置からすると古墳時代の遺構の可能性が高い。 SF 414.415は方台部の中央に位置し、

主軸が揃えられている。両者は密接な関係があったこ とを示している。 SF414・415は、掘り方が浅く、

出土遺物も無いが、 SF414の下層には土坑状の落ち込みが存在している。その他の方形周溝墓から主

体部が発見されていないことからすると、 14，17号墓の被葬者はより深く手厚く葬られたのであろう。

主体部の確認例が少ないのは、 それだけ方台部上の盛土が高かったことの証左であろう。 12区の竪穴

状遺構の確認面の標高が0.2m、方形周溝墓の確認面が-0.3mで、竪穴状遺構の掘り込みがプラスO.5m

と仮定した場合、盛り土の高さは 1mとなる。洪水により埋没した静岡市鷹ノ道遺跡(八木1996)の方

形周溝墓の盛土の高さは、同じく約1mである。丘陵上の例では、古墳の下層で方形周溝墓の盛土がノfッ

クされた状態で見つかる例も多い。浅羽町団子塚9号墳(永井1992)の下層で発見された例では、 盛土

は約0.5m、磐田市明ヶ島古墳群 (竹内ほか2003)でもほぼ同様である。丘陵上の例の方が盛土は低い

ようである。

周溝内の主体部は発見されていない。また、周溝内から周溝内埋葬に伴う副葬品も出土していない。

団子塚遺跡のように周溝内に土坑状の落ち込みが存在する(柴田稔1992)例もあるが、当遺跡のように、

周溝が再掘削されている状況では、周溝内埋葬を想定しにくい。当遺跡の主体部数は不明なものが多い
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が、浅羽町高尾向山遺跡(松井2002)の大型の方形周溝墓に多数の主体部が存在する例が報告されてい

る。それは、弥生時代後期の例であり、特定個人墓から家族墓への変化を示唆している可能性もある。

出土した土器は、細頚の査が多く、高杯や台付聾なども少量出土している。査には焼成後に穿孔され

た例もある。出土状況は、方台部から転落したかのよう な状況のものと、周溝内に破片が廃棄されたか

のような例が存在している。方形周溝墓に伴う土器は白岩式土器であり、 弥生時代中期後半に属するも

のである。その他、破片ではあるが嶺田式土器なども出土していることから、墓域の形成は、中期中葉

以前に遡る可能性も高い。

方形周溝墓の新旧関係は、周溝の切り合いから判断したものを表lに掲載した。

3 土器棺墓(第33~34図、表 2) 

土器棺墓は、方形周溝墓との配置状況を検討すると、大型の方形周溝墓の隅部の外側に配置されてい

るかのようにも見える。隅部にあるのは、方台部の中心には埋葬できないが、他の方形周溝墓の溝によっ

て撹乱されることを避けたためと思われる。

他遺跡例を検討すると、弥生時代中期の浜松市角江遺跡では、方形周溝墓が17基で土器棺墓が10基

(佐野ほか1996)、閉じく中期の磐田市明ヶ島遺跡では方形周溝墓が16基で土器棺墓が2基、中期後半か

ら後期の浜松市下滝遺跡(佐野1997)では方形周溝墓が83基で土器棺墓が3基、後期の高尾向山遺跡で

は方形周溝墓が58基で土器棺墓が21基である。後期段階の高尾向山遺跡の異常な土器棺墓の多さが目立

つ。 高尾向山遺跡には大型の方形周溝墓が多く、マウンドの四隅の平面形態が突出する特異なものであ

り、この地域の一般的な例として良し、か今後検討を要する。しかし、後期段階の土器棺墓の発見例が増

加しており、 数量的な多さは特異な状況ではなくなりつつある。

土器棺は墳墓に付帯して発見され、その内部からガラス玉が検出される場合があり、それらが棺とし

て利用されていたと推察される。しかし、当遺跡例は、再葬墓用か乳幼児用の棺か現状では断定できな

いが、棺に口の部分が広い蜜を使用し、また、大きく査の口を割っている状況からすると乳幼児用の棺

の可能性を指摘しておきたい。

S F405は台付裂の台部を反転させ、口縁部を外した大型の査と合口謹棺のような状態で埋置されて

いた。壷の底部は焼成後穿孔されており、小型の壷の胴部破片により塞がれていた。

S F412は大型の査が正位の状態で埋置されていた。破片の出土状況からすると、当初から口縁部は

存在しなかったのであろう。

S F413は1個の台付裂の破片を重ね、できるだけ隙聞のないよ うに置かれている。棺内はかなり狭

い状況である。

第 2節古墳時代の遺構

1 概要

12区、 13-1・2区、 15区に古墳時代の遺構が発見された。時期幅はかなりあるが、それらは古墳時

代面として一括した(第35図)012区、 13-2区、 15区には、弥生時代面との聞に厚い間層は無く、弥

生時代と古墳時代の遺構が連続的に確認されている。 13-1区のみは、上層と下層の 2面で古墳時代の

遺構が確認されたが、弥生時代面の遺構は旧流路により流失している。

各区の主要な遺構には、 12区に竪穴状遺構3基、 13-1区にも竪穴状遺構l基、13-2区に竪穴状;遺

構 l基と掘立住建物跡8棟、 15区に円墳3基がある。前回の調査でも、 4区に円墳や l間x1聞の掘立
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柱建物跡群が発見された。 4区の3基の円墳の内、2号墓から乳幼児が埋葬された舟形粘土棺が発見さ

れた。乳幼児が古墳に手厚く埋葬されていることは、世襲的な階層の存在を指摘できる可能性もあ り、

非常に興味深い。

横穴系の追葬可能な墓室をもたない円墳が低地で確認された例は、掛川市原川遺跡(鈴木1989)や静

岡市川合遺跡 (山田1990)などにある。両者共に集落域に隣接して発見されているが、古墳と建物が同

時に存在したかについての検証が難しい状況にあった。当遺跡の竪穴状遺構からは、 古墳出土土器の前

後の時期の土器が出土していることから、古墳と建物が同時に存在していた可能性は高い。ただし、こ

れらの竪穴状追構が、葬送儀礼に関係した蹟屋や古墳築造のための仮設的な小屋のような施設とする意

見もある。このことについては、3項で詳述する。

2 古墳(表 3 、 第56~59図)

明確に古墳の周溝が確認されたものは、 15区の1~ 3号墳の 3基である。これらの他にも、13-2区

のSD320. 322 Bのような周溝状の溝が点在している。 1~ 3号墳が方形周溝墓のマウンドを墳丘とし

て利用しているこ とや 4区の古墳群との聞に距離がある ことなど、からすると、 予想以上に多くの古墳が

存在していたと考えられる。

l号墳の大き さは8.7mx 7.6mで、 馬蹄形の周溝が巡り、 須恵器の杯身 (第38図384)が1点出土し

ている。

2号墳は南側が未調査のため不明な点が多し1。北側のSR401と周溝との重複地点、からは、完形の土

器や馬歯が出土 した(第39図393~397)。比較的新しい須恵器の高杯は上層から出土 しており、 検討の

余地を残している。 その他の造物は、ほぼ同じレベノレから出土しており、 2号墳に関係するものと考え

られる。馬歯が出土した中期の古墳には、山梨県の塩部遺跡(小野ほか1996)などに類例がある。周溝

以外にも、 横穴式石室内から馬歯の検出例がいく つか報告されている。馬具の副葬だけでなく、 殉葬馬

の事例が増加するのは、 古墳時代中期以降とされる。当遺跡例が殉葬馬であるとは断定できないが、馬

の普及を証明する良い例となるであろ う。

3号墳は、西側の周溝が部分的に確認されたに過ぎない。おそらく馬蹄形の周溝になるものと思われ

る。土師器の杯がその周溝から出土し、南東部の落ち込みから中期の須恵器の聾が発見されている。

3 竪穴状遺構(表4、第37・38・43・54図)
竪穴状遺構は 5基が発見された。 12区からSB 101 ~103、 13 - 1区にSX301、13-2区にSX315が

存在する。大きさは一辺が約3'""""5mと中規模以下である。同じ中期の浅羽町古新田遺跡(田辺編年の

TK208型式前後〉の竪穴住居跡の在り方は、 一辺が約 6m以上の大型住居跡が中心にあり、その周辺に

中⑨小型の竪穴状遺構が位置している (柴田稔1993)。

元島遺跡では、 母屋的な大型住居跡は確認されていない。

平面形態は、方形に近いもの (SB 101 • 103)と隅丸方形 (SB 102、SX301 • 315)のものがある。

平面形態の変化は、一般的には隅部が直角に近い方が新しい傾向にあるが、 SB 101 • 103からの出土遺

物がないため時期が限定できない。隣接したSB 102の床面からは、やや特殊な器形の中期後半の土器

群が出土している (遺物編第11図)0 S B 101・103は、 SB 102以降であろうか。
S X301の埋積土からも大量の中期前半の土器が出土した(遺物編第12~14図)。器種構成比は、小型

壷を含む壷が23%、聾43%、高部が34%である。時期幅はあるが13-2区のSX316・317出土土器の構
成比は、 小型壷を含む壷が29%、聾28%、高杯17%、鉢4%、その他が14%である。も し、 竪穴状遺構

が仮設的な施設であるならば、 器種構成比に偏りが認められでも良いのであるが、特殊な状況にはない。
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中期でもやや古い土器群のため杯の出土例が無いが、 むしろ、一般的な集落跡から出土する傾向とあま

り変わらない。

竪穴状遺構は砂質の土壌を掘り込んでつくられている。そのため、土壌粒子の移動が著しく、柱穴、

周溝、貯蔵穴、火処などの細部の状況が判然としなし、。比較的大きい排水溝は、 SX301とSX315の一

辺の壁の中央部から伸びている状況が確認された。しかし、 なぜ、砂質の土壌で排水溝が必要で、あったの

かについては、技術的な伝統、もしくは地下水位の上昇により案外水はけが悪かったとしか説明できない。

4 掘立柱建物跡(表 5 、第46~49図)

掘立柱建物跡は、13-2区の旧河道に沿ってのみ8棟 (SH300~307) 確認された。これは、 旧河道

内 (SR304・305)の堆積土が粘土であったため住穴のプランが比較的明瞭で、あったことと、礎板が腐

食せずに残存していたことによるO 本来は、もう少し広い範囲に掘立柱建物跡が存在していたのであろう。

掘立柱建物跡の形態は、梁聞が l間で、桁行2閣の例が多く、規模を大きくする場合に梁間 l間で桁

行の柱聞を増やす弥生時代以来の建築技術によるものもある。 SH305は梁間 2聞とする ことも可能で

あるが、南辺の柱穴数が不明である。梁間2閣の建物跡が古くから存在する可能性はある。しかし、当

追跡例は、弥生時代の技術系譜上の古墳時代前期の掘立柱建物跡であろう。掘立柱建物跡と重複するS

R304からは古式土師器が大量に出土しており、 SR304の埋没段階で掘立柱建物跡がつくられたものと

推測される。柱穴内から出土したS字盤を含む古式土師器は、 SR304や包含層内にあったものであろう。

5 土坑、井戸跡と性格不明遺構(表7)

挿図番号については、 表 7に関係する図面番号を掲載しているので、一覧表を参照していただきたい。

土坑には、 13-2区の SF 305~308 と 15区の S F407・410がある。 SF305は平面形態が円形で、 かな

り深く、底からの湧水が著しかった。おそらく、井戸であったのであろう。出土造物には、高杯や小型

蓋が木材と共に比較的多く 出土しており、井戸の廃絶に関する祭杷的な行為があったものと思われる。

S F308は平面形態が長方形で、壁面近くに粘土が巡っており、おそらく埋葬主体部になるであろう。 23

号方形周溝墓との配置関係からすると、その墓の主体部とするには周辺部に寄り過ぎている。 よって、

上層にかつて存在した古墳の主体部か、もし くは土坑墓と考え られる。 土坑墓であるならば、 周辺に位

置しているSD318・319なども含めると、区画のない古墳時代の土坑墓群とすることも可能であろう。

迫構のプラン確認が難しい現地であったこともあり、不整形な所謂性格不明遺構が多い。 13-2区の

S X307は竪穴状遺構の可能性もある。性格不明逃構としたもののなかに、 15区SX412・413といった

造物集中地点も含めた。 SX412は滑石の管玉などの玉類が密集して発見された地点であり、付近には

主体部が存在していたのであろう。 SX413は古墳時代後期の須恵器の集中地点であり、古墳に関係し

た祭杷的な行為に関連するものであろう。

6 旧流路と溝状遺構(表8) 

挿図番号については、表8に関係する図面番号を掲載しているので¥一覧表を参照していただきたい。

13-1区のSD302~307 と 13-2区の S D313~316 ・ 346は、並行した細溝群であり、畑の畝間となる

であろう。時期は古墳時代中期の遺構の直上から発見されており、古墳時代中期から後期にかけてのも

のであろう。

13-2区のSD320・3228などは、弧状に曲がっており、古墳の周溝であった可能性もある。

13-1区の SR302や13-2区の SR303・304は、かなり幅が広く、旧河道としても良いであろう。こ

の河道内からは、古墳時代前期の土器が大量に出土した。出土土器のなかには、祭杷用のミニチュアや
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完形に近く復原できたものも多いため、水辺で、行われた祭紀儀礼に使用されたものもあるであろ う。

第3節 中世から近世初頭の遺構

1 概要

中世から近世初頭の遺構には、 掘立柱建物跡、柵列、土坑、井戸跡、性格不明遺構、 旧流路、溝状遺

構、畦畔、 土坑墓がある。これらの遺構は、 11区とその北側に隣接した14区で発見されたものがほとん

どである。土坑墓として明瞭なものは、 南側の12区の上層から集中して4基が発見された。 12区では、

土坑墓と溝以外の遺構は見つかっていない。

11・14区からは、足の踏み場に困るほどの遺構が発見されている。そのため、挿図は弥生 ・古墳時代

の よ う な個別の遺構毎の体裁をとっていない。 11区の遺構図は第66~72図に、 14区は87~98図にま とめ

たが、 個別遺構の挿図番号は各遺構の一覧表に掲載したので、そこから検索していただきたい。

発掘調査は、基本的に前回の調査方法を踏襲し、分層発掘を実施した。ただし、 包含層の在り方は各

調査区で異なり、 E面と田面の分層が難しい地点もあったようである。

11区の調査は、基本的にE面の調査が実施された。西側の細長い範囲では、侵食による南北方向の溝

が上層で確認され、その調査途中で小穴も発見された。それらは I面とされたが、下層の包含層が薄く、

E面とE面に相当する面が同一面で調査されている。南東部からは、E面の下層から水田跡の畦畔が発

見された。部分的ではあるが、その地点の水田面をN面とした。

14区の調査も、基本的に皿面の調査が実施された。ただし、調査区中央部に大きな旧流路が位置して

おり、それらを除いた範囲での分層発掘となった。北西部と北端部は包含層が比較的厚く、 E面の下層

から遺構が確認され、それらはW面とした。

2 掘立柱建物跡と柵~IJ (表9・10・13・14)

小穴の確認面については、分層発掘された記録を元に最初に確認された調査面の番号を一覧表に示し

た。 上層と下層から同一地点で発見された小穴は、 上層の調査面の番号を優先し示した。ただし、 遺構

の希薄な地点や包含層が薄い地点などについては、層イ立によるものではなく、 便宜的な調査面を付して

いる場合がある。その場合は、現地調査時の便宜的な調査面の番号を使用している点は注意していただ

きたい。 調査面の番号が必ずしも時期を表しているのではな く、 あく までも便宜的なものである点は、

御注意いただきたい。 また、同じ地点の遺構の発見面の違いも、必ずしも時期差を反映していない。

小穴は非常に密集しているため、遺構番号が l枚の図面に掲載できなかったものは、同ーの遺構図を

2枚掲載し、一方の図面のみに遺構名を掲載している挿図があるO

調査区内からは、無数の小穴が発見された。小型の小穴には生痕となるものもあろ うが、それらは一

般的な住穴サイズのものが多いことと、同一小穴が上・ 下層で確認されていることから、ほとんどは柱

穴であった可能性が高い。 掘立柱建物跡の認定は、それらの小穴が長方形に並んだものを選択し、大き

さ、底面高や検出面などを考慮しながら行った。しかし、中世後半の掘立柱建物跡は、平面形が画一的

な長方形である とは隈らないため、隣接する小穴の配置に注意しなければならないこ とを付け加えてお

きたい。

次に11区と14区の掘立住建物跡のま とまり について示しておきたし、。個々の掘立住建物跡の変遷につ

いては、そのま とま りのなかで、主軸方位の類似、配置、重複状態によって検討するこ とができる。そ

れらについては、 一覧表を参照していただきたい。 また、 出土遺物の時期的な傾向として、北側の14区
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に大窯段階の土器が多く出土している ことから、 相対的に14区の方が新しい遺構が多いと想定される。

11区からは、 隣接区にまたがるものも含めて、掘立柱建物跡が47棟と柵列が5基確認された。掘立柱

建物跡の集中地区は、南西部にSH Ol~07、 2 区 SH8 、 6 区 S H102、南東部にSH08~19、 北東部

にSH20~37がある。北端部は14区の南東端部にま たがっているものが多いため、こ こでまとめると

S H38~56の群が形成されている。この地区には、柱穴の規模が大きい大型の掘立柱建物跡 (S H53) 

が存在している。

14区からは、周辺の掘立柱建物跡も含めて41棟が確認された。 14区の状況は 4項でも述べたが、中央

部の遺構がほとんど流失しており、そのまとまりを正確に把握できないのが現状である。南東部の掘立

柱建物跡群は、 11区の北端部の群と合わせて前記した。その他の北側の掘立住建物跡は、地点によるグ

ループ化ができないものが多い。広範囲に展開した単位群と地点毎にまとまりのある単位群が混在した

ものと理解すべきであろう。それらには主軸方位が異なる 2群があり、主軸が南北方向の広範囲に展開

するSH75~82と主軸が南北方向以外の地点毎にまとま る S H57~74 ・ 83、 9 区 S H116・118がある。
S H83を除く 後者の掘立柱建物跡群は、北東部にまとま りがある。SH83に関連するグループは、 侵食

により流失している可能性がある。

3 土坑、井戸跡と性格不明遺構(表11・15)
11区の土坑は、円形の比較的大型で深い例が多い。 SF 07"'"'11がそう した例であり、おそらく井戸や

肥溜めとして機能していたものが多かったと思われる。

S F04は土坑とするより、 溝状遺構とした方が良いであろう。

S F05は下層から鍾状の痕跡が確認されている。やや小型で‘あるが、土坑墓の棺内に敷かれた鍾と同

じよ うに使われた可能性もある。

14区も井戸状の土坑が多く存在しているが、井戸跡であるという確証が無い。底面高が標高Om以下

のSE201、SF211やSX202が井戸であった可能性が高い。

14区では、比較的小型の穴も土坑 (SF)として報告しているが、大型の建物跡の柱穴であったもの

も多し可。

特殊な遺構として、集石遺構 (SX201)が北東部から発見された。北東部に大型の礁が、南西部に

やや小型のl擦が選別されて敷かれており、当初は集石墓ではないかとも考えられたが、下部に明瞭な掘

り込みもなく、人骨などの墓を特徴付ける造物も出土しなかった。井戸跡と考えられる SE201とSX202 

に隣接して存在していることから、 水場に関係する遺構とする考えもある。

4 旧流路と溝状遺構(表12・16)
11区の旧流路と溝状追構は多数確認された。巨視的に見ると、大型の溝が北東方向から南西方向に走っ

ており、それらに直交するかのように、やや小型の溝が位置している。これらの溝が自然流路であるの

か、人工的なものであるのかの判断は極めて難しい。しかし、大型の深い溝は有機物がラミ ナを形成し、

レンズ状に堆積していることなと、から、7.1<.が流れていたであろうことは確かであろう。

北側のSD4やSD24に連続するであろう中央部のSD12などの大型溝は、当初から設計されたもの

であるかは別として、 屋敷地を区画する溝となっている。前回の報告のなかで、も指摘されているが、集

落内にク リーク状に溝が強り巡らされ、その分割された内部に機能別の建物群が配置され、それらが有

機的な関係を保ちながら、ひとつの集落を形成している時期がありそうである。

14区は中央部にSR201~204が存在 してい る。こ れは、 集落廃絶後に洪水などによ り遺構が侵食され

た部分であり、本来ならば、 14区全体に小穴を主体とした遺構が密集していたのであろう。南部のSD
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201・208・212などは、その洪水時にオーバーフローした侵食痕であろう。

北東部のSD205とSR206からは、 木製品を含む大量の遺物が出土したO この地点から出土した柱根

には、非常に長く遺存しているものがあり、洪水などにより一気に埋没した可能性が高い。それらが橋

脚であったため、溝の埋没に伴い、通常より長く遺存したとする理解もある。SD205は、その埋没過

程の上層の溝で、 南側の井戸跡と考えられる SE201とSX202に関連し、洗い場のような場所となって

いた可能性もある。

5 畦畔(表12、第73図)

11区の南東部のE面の調査時に、 水田の畦畔が2条検出された (SK01・02)0SK01とSK02は連

続した l条の畦畔で、中央部の水口を境に便宜的に遺構名を変えている。 SK01の西側には、SD35と

S D36がある。これらもおそらく一連の溝で、水口部分のみが掘削されなかったものと理解される。お

そらく 、畦畔の盛土を掘ったためにできた溝であろう。これらの畦畔内の小区画については、 その存在

の有無は定かではない。小区画畦畔は、 かなり新しい時期まで存続するとされており、静岡市上土遺跡

で中世以降の小区画畦畔が検出されている (矢田1996)。

6 土坑墓 (表17、第1 09~1 11 図〉

第109図の上段に、 前回調査した 2区から発見された3号と 8号土坑墓の実測図を掲載した。これら

は、前回の詳細を報告できなかったものである。共に成人の遺骨で、膝を曲げた屈葬状態で、 横向きに

埋葬されている。

下段のSF 101 ""'104は、今回調査した12区の土坑墓群である。それらの主軸方位はほぼ同一方位であ

り、かなり近い時期に埋葬されたものと推定される。当遺跡の土坑墓の在り方は、 通常、屋敷のなかに

単独で存在する所謂屋敷墓である。このように密集している例はなく、 屋敷墓に葬られなかった人々の

墓のー形態となるであろう。

周辺の中世の墓地として著名なものには、磐田市ーの谷中世墳墓群がある (山崎ほか1988)。この遺

跡は集落から離れた丘陵の斜面にあり、火葬墓と土葬墓、集石墓と土坑墓が多数混在していた。おそら

く、宿場町となった見附に住んでいた人々の墓域ではないかとされており、居所と墓所がかなり離れて

いるこ とも特徴とされている。

当遺跡もーの谷中世墳墓群のように、 一般成員の墓所は離れた場所に存在するであろうと推測されて

いたが、12区の様子からすると集落の周辺に一般的に言われる墓地が形成されていた可能性が高い。

S F 101 ""'104の棺の構造は同じであり、 側板を方形に組み、 底の部分に細い角材を数本渡し、その上

に涯を敷いている。底板が蔽められていない点が特徴であり、軽量化のためであろうか、遺体はその廷

の上に置かれている。蓋板の痕跡、は無く、型布]から存在しなかった可能性が高い。 同様の棺の痕跡が確

認された古新田遺跡の場合は、墓坑が約80cmとかなり深いが、元島遺跡例は20，...，30cmと浅い。 墓坑の周

辺は、 有機物の影響により広く変色していた。棺の周囲のラインは、 その変色範囲を示している。

比較的人骨の残りは良かったが、埋葬姿勢が明瞭なものは、 SF 103のみで、 横臥屈葬であった。棺

の長さからすると、成人は全て屈葬されていたと推定される。

中世の墓に共通することであるが、 副葬品は極めて貧素であった。目立った副葬品と しては、SF 101 

から元豊通宝などの六道銭が出土した程度である。
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第皿章ま ル』 め

第 1節 弥生時代の墓制について

弥生時代中期主体の方形周溝墓群

元島遺跡からは、 後期に降る例を一部含む中期主体の方形周溝墓が約35基確認された。方形周溝墓の

埋葬部が判明したのは 2基のみで、墓のマウンドはかなり削平されたものと考えられる。おそらく、当

時の状況は、士鰻頭のように盛土された周囲に四角く溝が掘られていたようである。

この方形周溝墓から出土した土器には、 弥生時代中期から古墳時代中期のものがある。それらのなか

で、供献された完形に近い土器には、 弥生時代中期後半に位置付けられるものが多い。

方形周溝墓の数量からする と、この墓の中心部に埋葬されたのは、集落内の少数の家父長層であろう

と考えられる。 しかも、それらには規模に大小があり、階層差を示している可能性がある。無論、舟形

粘土棺の4区2号墓のように、子供の墳墓であったために規模が小さいといったことなども十分考慮す

る必要性もある。

当遺跡の方形周溝墓の規模が他遺跡、と比較して、どの程度の差があるのかを確認するため、遠江地方

で発見された主要な方形周溝墓の規模をグラフ化した(付図1)。そのグラフによると、袋井市高尾向

山遺跡に巨大な43号墓があるが、元島遺跡にも比較的大型の周溝墓が存在することがわかる。また、 ‘ 

辺 9m以下.の規模にまとまりがあ り 、 一辺1O~15mの聞にも散在的ながら別のまとま りが認められる。

一辺約10mを境界とした規模の格差を認識する ことができる。中型以卜の例には、長方形プランのもの

も多く存在するようである。

浅羽町田子塚追跡D地点の方形周溝墓には、鉄剣が副葬されていた(柴田稔1992)。この方形周溝墓

は、弥生時代後期の住居跡より古いとされている。浅羽町北山適跡の群内最大の弥生時代中期後半の方

形周溝墓からは、大量の管玉も発見されている(柴田稔1997)。これらは、集落構成員聞の身分や階層

の差を反映しているのであろう。

東遠江地域の初期の本格的農耕集落では、集落聞をまとめるような首長の出現を積極的に主張するこ

とはできないが、大型方形周溝墓の存在や威信財的副葬品の在り方から、集落内の成員聞の階層化が徐々

に進行し、後の広域的階層化社会となる古墳時代への移行を準備したものと考えられる。

南関東地方では、方形周溝墓に隣接する地点に集落が形成されている場合が多く、集落と墓域がセッ

トとなった遺跡が数多く発掘調査されている。その成果を応用すると、今後の調査により方形周溝墓の

数が判明すれば、集落の規模を類推することができ、集落の構成員数が計算できる。

神奈川県歳勝土遺跡では25基の中期後半の方形周溝墓が発見された。この墓域に対応した集落跡が大

塚遺跡で、 2万rrf前後の環濠集落内に竪穴住居跡が100軒ほど発見されている。元島遺跡では、未調査

域が多く存在しているため正確な方形周溝墓の数は不明だが、 35基以上の中期の方形周溝墓が存在する

ものと予想され、 2万d以上の拠点的な集落跡が付近に存在していたことは容易に想像される。

弥生時代中期の土器棺墓

方形周溝墓に付属するかのよ うに、土器棺墓が3基 (SF405・412・413)発見されている。再葬墓と

の関係が微妙ではあるが、 口の広い、もしくは打ち欠いて広くした土器を翠棺のように利用しているこ

とから、おそらく、死者を直接埋葬したものと推測される。棺が小さいため乳幼児の墓跡と考えられて

いるが、乳幼児の死亡率の高かった当時にしては数が少な過ぎる。ちなみに、大阪府瓜生堂2号墓では、
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成人墓が6基と未成人墓が12基(土器棺6基)の可能性が指摘され(春成1996)、福岡県永岡遺跡では、

53基中27基が小児用蜜棺であるとされている(間壁1996)。

これらの土器棺が大型の方形周溝墓の近くに埋められていることから、 特別な地位にあった人物の子

供が手厚く 埋葬されたと考えられている。 袋井市高尾向山追跡では、 58基の周溝墓に対して21基の土器

棺が発見された。そこでも、各方形周溝墓に少数の土器棺が存在するのではなく、大型の方形周溝墓に

集中する傾向がある (付図2)。

今回の調査例のなかで特殊な土器棺があった。それは、 櫛描文が施された査と煮炊き用の台付聾が合

わされた棺で、台付蜜の台部をわざわざ打ち欠き、逆さまにして固定されていた。見た目は北部九州地

方で盛行した小型の合口費棺のような状況である。

この土器棺のセッ ト関係も注目される。それは、西方の櫛描文系の壷と台付聾が重なって出土したこ

とである。一般的には、もう少し後の時期から台付費が盛行するとされているが、よ り古くから存在す

る可能性が高く なった。

当追跡からは、より古いとされる嶺田式土器(中期中葉)が少量出土しており、この時期から集落が

形成主れたと考えられる。嶺田式土器は信濃地方に類似した土器があり、中部高地の影響が強いものと

されている。嶺田式土器は、周辺の方形周溝墓からも出土している。その方形周溝墓群は、 櫛描文系の

土器が使われるようになっても、継続して連接型の墓域を形成している。土器と墓の変化は一致しない

ため、当遺跡でも嶺田式段階から方形周溝墓が造られている可能性がある。

大土器棺 o 20m 

付図2 高尾向山遺跡における土器棺の出土位置図(松井2002を改図)
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第2節古墳時代の集落と古式群集墳

古墳時代中期の古式群集墳

古墳時代中期の主要な遺構には、古墳と竪穴状遺構がある。古墳周辺からは、後期の完形の須恵器杯

がまとまって出土している地点もあり、その築造の時期は検討の余地を残している。 ただし、 15区2号

墳周辺からは、中期の土器が発見されていることから、当該期に造られた可能性が現状では高いと考え

られる。

古墳は、前回の発掘調査で3基が発見されているが、洪水などによる上層の侵食により、 辛うじて周

溝の底が弧状に残っていた。前回の地点より40mほど離れて、今回も3基の円墳が間隔を置いて確認さ

れている。合計で6基が発見されたが、それらの内の 5基では埋葬主体部が確認されていない状況から

すると、前回と同様に上層部の著しい流失が想定される。おそら く、他にも流失した古墳がいくつか存

在し、 本来は丘陵上の群集墳のように列状に存在していた可能性が高いと思われる。大きさは、 5-11

mで、円形もしくは隅丸方形の周溝が巡っている。 県内の低地に造られた古墳も珍しいが、低地に密集

した群集墳は全国的にも貴重な例となる。

今回発見された3基の円墳は弥生時代の方形周溝墓の上に築かれており、 あたかも方形周溝墓のマウ

ンドを利用したかのような状況にある。これらは、弥生時代の墓を壊しているため、方形周溝墓から連

続する墓制とは考えにくい状況にある。それらの方形周溝墓と古墳とは、 およそ300年の間隔があるた

め、おそらく、 造墓集団の系譜は異なるのであろう。それらの古墳群は、群集墳の中でも比較的古い時

期のものが多く、古式群集墳 (石部1975)もしくは初期群集墳(白石1976)と呼ばれている。

県内の方形周溝墓と古式群集墳は、 比較的同じような立地に築かれている。そのよ うな場合は、方形

周溝墓を墓域として忌避しない傾向がある。また、 駿河地方などで多く発見されている古墳時代前期の

方形周溝墓群は、古式群集墳への連続性が確認できないため、おそらく、質的に系統の異なる墓制の可

能性がある。

一般的に言う群集墳とは、追葬可能な横穴式石室や木室などを有する小型の古墳群や横穴墓群のこと

で、古墳時代後期に各地で非常に多く築かれている。これらは、 埋葬部が伝統的な竪穴系の木棺直葬や

箱形石棺の例が多い古式群集墳に対して、新式群集墳とか後期群集墳と呼んで区別する場合もある。そ

の新式群集墳と古式群集墳を連続した墓制と捉えるかについては、意見が分かれている。古式群集墳を

首長層以外の墳墓と仮定すると、古墳被葬者層の拡大を段階的に把握することが可能である。しかし、

古式群集墳の中には円形墓があり、割竹形木棺を採用しているものが少なくない点では、系統的に同じ

とするには多少無理がある。これらの時期的・系統的差違は、 後期群集墳の被葬者とはレベルの異なる

集団の墓制であることを示しているものと思われる。

県内の古式群集墳の典型例には、全国的にも著名な藤枝市の若王子古墳群(八木ほか1983)があり、

最近の発掘調査により磐田市明ヶ島古墳群なども発見されている。いずれも、高所に築かれ、一部、後

の新式群集墳にマウンドが利用されているO 新式群集墳の中には、中期の土器が混在する場合があり、

古式群集墳を再利用していると考えられるものもある。同じ墓域内の古い墓を壊す行為は、時期差とす

るより、やはり、そこを墓域とする集団の出自の差を考える必要性がある。

古式群集墳は、古墳時代の身分や階層制を理解する上で、重要な位置にある。当遺跡の例は、県内では

珍しい低地の群集墳であり、乳幼児を埋葬した舟形粘土棺の発見が特筆される。前回の発掘調査で発見

された舟の形をした古墳時代の粘土棺は、全国的にも例のないもので海辺の集落の当時の葬送儀礼を復

原するうえで、たいへん興味深い事例となっている。

舟形粘土棺は、南方の諸地域で現代も行われている舟棺葬との関係が注目される。我が国の古墳時代
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の棺には、船形の例はなく、と くに海洋漁労民によく認められる舟棺葬の風習は伝わらなかったという

のが一般的な理解である。元島遺跡出土の舟形粘土棺は、名称、に舟が付けられているが、 舟を転用 した

棺ではなく 、舟の紬先状の形態をしているだけである。よって、 南方の葬制との直接的な関係は無いの

であろう。そうした系統論より、 むしろ、検出された歯の鑑定結果による被葬者の年齢の方が重要であ

る。乳幼児の段階で、すでに古墳の築造が許可されていると言うことは、世襲的な身分や階層制の存在

が推定される。

古墳時代中期の竪穴状遺構

古墳群の周辺では、 一部前期にさかのぼる例も含まれるかも しれないが、 竪穴状遺構が発見されてい

る。それらは、古墳と関連する施設の可能性も指摘さ れている。 12区の SB101~ 103は、方形周溝墓の

マウ ンド部に造られており、平面形が方形と隅丸方形のものがある。 13区のSX301・315には、 排水溝

状の施設が付いている。 これらの竪穴状遺構は、火処が確認されていないため断定できないが、おそら

く住居跡であろう と思われる。 ただし、 通常の竪穴住居跡であるのか、仮設的な建物跡であるのかにつ

いては、 議論が分かれるであろう。 第E章2節3項に、竪穴住居跡であった可能性を指摘した。近年で

は、 古墳と集落が隣接して発見される例も増加している。

古墳時代前期の集落と土器

古墳時代前期の集落跡も発見されている。築造時期が不明瞭なものも含んでいるが、旧河道の北側に

掘立柱建物跡が多く見つかっている。竪穴住居跡の柱穴と区別できないものも多いが、梁聞が l聞の弥

生時代的な構造であり、 古墳時代前期につ くられたものが多いようである。

周辺の至る所から古式土師器が大量に出土しており、 出土した土器量から判断する と、かなり規模の

大きい集落であったことが窺える。

出土土器には、 内容物の交易が考えられている駿河地方の大型壷や遠隔地の中園地方の系統の大型の

鉢などがある。他にも、西遠江地域は無論、三河地方や尾張地方の影響を強く受けた特徴的な土器群が

多数出土している。

これらの大量に出土する外来形土器の移動現象は、古墳時代の前期に特徴的に認められる。古墳時代

という前代とは比較にならないほど階層化された社会は、内的な必然によるものではなく、外的な影響

下に形成されたこ とを如実に物語っているのであろう。

それらは、西からの人的・物的な影響が編西風のように東日本に吹き荒れた結果残されたものであり、

また、畿内を中心とした国家の初期の形成過程の在り方を示すものとして非常に重要であろ う。

第3節 中世から近世初頭の集落について

遠州灘に面したこの遺跡の盛衰は、海水準の上下動に大きく左右されていたと考えられる。約 2km南

には福田漁港があり、弥生時代以来、水稲農耕と共に海を介した交易と漁業が主要な生業であったであ

ろうことは容易に想像される。現代のように陸路の交通網が発達していなかった昔は、多方面に影響の

ある遠隔地からの様々な物資や情報の多くが海路によってもたらされたものと考えられている。そう し

た意味において、この遺跡の歴史的評価は、内陸部の遺跡との関係が明らかにされることによって、 よ

り内容の濃いものとなるであろう。

元島遺跡には、今川義元、織田信長や豊臣秀吉といった歴史上著名な武将たちが生きた室町・ 戦国時



代の集落跡が、県内では例を見ないほど良好な状態で地中に埋もれており、数々の新しい戦国時代の歴

史情報がもたらされている。

この元島集落は、「掛川誌稿」によると江戸時代の始め(1604年以降)に移転させられたと記されて

いる。 発掘調査によって得られたこの集落の廃絶を示す土器の年代は、移転の時期とかなり近いものと

されている。

出土遺物からすると、古代末期の山茶碗が大量に出土しており、集落の形成が11世紀末から12世紀前

半頃に比定されるということは、永長の東海地震 (1096年)の前後に住み始めたのではないかと思われ

る。 この永長の地震について『中右記』には、三重県の「阿乃津」に大津波が押し寄せたことが記され

ている。当然、遠州灘にも津波が押し寄せ、 かなりの被害が出たことが考えられる。この津波による被

害は、 現状では憶測でしかないが、今後そうした事例の報告がなされる確率は非常に高いものと考えら

れる。

出土遺物からは、古代末期から中世初頭の集落の存在が推定されるが、遺物が砂磯混じりの洪水層か

らの出土であったため、それらに伴う遺構が発見されなかった。

13世紀代の造物はほとんどなく 、おそらく、今回の調査では確認することができなかった。前回の調

査では、ごく一部の建物跡が調査区の北側で発見されているよ うである。

14世紀代の造物はわずかに出土しているのみである。前回の調査結果と同じであり、 前回の報告でも

集落の存在が否定されている。

15世紀代になると、急激に遺物量が増加している。 とくに古瀬戸後町期とされる土器が大量に出土し

ており、15世紀後半の当集落の繁栄ぶりが想像される。

16世紀代は15世紀代に大き く展開した集落の継続性が窺える。しかし、16世紀後半以降は全体的に縮

小傾向となり、その後、元島集落が廃絶したものと考えられる。

紙数の関係上、 掘立柱建物跡の詳細な検討は、 別稿を用意したいと思っている。ここでは、 比較検討

資料として掲載した掘立柱建物跡の棟方位と規模のグラフ(付図3・4)から、 簡単にその傾向を指摘

しておきたい。

棟方位のグラフは、隣接した掘立柱建物跡をグルーピングし、 それらの棟方位を示した。傾向と して

考えられることは、 11区南西部のように、ま とまりのある建物群が比較的短期間のなかで使用された可

能性が高く、 11区の南東部、北東部や北部のように、方位に幅のある建物群は、時期幅があり、お互い

のグループが干渉しあっていた可能性がある。

14区北部のグループは、11区と同じ棟方位の建物群が存在しているが、 11区と大きく異なる方位の建

物群もあるO これらについては、 時期差として認識される場合が多い。

掘立柱建物跡の規模は、 11区と14区共にまとま りがなく、 大小様々な建物跡が各時期に利用されてい

たのであろう。形態としては、細長い、長方形に近いプランの建物跡が多いようである。
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登呂追跡シンポジューム実行委員会

大川敬夫ほか1984r飯田遺跡 大田切遺跡J 清水市教育委員会
柴田 稔 1984 r青木、馬場第1・2遺跡』 浅羽町教育委員会
水島和宏 1984 r三沢西原遺跡』 菊川町教育委員会
山下次郎 1984 Ir大井川町史上巻』 大井川町

小野正敏 1984 1福井県一乗谷における陶磁器の組成と機能分担Jr貿易陶磁研究第4号』 日本貿易陶磁研究会
松井一明ほか1985r坂尻遺跡ー序文・古墳時代編一』 袋井市教育委員会
永井義博 1985 r土橋追跡』 袋井市教育委員会
栗原雅也 1985 r初山焼釜下古窯発掘調査報告書』 細江町教育委員会
松井一明

新井正樹

1985 1嶺旧式土器の検討一特に壷形土器について-J r転機1Jl
1985 r下野遺跡』 清水市教育委員会

長谷川秀厚 1985 r駿河西山追跡』 静岡市教育委員会
小野正敏

服部実喜

田嶋明人

山崎克己

足立順司

柴田稔

柴田稔

漆畑敏

永井義博

松本一男

1985 1出土陶磁よりみた15・16世紀における画期の素描JrMUSEUM No.416J 東京国立博物館

1985 1関東地方出土の輸入陶磁器についてJr神奈川考古第20号』 神奈川考古同人会

1986 ri漆町辿跡 1J石川県立埋蔵文化財セ ンター

1986 r玉越遺跡』 磐田市教育委員会

1987 1内耳鍋の研究Jr研究紀要 IIJ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

1987 r北原遺跡』 浅羽町教育委員会

1987 r北山遺跡、』 浅羽町教育委員会

1987 r伊場遺跡造物編 4J 浜松市教育委員会

1987 r鶴松遺跡 IIJ 袋井市教育委員会

1987 1八景山古墳・原新田遺跡Jr昭和61年度県内発掘調査の概要』 静岡県考古学会
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山崎克己ほか 1986rーの谷中世墳墓群』 磐田市教育委員会
中野 宥 1988 I登呂遺跡の再検討Jr巴本における稲作農耕の起源と展開J

日本考古学会静岡大会実行委員会・静岡県考古学会

平野吾郎 1988 I中部・ 東海地方における稲作農耕の開始と展開Jr日本における稲作農耕の起源と展開J
日本考古学会静岡大会実行委員会・ 静岡県考古学会

伊藤寿夫 1988 I有東遺跡Jr日本における稲作農耕の起源と展開一資料集-jJ
日本考古学協会静岡大会実行委員会・静岡県考古学会

斎野裕彦 1988 I東北地方における稲作農耕の開始と展開Jr白本におりる稲作農耕の起源と展開』
日本考古学協会静岡大会実行委員会・静岡県考古学会

竹内直文 1988 I東日本における弥生文化の発展一静岡県の土器編年を中心としてーJr史館 20jJ
松井一明 1988 r弥生時代の環濠集落を巡る諸問題』 愛知考古学談話会
中嶋郁夫 1988 Iいわゆる菊川式と飯田式の再検討Jr転機 2号』
平野吾郎ほか 1988r原川遺跡 1J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
鈴木基之 1989 r原川遺跡 IIJ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
佐藤由紀男 1989 r山の神遺跡』 浜松市教育委員会
佐藤達雄ほか 1989r大谷川 N (造物・考察編)J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
中山正典 1989 I第W章主要漬物第2節生産用具Jr大谷川 NJ(遺物・考察編)

(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

渡瀬 治ほか1989r富沢原・千福馬場添・大畑・ 桃園入ノ洞」 裾野市教育委員会
松田 訓 1990 ~名古屋城三ノ丸 1 J (財)愛知県埋蔵文化財センタ ー

赤塚次郎 1990 ~廻間遠跡J (財)愛知県埋蔵文化財センター

w田成洋 1990 r川!合遺跡J(遺構編) (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
加納俊介 1991 r古墳時代の研究 6J 雄山間出版
白津 崇 1991 r堀越ジョウヤマ温跡』 袋井市教育委員会
宮本長二郎 1991 I弥生時代・古墳時代の掘立柱建物Jr第29日l埋蔵文化財研究会報告』 埋蔵文化財研究会
公州大皐校・百済文化研究所 1991 r百済武寧王陵』
伊藤寿夫 1991 I静岡市有東遺跡、における弥生時代集落の検討Jr静岡市立登目博物館館報2一平成3年度一』

静岡市立登呂博物館

1991 r小敷田遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団
鈴木敏則 1.991 ~梶子遺跡 vrnJ (財)浜松市文化協会

原 秀三郎 1991 I結語J~上志戸呂古窯跡発掘調査報告』 金谷町教育委員会

椿原靖弘 1991 I岡部町西ノ平経塚出土の和鏡JW藤枝市博物館年報No.3 J 藤枝市郷土博物館

田辺昭三 1992 I弥生時代の重要遺物Jr静岡県史 考古三』 静岡県
鈴木隆夫・椿原靖弘 1992 ~清水遺跡』 藤枝市教育委員会

柴田 稔 1992 r団子塚遺跡 1J 浅羽町教育委員会
柴田 稔 199.2 r古新田 IJ 浅羽町教育委員会
穂積裕昌

鈴木敏則

伊藤裕偉

永井義博

鈴木光一

塚本和弘

栗原雅也

松井一明

松井一明

加藤恵子

石井進

大塚初重

柴田睦

1992 r城之越遺跡』 三重県埋蔵文化財センタ-
1992 r佐鳴湖西岸遺跡群J (財)浜松市文化協会
1992 I南伊勢系土師器の展開と中世土師器工人Jr研究紀要1J 三重県埋蔵文化財センター
1992 r団子塚遺跡ー遺構編-J 袋井市教育委員会
1993 r祝田遺跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
1993 1"皿山古窯跡群の成立と終末についてJr向坂鏑二先生還暦記念論文集』
1993 nrl久保船渡遺跡』 細江町教育委員会

1993 I第4節 久野城出土の陶磁器・土師質土器が提示する諸問題Jr久能城NJ 袋井市教育委員会
1993 I遠江における山茶碗生産について 遠江の山茶碗研究1-J r静岡県考古学研究 NO.25J 
静岡県考古学会

1993 I第4章第1節 墓の形態と変遷Jjj"ーの谷中世墳墓群遺跡本文編』 磐田市教育委員会

1993 Iーの谷中世墳墓群遺跡の歴史的背景Jrーの谷中世墳墓群遺跡 本文編』 磐田市教育委員会
1993 I副葬品の組み合わせJrーの谷中世墳墓群遺跡本文編』 磐田市教育委員会
1993 r椿野遺跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
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上原真人 1993 ~木器集成図録近畿原始篇』 奈良国立文化財研究所

柴田 稔・柴田 陵 1993~古新田 II J 浅羽町教育委員会

山崎克巳 1993 r見付端城遺跡発掘調査報告書』 磐田市教育委員会
山内伸浩 1993 r小名目小滝古窯跡群』 多治見市教育委員会
山田成洋・伊林修一 1993 ~川合遺跡・ 八反団地区J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

加藤芳朗 1993 I自然環境の変遷Jr磐田市史 通史編上巻』 磐田市
鈴木 徹 1994 r欠山遺跡、』 小坂井町教育委員会
赤塚次郎 1994 r松河戸遺跡、J (財)愛知県埋蔵文化財センター
中山正典 1994 r瀬名遺跡 皿(遺物編1)本文編J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
太田好治

鈴木敏則

矢田勝

柏木善治

太田好治

中野晴久

1994 r伊場遺跡遺物編 6J浜松市教育委員会
1994 r梶子遺跡 IXJ (財)浜松市文化協会
1994 r箕輪遺跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
1994 I出土土器Jr箕輪遺跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
1994 r宮竹野際遺跡 2J (財)浜松市文化協会
1994 I赤羽・中野生産地における編年についてJ~中世常滑焼をおって 資料集』

日本福祉大学知多半島総合研究所

佐藤由紀男 1994 I中期弥生土器における朝日遺跡周辺と天竜川周辺似東との対応関係J r朝日遺跡 VJ
愛知県埋蔵文化財センタ ー

柴田 睦 1994 I古墳時代中期の集落古新田進跡の事例分析を中心にーJ~古墳時代の集落』 静岡県考古学会

永井久美男ほか 1994 r中世の出土銭一出土銭の調査と分類』 兵庫埋蔵銭調査会
松井一明 1995 r坂尻遺跡一造物 ・総括編-J 袋井市教育委員会
中世土器研究会編 1995 r概説 中世土器の研究』 真陽社
磐田市教育委員会 1995 r遠江堂山古墳』
折原洋一 1995 r御殿 ・二之宮遺跡』 御殿・二之宮遺跡調査会
柏原市教育委員会 1996 r高井田山古墳」
飯塚晴夫 1996 rJII田・藤l夜淵遺跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
及川 司 1996 r曲金北遺跡(巡檎編)J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
栗原雅也 1996 r井通遺跡』 細江町教育委員会
中川律子 1996 r角江迎跡 E 遺物編2J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
佐野五十三・中嶋郁夫 1996 r角江遺跡 II ;遺構編J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
岩本 貢 1996 r角江遺跡 E 遺物編1J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
鈴木敏則・賞、 元洋 1996 r高井遺跡』 豊橋市教育委員会
矢田 勝 1996 r上土遺跡(遺構編)J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
伊藤絡像 1996 I伊勢の中世煮沸用土器から東海を見るJr鍋と裂そのデザイン」

北村和宏

伊藤淳史

八木広尚

渡井英誉

東海考古学フォ ーラム尾張大会実行委員会

1996 I尾張の伊勢型鍋Jr鍋と裂そのデザイン』 東海考古学フォ ーラム尾張大会実行委員会
1996 I太平洋沿岸における弥生文化の展開 駿河湾岸中期弥生土器からの検討一J rY A Y ! J 

弥生土器を語る会

1996 r鷹/道遺跡』 静岡市教育委員会

1996 I東駿河における布留式併行期の様相(前〉一土器編年の設定一Jr静岡県考古学研究 No.28J

静岡県考古学会

山田成洋ほか 1996rJ 11合遺跡遺物編1J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
春成秀爾 1996 I弥生時代の家族・親族Jr家族と住ま ~\J 考古学による日本歴史15 雄山間出版

間壁霞子 1996 I婚姻の考古学Jr家族と住まい』考古学による日本歴史15 雄山間出版

小森俊寛 1997 I基調報告Jr古代の土器研究一律令的土器様式の西東 5 7世紀の土器』 古代の土器研究会

天石夏実 1997 r有東遺跡 第14次調査報告害』 静岡市教育委員会

岡村渉 1997 r有東追跡第16次調査報告容』 静岡市教育委員会

佐藤由起男 1997 r宮竹野際遺跡 4J 浜松市文化協会

柴田 睦 1997 r山の神追跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

佐野一夫 1997 r下滝遺跡群J (財)浜松市文化協会
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木村弘之

寒川 旭

柴田稔

1997 I中世墓の種類と変遷Jr静岡県における中世墓』 静岡県考古学会
1997 r揺れる大地 日本列島の地震史』 同期舎出版
1997 1"弥生時代の遺跡JI古墳時代の遺跡Jri浅羽町史 資料編』 浅羽町

池谷初恵 @望月明彦・増島 淳 1998 I伊豆国における白色系かわらけについてー胎土分析による京・鎌倉との比較一」

永井義博

鈴木敏則

鈴木敏則

加藤理文

森泰通

加藤安信

服部敬史

鈴木敏則

小野善裕

畑中英二

『静岡県考古学研究 NO.30号』 静岡県考古学会

1998 I閉子塚遺跡の土器棺一中遠地方出土の土器棺集成-J r静岡県考古学研究No.30号』静岡県考古学会
1998 r山ノ花遺跡 遺物図版編J (財)浜松市文化協会
1998 I山ノ花遺跡』遺構編・造物図版編・木器編 (財)浜松市文化協会

1998 I元島遺跡、 1J (遺構編 本文) (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

1998 I台付裂の出現 llJr楢崎彰一先生古希記念論文集』 楢崎彰一先生古希記念論文集刊行会
1998 I伊勢湾地域の叩き護Jr楢崎彰一先生古希記念論文集』 楢崎彰一先生古希記念論文集刊行会
1998 I土師器皿からみる中世後半期の東国Jr楢崎彰一先生古希記念、論文集』
楢崎彰一先生古希記念、論文集刊行会

1999 I遠江の古墳時代中期土器様式(山ノ花様式)Jr東国土器研究第5号』 東国土器研究会
1999 I古墳時代須恵器の年代観Jr古墳時代の猿投窯と湖西窯』 三河考古刊行会
1999 I近畿地方の飛鳥 @白鳳時代土器編年研究と問題点Jr飛鳥・白鳳の瓦と土器一年代論一』
古代の土器研究会

加藤理文 1999 I元島遺跡 I 遺物・考察編1-中世 j] (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

岩本貢

稲垣聖二

1999 I元島巡跡 I 遺物・考察編2一古墳時代一J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

1999 I古代末期の方形屋敷の発見一静岡空港関連遺跡C・0・J地点一Jr静岡県埋蔵文化財年報 XVj]
(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

塚本平日弘ほか2000I横地域跡総合調査報告書』 菊川町教育委員会

藤沢良祐 2000 I遠江出土の瀬戸美濃焼JI横地城跡総合調査報告書資料編』 菊川町教育委員会

柴田 隆 2000 I恒武西宮 ・西浦遺跡j (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

金子健一 2000 I土師質煮炊具からみた中世の東海と東国Jr研究紀要第8輯J (財)瀬戸市埋蔵文化財センター
藤沢良祐 2001 I瀬戸・美濃大窯製品の生産と流通一研究の現状と課題 J r戦国・織豊期の陶磁器流通と瀬戸・美濃

水上綾子

河合 修

池谷初恵

河合修

大窯製品一東アジア的視点から 資料集J (財)瀬戸市埋蔵文化財センタ-

2001 I大平遺跡 llJ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

2001 I青灰色のうつわJI研究紀要第8号j] (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

2002 I静岡県東部地域の中世集落Jr東海の申世集落を考える』
第9団東海考古学フォーラム尾張大会実行委員会

2002 I中世集落の地域性(駿河国)Jr東海の中世集落を考える」
第9回東海考古学フォ ーラム尾張大会実行委員会

松井一明・溝口彰啓 2002 I中世集落の地域性(遠江国中。 東部)Jr東海の中世集落を考える』
第9回東海考古学フォ ーラム尾張大会実行委員会

丸杉俊一郎 2002 I中世集落の地域性(遠江圏西部)JI東海の中世集落を考えるJI

加藤芳朗

柴田 睦

柴田 睦

溝口彰啓

鈴木一有

鈴木敏則

第9回東海考古学フォ ーラム尾強大会実行委員会

2002 I藤守遺跡の自然、的立地条件JI藤守遺跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

2002 I藤守遺跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

2002 I有東遺跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

2002 I恒武西宮遺跡 E。笠井若林遺跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

2002 r恒武西宮迫跡J (財)浜松市文化協会
2002 I日本最古の家形土器が完全なまま出土 鳥居松遺跡3次調査 J r静岡の原像をさぐる』
(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

松井一明 2002 I高尾向山遺跡 llJ 袋井市教育委員会

静岡県考古学会 2002 r古墳時代中期の大型墳と小型墳』
及川良彦 2002 I住居と掘立柱建物跡(関東)Jr静岡県における弥生時代集落の変遷』 静岡県考古学会
松井一明 2002 r竪穴住居と掘立住建物跡Jr静岡県における弥生時代集落の変遷』 静岡県考古学会
伊藤寿夫 2002 I弥生時代の生産域(水田)と集落JI静岡県における弥生時代集落の変遷』 静岡県考古学会

菊田 宗 2002 I有東遺跡Jr静岡県における弥生時代集落の変遷』 静岡県考古学会



鈴木悦之 2002 1弥生時代集落の概観 中部地域一Jr静岡県における弥生時代集落の変遷』 静岡県考古学会
保坂和博 2002 1山梨県油田遺跡についてJ~弥生集落論』 中部弥生土器研究会

佐藤由起男・荻野谷正宏 2002 1遠江 ・駿河地域J~弥生土器の様式と編年 東海編』 木自社

岡村 渉 2002 ~特別史跡登呂遺跡発掘調査概要報告書面』 静岡市教育委員会

柴田 睦 2003 ~藤守遺跡 II J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

竹内直文 2003 Ir東部土地区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書』 磐田市教育委員会

柴垣勇夫 2003 1第2章 町内の中世窯業生産J1第 3章志戸呂窯の成立と近世の窯業生産J r金谷町史 資料編
4考古・窯業史』 金谷町役場

平野吾郎 2004 1有頭石錘考Jr設立20周年記念論文集J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
大林 元 2004 1静岡県弥生時代土器棺墓小考Jr設立20周年記念論文集J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
小野善裕 2004 115・16世紀における流通・海運の変革 東海地方港津遺跡の検討J~古代・中世における流通・消費

とその場』 国立歴史民俗博物館研究報告 第113集

字佐見隆之 2004 1港町の成立過程をめぐってJIr古代・ 中世における流通・消費とその場』 国立歴史民俗博物館研究

鈴木康之

鈴木敏弘

伊藤敏行

報告第113集

2004 1消費活動から探る中世集落の動向Jr日本考古学協会2004年度大会 研究発表要旨」 日本考古学協会
2004 1方形周溝墓から見た原始交易一墓制から見た祭杷同盟一Jr字津木向原遺跡発掘40周年記念 方形周
溝墓研究の今 IIJ 方形周溝墓シンポジウム実行委員会

2004 1宇津木向原逃跡と関東の方形屈溝墓Jr宇津木向原追跡発掘40周年記念 方形周溝墓研究の今 II~

方形周溝墓シンポジウム実行委員会



表 1 12・13-2・15区方形周溝墓

挿図番号 I 周溝墓
番号

区 溝番号
規模

計測値(叩)
新旧関係 備考

一第6・9関 l 12 SDl02~SD104、 SDl06 1493 1275 2号墓→1号墓

第6・10図 2 12 8Dl05、SDl08、SDl09 2号墓→l号墓

第6・11図 3 12 8D107、8DllO、SDlll 3号裏→4号墓

第6・12図 4 12 SD1l2~SD1l5 1373 1253 3号3喜→4号慕→5号墓

第6図
5 12・15

SDl16-SD1l8、SD442、
1148 1110 4号墓→5号事基

第8• 13図 SD456、SD458
第6図

7 12 18D120、SD121
第14'15図

第8' 16図 8 15 8D461、8D463 8号墓→9号;!J 上層に 1号墳

第8.16図 9 つ円山-SD4 720 11号墓→9号墓/8号墓→9号墓

第8• 16関 10 15 
SD417、SD423、SD424、

750 724 SD461 

第8図
11 15 SD419~SD42 1 1305 12号墓→11号墓→9号墓

第第178・18図
図 |

12 15 
SD422、SD423、SD425、

1031 885 12号墓→11号墓
第17.18図 SD427、SD430

第8・19図 13 15 
SD420、SD422、SD426、

1118 934 13号墓→14号墓SD429、SD430
第8図 14 15 SD428、SD431、SD433 1410 13号墓 ・17号墓 ・18号裏→14号墓

SF414 (315X 188、
第20.21図 底面高ー15 単位cm)

第8・22図 15 15 SD438-SD441 720 664 29号墓→15号墓

第8・23図 16 15 
SD437、SD439、SD446、

1178 953 
SD454 

第8図
17 15 

SD432、SD436、SD443、
1174 788 

17号墓→14号墓 ・19号盆 8F415 (266 x 132、
第24・25図 SD444 !底面高8 単位cm)

第8・26図 18 15 SD434、SD447、SD448 971 19号墓→18号墓→14号i1i

第8・26図 19 15 
SD445、SD452、SD455、

881 852 17号墓→19号墓→18号墓SD462 

第8・27図 20 15 SD449-SD451、SD457 788 720 

第 7 ・ 27~ 21 13-2 I SD3払 SD337

第7・28図 22 13-2 SD324~SD326、 SD338 836 698 

第7図
23 13-2 I SD327-SD329 1170 

第28・29図

第7図
24 13-2 SD330~SD332 1073 

第28.29図

第7・29図 25 13-2 SD336、SD339

第7図
26 13-2 SD332、SD333、SX307 10J.3 27号纂→26号事長

第30・31図

第7図
27 13-2 SD334、S0335、SX307 1230 27号基→26号韮

第30・31図

第8・31図 28 15 SD441、SD453 960 上層に3号墳

SD435、SD444、SD464、
1418 29号墓→15号事~ . 17号墓 トSD465 

表2 15区土器棺墓一覧

計測{直(叩)
挿図番号 遺構名 主軸方位 平面形態

長径 | 短径 |底面両 | 
備考

第8・33区| SF405 N -290 - E 機円形 92 I 63 I ー16 大型歪+釜+台付~

ト一一一一一一
第8・33図 SF412 N -500 - W 栴円形 lOL， 81 -27 大型壷

第8・34図 SF413 N -250 - E 円形 81 I 69 I -32 大型台付費

24 



表3 15区古墳一覧

挿図番号 区 遺構名 平面形態
計測値 (cm)

長径 短径 周溝幅周灘底面高
備考

第56~58図 15 l号墳 楕円形 870 760 馬蹄形 98 一39
土器出土
周溝 (80404)

第56~~58図 15 2号墳 楕円形ワ 855 -27 
土器 ・馬歯出土?、 南半分調査区外
周溝 (80409、8R401)

15 3号墳 |馬蹄形ワ 川 44 
土器出土、旧流路による侵食あり
周溝 (80411)

表4 12・13-1・13-2区竪穴状遺構一覧

計測値(咽)
挿図番号 区 遺構名 方向 平直形態 備考

規模 底面高

第36・37図 12 8B101 N-20 -W 方形 440X420 10 

焼土、小穴.床面より土器出土

第36・38図 12 8B102 N-lQO-W 隅丸方形 330X320 13 底面高 P-l・6田 P-2・4叩 P-3 : 4叩
P-4: 9叩焼土掘方・ 3叩

第36・37図 12 8B10士 一町 一w 長方形 一X390 10 西側調査区外

一一一一一一一一一一一一「一一一

第42"43図 13-1 8X301 N一日。-E 隅丸方形 550X470 12 建て替え、土器多量出土、排水耳障 (SX304)

第45・54図 13-2 8X315 N _80 - E 隅丸方形 496x492 16 排水溝 (80322A)
」 」 ー

表5 13-2区掘立柱建物跡一覧

区 |造機名 柱穴番号
主主由方位 | 計測値(叩)

(北優先) I 桁行 | 梁間
391 I 350 

備考

13-2 I SH300 

戸

h
u

円
ノハ
]



512 1 1-213  0 

5i:l 13-2 5(1 -1 

5斗 i3-2 2(; 

515 勺() :'lIi -12 

516A B-2 (66) 19 36 

516 B J :1-2 (52)Uj -3:1 

517 1:1-2 47()  17 

い18 I 13-2 29 I 2(1 1/1 

ロ19 ~-1-31 下 36

日竺 ]22JL29  37 11 

525832 〔50〉 5-50 -2~， 

526l 1，)-2 I 川 竺J二日 E 

529 13-2 (61I 53 

d名 区
円/ソ

i"之

~hH'j ー
備 2ち

546 1:3-2 己 .38 -3 SI-I3出、柱松

山 ゴ才市3-241Ji ー竺二E了
::|;:lf-ベイ-計七日H30三

()7' ;)列 113-2 I 3J い]剖
)7 5:i1l 132 i 118 gS I 7 I 

m I  1321:75子 I

S'十円0:3

03 

S 0.1 

日!J.2

17 -23 -8 日工-T:]D6、 SH3CJ7 

3()'1 38 -28 十1

-1 ~;-2 66 5己 33
11 一一
;J()(i l ;3-2 4ti L15 -45 3 

日り日、 仁ユ

ZiOJ 

:304 

f-1石 2 :3fJ /12 -187  

575 1:3-2 Iつ日 -r~ 306 
53:1 A 13-2-(;1  37 Sll:J引、 576 1:3-2 40 31 ~5'í ~ 13 302、

530B 132 (品目) モう| 以 ，C孔l:-j(円、 ~ _ _IJ_ ~302、 、?土根
I 

5日]. 13-2 '18 

け、

53:0 13-2 82 61 580 13-2 (46) el8 。'-!(ヴ〕

53li I 13-2 I 60 5(i 581 ! 13-2 102 目的 I 

I 535 I 13-2 52 r12|1-4 5U 
1 1， Sil2 I 1:3-2 I 63 !で)η2 I -.38 

(52) 536 13-2 56 ー2 583 13-2 41 34 72 24 SH302、続強

537 13-2 35 28 目28 3 584 13-2 36 33 49 15 SH302、性根

538 13-2 62 58 46 。SH300、礎板 585 13-2 40 39 -60 ー28

539 13-2 44 38 57 11 586 13司2 52 50 -54 -16 SH306、柱根

540A 13-2 54 44 41 -9 587 13-2 27 25 日58 -42 SH306 

540B 13-2 26 21 -47 ー39 588A 13-2 44 42 54 -3 SH307、経穣

541A 13-2 32 ー27 ー15 588B 13-2 (28) 24 54 12 SH307 

541B 13-2 40 30 伺38 ー15 589 13-2 53 36 68 22 SH307、住根

542 13-2 32 29 39 28 590 13-2 43 39 -40 -8 SH307、縫板

543 13-2 44 37 61 25 SH302 592 13-2 65 56 17 11 

544A 13-2 42 37 54 -22 SH303、礎板 593 13骨2 46 46 自52 也3

544B 13-2 I 47 -33 -22 SH303 594 13-2 21 20 21 

545 39 叩48 ー22 595 13-2 42 35 23 3 



遺憾名 区
長径

計測値(佃)

短径 底面高 検出品
備 考 遺憾名 区 l

長径

計測値 (cm)

短径 底面品 検出高
備考

596 13-2 I 30 27 5 18 650 13-2 50 40 

597 13-2 46 38 ー50 12 SH306、柱綴 651 13-2 45 30 7 18 

598 13-2 72 57 4 13 652 13-2 30 I 28 21 20 

599 13-2 52 47 -62 14 SH306、柱根 653 13-2 66 40 9 23 

600 13-2 46 40 23 15 SH307 654 13-2 38 36 21 28 SH305 

601 13-2 47 41 一35 12 柱根 655 13-2 81 75 4 11 

602 13-2 54 50 63 2 柱根 656 13-2 28 26 10 21 

603 13-2 75 49 ー28 2 SH307 657 13-2 30 19 -6 7 

604 13-2 39 26 -31 9 658 13-2 30 25 8 18 

605 13-2 40 38 17 2 659 13-2 34 24 -42 25 

606 13-2 41 36 43 10 660 13-2 46 29 -9 1 

607 13-2 33 29 -28 2 661 13-2 48 43 7 13 SH306 

608 13-2 47 46 ー33 -1 662 13-2 91 66 11 

609 13-2 58 54 -53 -22 663 13-2 23 22 -60 11 

610 13-2 30 24 -52 -40 664 13-2 42 40 6 20 

611 13-2 54 48 -43 2 

612 13-2 58 53 41 。
613 13-2 63 52 33 7 

614 13-2 (67) 52 -26 7 

615 13-2 25 23 ー12 2 

616 13-2 105 83 11 2 

617 13-2 11 10 9 7 

618 13-2 23 22 -41 ー19

619 13-2 24 22 -36 ー24

620 13-2 30 26 ー47 ー22

621 13-2 28 23 -40 ー22

622 13-2 32 29 -42 ー22

623 13-2 25 23 ー43 24 

624 13-2 23 20 -34 -25 SH304 

625 13-2 40 40 -40 2 

626 13-2 28 25 ー21 ーl SH304 

627 13-2 33 24 -12 -5 

628 13-2 24 22 ー18 5 SI-1304 

629 13-2 31 31 ー28 8 

630 13-2 55 46 -23 7 

631 13-2 33 32 ー33 5 

632 13-2 29 27 ー32 5 柱根

633 13-2 26 22 -31 5 

634 13-2 48 45 ー34 7 

635 13-2 24 22 ー23 3 

636 13-2 32 30 22 1 

637 13-2 (40) 38 -18 -2 

638 13-2 34 33 -48 -4 

639 13-2 26 25 ー27 -3 

640 13-2 67 49 ー12 I 

641 13-2 80 66 14 ー2

642 13-2 18 17 ー17

643 13-2 18 16 ー11

644 13-2 19 17 14 

645 13-2 16 16 ー17

646 13-2 19 18 -21 

647 13-2 58 57 ー44 15 

648 13-2 32 28 -12 10 SH305 

649 13-2 28 26 。 17 

-27-



表7 12・13-1・13-2・15区井戸跡・土坑・性格不明遺構一覧

挿図番号 区 平面形態
長径

計測値(叩)

短径 底面高
備 考

第36図 12 SX101 不整形 260 90 16 

第36図 12 SX102 不聖E形 270 90 18 

第42・43図 13-1 SX302 不整形 120 2 

第42・43図 13-1 SX303 不整形 84 ー4

第42・43図 13-1 SX304 不整形 7 排水溝

第42・43図 13-1 SX305 不整形 138 8 

第42図 13-1 SX306 33 土器集積

第45・51図 13“2 SF305 楕円形 170 155 75 土器・木製品出土

第45・52図 13-2 SF306 楕円形 110 100 15 

第45・52i11 13-2 SF307 初円形 130 110 14 

第45・51図 13-2 SF308 長方形 180 100 -4 主体部?

第45・49図 13-2 SX307 不盤形 440 -9 土器多量出土、 北側調査区外

第45・55図 13-2 SX309 不整形 212 28 土器多盤出土、北側調査区外

第45・49図 13匂2 SX311 不整形 300 一25 南側調査区外

第45・55図 13-2 SX312 不整形 20 土器多量出土、 東側調査区外

第45図 13-2 SX313 不整形 180 22 南側調査区外

第45・55図 13-2 SX314 不登形 -49 南側調査区外

第45・55図 13-2 SX316 不整形 464 400 13 土器多量出土

第45・55図 13-2 SX317 不整形 440 19 土器多量出土

第56図 15 SF407 楕円形 145 100 6 

第56・59図 15 SF410 楕円形 116 105 29 

第56・61図 15 SX402 不墜形 990 300 -2 土器多量出土

第60・62図 15 SX412 570 110 玉集中出土

第60・62図 15 380 須恵、器集中出土



表8 12・13-1・13-2・15区溝・旧流路一覧

挿図番号 遺構名 方向
計測値(岨)

区 断面形態 備 考
幅 底面高

第36図 12 80101 N -50 -W U字形 180 21 

第36図 12 8R101 N -240 -E ー13

第36図 12 8R102 N-900-W 27 

第36図 12 8R103 N-880-W -13 

第36図 12 8R104 N -70 -E -16 

第39・40図 13-1 80301 N -220 -E U字形 160 -33 

第39・41図 13-1 80302 N -00 -E U手形 40 32 畝間

第39・41図 13-1 80303 N -8。ー E U字形 48 35 畝間

第39・41図 13-1 80304 N -00 -E U字形 28 37 畝間

第39・41図 13-1 80305 N -5。ー E U字形 36 36 畝間

第39・41図 13-1 80306 N -90 -E U字形 36 41 畝間

第39・41図 13-1 80307 N -6。一 E U字形 24 42 畝間

第39・40図 13-1 8R301 N -74。→E U字形 160 17 

第39・41図 13-1 8R302 -43 土器多量出土

第39図 13-1 8R303 33 

第45・49図 13-2 80308 N-830_W U字形 108 ー5

第45図 13-2 80309 N-300-E U字形 ー27

第45・49図 13-2 80310 N -510 -W U字形 80 

第45図 13-2 80312 N -610 -W U字形 200 ー16

第45・52図 13-2 80313 N -260 -E U字形 30 21 畝間
トー
第45・52図 13-2 80314 N -22。ー E U字形 40 23 畝1湖

第45・52図 132 80315 N -23。同E U字形 30 18 目民間

第45図 13-2 80316 N -310 -E U字形 44 5 畝間

第45・47図 80317 N -60 -W U字形 240 -8 

第45・53図 13-2 80318 N -810 -E U字形 90 3 土坑?

第45・53図 13吟2 80319 N -580 -E U字形 80 6 土坑?

第45・53図 13-2 80320 N -6アー E U字形 50 ー17 周泌?

第45・54図 13-2 80321 N -560向 W U字形 56 13 担1，*泌ワ

第45・54図 13-2 80322A N-480-E U字形 112 ー3 担F7Kii4

第45・53図 13-2 80322B N -490 -W リ字形 70 -6 周泌?

第45・53図 13-2 80344 N -290 -W U字形 90 10 

*45凶 13-2 80345 N -41。ーE U字形 104 10 

第45図 13-2 80346 N-260-E U字形 28 2 畝間

第45図 13-2 8R304 ー47 南側調査区外
ト一一一一一一一一
第45図 13-2 8R305 一30 南側調査区外

第45図 13-2 8R306 i 北側調査区外

第56-58図
15 8R401 460 36 

2号境周溝重複
第60・62図 土器多量 ・土製品 ・馬歯出土

第56・59・60図 15 8R403 トーモ 260 -23 土器多量出土

第56・60図 15 8R408 450 16 土器多fil・石製品出土

ハ同
υつ山



表9 11区と周辺の掘立柱建物跡 ・柵列一覧

主軸方位 計測{直 (C且)
挿図番号 区 遺構名 柱穴番号 (北優先)桁行 梁間 備 考

第64.67図 11 8H01 1 193~ 196 • P26 • P86 酌 4 N-190 -E 閣 制

第64・67図 11 8H02 1 197・198・200• P133 • P181 • 6区1 1 N-230 -E 1 368 1 330 

第64・67図 11 8H03 I 

第64・67図 11 1 8H04 ル恥問イ・問。6区2・3 I N-180ーE 市 山 |

第64・67図 11 8H05 | 2 1O~213 . P02・P03 I N-l4' -E I 781 制 |
ト一一ー一一

第64・67図 11 1 8H06 1 215~218 ・ P21 N -120 -E 1 390 1 344 

第64・67図 11 8H07 1 219~225 ・ 294 I N -660 -E I 376 1 263 

第64'68図 11 1 8H08 1 313~317 ・ P82 1 N-.430 -E 1 373 1 296 

第山 8図 11 I 8H09 131刊 26・m

第64・68図 11 1 8HI0 1 327~332 ・ 334 ・ P80 0 P142・P143・P171 1 N-190 -E 1 704 1 383 

第64068図 11 1 8Hll 1 335~337 ・ P71A 0 P122B 1 N-230 -E 1 358 1 270 

第64'68図 11 1 8H12 1 338・3390P11・P66・P680 P79 1 N -170 -E 1 452 1 353 
「一一一一一

第64・68図 11 1 8I'I13340~343 ・ P65 ・ P81 • P120・P124 N -260 -E 1 419 287 

1 第第686・46口9図 11 SI-I14 1 344~346 ・ P07 ・ P10 ・ P13 ・ P64 ・ P76 I Nー170-E I 451 I 429 

第64図 11 8H15 1 347~351 ・ P12 ・ P14 ・ P64 ・ P76 I N -170 -E 429 I 346 ~?~・ 353 ・ P06 ・ P186
第68・69図 外偶柱

第64・68図 | 11 8H16 制~酔P62・P69ィ・P1l9・p凶 N-130 -E 側問 P71B • P121・P122A
間仕切り?建て替え?

第64.68図 11 1 8日 7 砂 362 I N-150 -E I - I - I 

第64.69図 11 1 8H18 1 363~365 ・ P08 ・ P58 0 P59 1 N-60 -E 567 1 397 

第64・68図 11 I 8H19 ル P09・P60・P61・P63 1 Nイ E 印 刷

第第706・4図71図 11 1 8H20 1 412~415 ・ P43 ・ P103 • Pl~ 1 N-310 -E I 503 ー

第64図 I11 I 8H21 I ~:~:-418 0 P37・P550 Pll3・P152・P158 1 N-280ーE I 571 I 390 
第70071図 P160

第64図 11 SH22 1419~422・P32' P46・P47・P50・P109. I N-250 -E I 726 I 381 I P56・Pll1間仕切り
第70・71図 |P129A・P135ロ・ P146

第64図 11 I SH23 I ~~~・ 432 ・ P52 0 P109B • P129B • P139・ N-250 -E 538 I 422 I 433間仕切り
第70・71図 P155・P164・P166

434・436・P17・P19・P51・P93・P97・
第第706・4図71図 11 1 8H24 1 P108・PllO・P1l50 P138A • P153・P165・ N-210 -E 1 947 1 461 1437・P137間仕切り

P167 0 P169 

第第706・47図1図 11 1 81'125 438~444 . P54・P57・P96・P106・P112 1 N-250 -E 1 747 1 420 

第第706・4図71図 11 8H26 445~448 0 P39 • P136 I N-210 -E 575 ー

第第706・47図1図 11 1 8H27 1 449~456 ' P75・P154 I N-130 -E 544 I 419 

第64図 11 1 8H28 1 441 ・ 457~4590p74 1 N-160-E 496 
第700 71図

第第706・4図71図 11 I 8H29 I I 435o 463~L167 .P18・P36・P450 P138B 1 N-120 -E 1 567 1 369 

第64図 11 8H30 I ~~~ ・ 466 ・ 468 ・ 469 ・ P34 • P36 ' P91・ N-120 -E I 643 323 
第70・71図 P95・P990 P165 

第第706・47図1図 11 SH31 例~山・ P35' P41・P42・P135ィ N-120 -E 605 I 384 

制図 11 1 8H32…3. P53' P93. P169 1 N-40-E 吐一
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主紬方位 計測値 (cm)
i童精名 柱穴番号

(北優先)
備考

桁行 梁間

第64図
11 SH33 484・485・P33・P190ィ・6区15 N-6。一E 306 

第70・71図

第64図
11 SH34 486~497 N-880 - E 同 I377 

第70・71図

第64図
11 SH35 498~502 ・ P92イ。 6区1O~12 N-390 - E 607 532 

第70・71図

第64図
11 SH36 503~505 ・ P87 ・ P134 ・ 6区13 ・ 14A N-420 - E 417 341 

第70・71図

第64図
11 SH37 506・P159・P161・P174 N-370 -E 550 

第70・71図

第64・72図 i11 SH41 561 ~565 ・ 14区41~. N-170 -E 632 

第64・72図 11 SH42 566~569 ・ 2区67~72 ・ 14区415-417 N-210 -E 585 508 2区73間仕切り?

第64・72図 11 SH44 
570~572 0 P29・P184・P191・14区418• 419 ' 

N-80 -E 505 406 
P217A・P223

第64・72図 11 SI-145 573-576 ・ P28 ・ 2区74~78 ;¥)-120 - E 582 490 2区79間仕切り

第64・72民l 11 SH47 39lB ・ 395B ・ 566 ・ 577~580 ・ 14区420~427 ・ N←300 - E 841 560 
P232・P233・P239イ o P272 

第64・72図 11 SH52 581~585 ・ P72 ・ P73 ・ P130 ・ P131
吋ー=-1川 m

第64・72図 11 SH55 586-591 • P78 • 14区393・400・428 N-390 - E 694 364 

第64図
6 SH102 4~9 N-21。ーE 512 454 元島I既報告

第70・71図

SH8 15-9' 11区271• 272 • P24 第64・67図 ワu N-160 - E 722 393 元島I既報告

S仙|抑制 P175 恥第64・69図 II N-180 -E 535 

第64図
SA02 423・424・P1l6 N-260 -E 330 

第70・71図

第64図
11 SA03 425-430・P98・P104 N-280 - E 579 555 

第70・71図

第64図
11 SA04 460-462・PIOO

N-F|却 l| 第70・71図

都 4図 I11 I SA05 |475 N-150 - E 
第70・71図
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表10 11区と周辺の小穴一覧

計測値 (c皿)
備考 遺憾名

計調IJ値(叩)
検出面遺織名 区

長径 短径底面高検出高
区 備考
長径 短径底面高 検出高

193 11 49 49 133 167 I SH01 239 11 27 122 161 I 形状不明

194 11 42 39 101 123 E SH01 240 11 28 21 112 123 E 

195 11 26 25 91 159 E SH01 241 11 27 23 93 126 E 

196 I 11 29 29 115 144 E SH01 242 11 28 23 117 123 E 

197 11 40 38 103 I 1.28 E SH02 243 11 24 22 135 147 I 

198 11 41 39 79 120 E SH02 244 11 39 38 121 154 I 

199 11 21 20 107 121 E 245 11 30 27 144 164 I 

200 11 26 24 III 126 E SH02 246 11 27 23 128 166 I 

201 11 40 112 120 m SH03形状不明 247 11 27 26 112 156 E 

202 11 24 22 106 156 I m SH03 248 11 21 18 122 149 I 

203 11 36 32 130 158 I SH03 249 11 I 17 (17) 110 159 E 

204 11 24 20 140 156 I SH03 250 11 114 159 E 形状不明

205 11 112 123 E SH03形状不明 251 11 37 35 132 157 I 

206 11 26 25 110 146 E SH04 252 11 29 26 143 159 I 

207A 11 40 33 101 152 E SH04 253 11 27 25 I 139 156 I 

207B 11 (38) 31 130 149 I SH04 254 11 15 14 153 161 I 

208 11 31 25 108 129 皿 SH04 255 11 13 12 129 148 I 

209 11 42 29 ' 83 137 E SH04 256 11 27 23 130 148 I 

210A 11 24 (20) 113 155 E SH05 257 11 24 20 126 148 I 

210B 11 (26) 22 111 155 E SH05 258 11 21 20 113 148 E 

211 11 29 27 118 151 E SH05 259 11 29 27 105 151 E 

212A 11 39 (31) 92 126 E SH05 26 23 112 154 E 

212B 11 (24) 20 108 123 E SH05 261 11 17 16 141 160 I 

213 11 14 13 120 125 E SH05 262 11 18 15 122 142 I 

214 11 27 27 133 158 E 263 11 34 25 113 150 E 

215 11 37 36 103 122 E SH06 264 11 19 13 126 143 I 

216 11 54 I 35 136 162 I SH06 265 11 140 143 I 

217 11 33 32 111 138 m I SH06 266 11 35 27 107 157 皿

218 11 31 28 109 155 E SH06 267 11 29 26 136 150 I 

219 11 (35) 33 111 141 E SH07 268 11 28 22 129 144 I 

220 11 21 18 113 126 E SH07 269 11 22 21 133 145 I 

221 11 16 16 119 131 E SH07 270 11 89 124 E 形状不明

222 11 26 26 143 151 I SH07 271 11 31 28 103 123 班 SH8 

223 11 21 20 112 121 E SH07 272 11 34 31 112 143 E SH8 

224 11 24 19 110 124 E SH07 273 11 22 21 137 144 I 

225 11 21 18 121 125 E SH07 274 11 25 20 138 144 I 

226 11 34 31 14 42 E 275 11 38 38 118 146 

227 11 25 20 66 75 E 276 11 35 25 122 157 I 

228 11 25 24 68 78 E 277 11 22 19 145 154 I 

230 11 26 22 114 125 E 278 11 42 40 I 

231 11 24 23 137 159 I 279 11 32 32 126 156 I 

232 11 13 9 129 144 I 280 11 15 14 140 149 I 

233 11 91 125 m I 281 11 137 151 I 

234 11 (25) 20 144 161 I 282 11 19 18 127 147 I 

235 11 25 23 119 127 E 283 11 27 25 101 125 E 

236 11 (54) 43 140 160 I 284 11 24 21 102 122 E 

237 11 26 21 144 162 I 285 11 23 20 101 121 E 

238 11 24 147 159 I 形状不明 286 11 19 15 116 141 I 

つ心
円
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計揖IJ値(叩〕
検出面 区 長径 短計径測値底(面叩高) 検出高 検出面i量構名 区

長径 短径底面高検出高
備考 遺構名 備考

287 11 28 23 114 120 E 336 11 41 35 138 157 I SH11 

288 11 31 28 121 149 E 337 11 58 49 114 140 E SH11 

289 11 25 20 114 123 E 338 11 48 47 107 157 τ ム SH12 

290 11 37 25 118 127 I m 339 11 45 40 119 159 I SH12 

291 11 20 18 117 126 E 340 11 30 26 137 158 E SH13 

292 11 24 24 109 142 E 341 11 34 31 136 162 E SH13 

293 11 116 125 E 形状不明 342 11 24 23 141 155 I SH13 

294 11 33 31 133 150 I SH07 343 11 28 24 138 147 E SH13 

295 11 27 25 120 137 I 344 11 33 32 96 128 E SH14 

296 11 18 18 127 136 E 345 11 38 115 129 国 SH14形状不明

297 11 (20) 17 117 120 回 346 11 41 35 131 157 I SH14 

298 11 19 17 93 112 皿 347 11 55 101 157 I SH15形状不明

299 11 28 24 99 125 四 348 11 52 45 136 159 I SH15 

300 11 34 23 109 134 E 349 11 31 28 147 159 SH15 

301 11 23 20 108 125 E 350 11 43 37 101 129 阻 SHl5 

302 11 28 91 120 E 形状不明 351 11 26 26 93 128 皿 SH15 

303 11 33 101 120 E 形状不明 352 11 41 30 118 131 旧

304 11 27 22 107 151 m 353 11 31 31 85 123 阻

305 11 18 18 105 121 E 354 11 49 43 94 126 阻 SH16 

306 11 19 17 117 127 E 355 11 65 43 89 128 回 SH16 

307 11 26 21 103 123 E 356 11 68 46 86 128 E SH16 

308 11 25 20 114 125 E 357 11 58 57 123 153 E SH16 

309 11 41 37 95 125 m 358 11 (40) 39 123 149 E SH16 

310 11 30 25 132 138 E 359 11 41 35 113 131 阻 SH17 

311 11 28 24 96 126 郎 360 11 27 24 131 152 E SH17 

312 11 27 26 104 135 直 361 35 27 137 158 I SH17 

313 11 36 114 128 皿 SH08形状不明 362 11 42 37 129 147 E SH17 

314 11 36 31 96 146 E SH08 363 11 70 67 125 157 I SH18 

315 30 29 146 157 I SH08 364 11 31 31 129 147 E SH18 

316 11 41 28 117 147 E SH08 365 11 28 27 110 158 I SH18 

317 11 32 31 125 144 E SH08 366 11 36 35 108 157 I SH19 

318 11 42 41 122 143 E SH09 368 11 39 36 105 124 E SA01 

319 11 I 28 (27) I 117 128 皿 SH09 369 11 28 21 E 
卜一一←

ml 320 11 ~l~ 102 E SH09 370 11 20 19 132 148 E 

321 11 46 38 99 151 E SH09 371 11 15 116 131 m 形状不明
322 11 44 42 SH09 372 11 34 29 100 132 E 

323 11 67 52 120 157 I SH09 373 11 19 17 120 130 田

324 11 34 34 136 157 E SH09 374 11 23 22 149 156 E 

325 11 (30) 29 136 152 E SH09 375 11 20 18 114 128 E 
トー一一一ー

20 17 101 130 皿 SH09 376 11 i 47 44 148 159 

326B 11 43 38 107 147 E SH09 377 11 33 129 血

327 11 38 37 130 155 SH10 378 11 35 35 39 50 班

328 31 140 157 I 379 11 22 22 145 161 E 

329 11 48 37 129 151 E 380 11 35 107 151 E 形状不明

330 11 45 40 109 158 i 381 11 34 34 99 131 回
ト一一一一 」

331 51 48 125 159 I 382 11 29 26 131 151 E 

332 11 42 35 105 127 E SH10 383 11 25 24 139 156 I 

333 11 32 31 108 125 E SA01 384 11 26 23 133 155 I 

334 11 52 40 125 154 E SH10 385 11 39 i (38) 97 130 i m 
335 I 11 84 76 116 128 E SH11 386 21 I 20 148 

円

4
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計測f直(四) 面I 計測値 (cm)
遺構名 区 備 考 遺構名 区 検出面 備 考

長径 短径底面高 検出高 検出 長径 短径底面高検出品

387 11 130 79 67 132 m 436 11 22 21 119 144 E SH24 

388 11 31 27 147 156 437 11 36 140 157 I 形状不明

389 11 30 29 148 157 I 438 11 53 43 83 146 E SH25 

37 30 143 156 I 439 11 33 (28) 141 159 I SH25 

391 11 37 34 139 I 440 11 42 30 97 124 E SH25 

392 11 33 30 87 128 i m 441 11 76 62 131 157 I SH25・SH28

393 11 43 36 138 158 I 442 11 29 27 97 119 E SH25 

394 11 41 41 143 158 I 443 11 19 17 98 III 直 SH25 

395 11 (80) 60 134 143 E 444 I 11 31 29 95 116 E SH25 

396 11 39 (35) 125 135 E 35 30 120 147 E SH25・SH26

397 11 45 43 138 156 I 446 11 42 32 143 161 I SH26 

398 11 26 24 108 129 E 447 11 29 26 121 145 E SH26 

399 11 132 157 448 11 28 26 140 159 I SH26 

400 11 27 25 133 158 I 449 I 11 18 15 109 125 直 SH27 

401 11 31 26 105 123 E 450 11 43 30 123 156 I SH27 

402 11 22 22 115 126 E 451 (29) 142 157 I SH27 

403 11 96 77 I 154 158 I 452 11 37 35 101 124 直 SH27 

40̂" 11 27 24 142 157 d了』 453 11 45 42 143 156 I SH27 

405 11 45 45 135 153 E 454 11 43 41 105 156 I SH27 

406 11 59 52 108 121 E 36 32 144 159 I SH27 

407 11 35 30 102 122 皿 456 11 (29) 27 105 121 E SH27 

408 11 I 23 I 23 138 158 I 457 11 24 (24) 139 146 E SH28 

409 11 I 40 37 134 157 I 458 11 45 92 156 I 1 SH28形状不明

410 11 21 19 152 158 459 11 28 28 96 119 田 SH28 

411 11 58 45 95 119 E 460 I 11 23 22 100 121 皿 SA04 

412 11 47 (32) 79 122 E SH20 461 11 26 (23) 92 120 町 SA04 

413 11 36 35 107 142 H SH20 462 I 11 38 35 102 138 E SA04 

414 11 55 42 88 124 E SH20 463 11 59 36 112 143 E SH29 

415 11 25 20 116 133 E SH20 464 117 144 E SH29形状不明

416 I 11 25 27 I 88 124 E SH21 465 11 40 E SH29・SH30

417A 11 31 27 130 143 E SH21 466 11 34 32 106 145 E SH29・SH30

417B 11 22 104 123 E SH21形状不明 467 11 32 32 147 157 SH29 

20 19 108 118 町 SH21 468 11 46 43 86 145 E SH30 

419 11 29 24 108 145 E SH22 469 11 26 23 131 1̂，2 E SH30 

420 11 55 38 87 145 I SH22 470 11 I 41 31 76 I 144 I n I SH31 

421 11 37 (32) 122 143 E SH22 471 11 33 29 79 SH31 

422 11 67 50 70 143 E SH22 472 11 33 30 122 144 E SH31 

423 11 24 21 100 122 E SA02 473 11 27 26 89 121 E SH31 

424 11 24 24 90 121 皿 SA02 474 11 29 28 112 144 E SH31 

425 11 17 17 100 111 E SA03 475 11 59 47 E SA05 

426 11 41 36 104 120 E SA03 476 11 32 120 E SA05 

427 11 48 E SA03形状不明 477 11 29 25 82 121 E SA05 

428 11 24 22 84 123 E SA03 478 11 (35) 30 103 142 n I SH32 

429 11 41 (32) 85 
. 
123 E SA03 479 11 40 40 97 154 I SH32 

430 11 131 145 E SA03形状不明 480 11 37 34 101 145 E SH32 

431 11 26 23 83 117 E SH23 481 11 I 47 42 135 161 I SH32 

432 11 32 29 102 119 E SH23 482 11 35 146 E SH32 

433 11 40 38 127 159 I 483 11 32 30 76 122 E SH32 

434 11 46 46 91 146 E SH24 484 11 48 44 84 141 E SH33 

435 11 48 45 99 E SH29 485 11 43 (38) 124 141 E SH33 
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計測値(岨)
備考遺構名 区 検出面

長径 短径底面高検出高
遺構名 区

計測値 (cm)

長径 短径 底面高検出高
検出面 備 考

486 11 32 31 111 146 E SH34 536 11 39 30 141 159 I 

487 11 108 123 皿 SH34形状不明 537 11 24 22 132 146 E 

488 11 22 21 126 E SH34 538 11 18 17 100 119 皿

489 11 35 28 124 147 E SH34 539 11 23 19 101 120 E 

490 11 51 (37) 81 115 E SH34 540 11 20 18 108 119 四

491 11 26 24 93 124 E SH34 541 11 43 34 86 124 E 

492 11 30 29 92 123 E SH34 542 11 35 100 122 E 形状不明

493 11 29 26 102 124 E SH34 543 11 (45) 43 105 146 E 

494 11 30 146 E SH34 544 11 58 53 97 122 m 

495 11 (53) 44 99 118 E SH34 545 11 25 (23) 85 121 田

496 11 29 27 97 122 E SH34 546 11 28 23 84 122 班

497 11 29 28 152 161 I SH34 547 11 42 31 94 

498 11 137 143 I SH35形状不明 548 11 22 20 90 122 E 

499 11 29 21 113 147 E SH35 549 11 113 122 四 形状不明

500 11 61 47 89 145 E SH35 550 11 31 28 98 107 田

501 11 41 94 142 E SH35形状不明 551 11 36 34 75 110 E 

502 11 32 29 121 139 E SH35 552 11 32 28 100 120 E 

503 11 23 22 88 122 町 SH36 553 11 24 18 114 121 皿

504 11 (53) 36 101 122 E SH36 554 11 32 29 77 122 四

505 11 52 43 103 122 E SH36 555 11 25 20 91 122 皿

506 11 59 50 130 146 E SH37 556 11 18 (17) 114 121 阻

507 11 30 26 III 124 E 557 11 28 26 88 120 班

508 11 26 24 97 123 阻 558 11 36 30 121 144 E 

509 11 126 143 E 形状不明 559 11 41 37 48 120 班

510 11 21 20 79 97 E 560 11 46 37 82 121 E 

511 11 32 29 74 118 皿 561 11 35 30 133 148 I SH41 

512 11 35 35 85 120 回 562 11 29 28 107 161 I SH4J 

513 11 31 22 107 120 E 563 11 30 27 120 141 E SH41 

514 11 29 27 74 112 皿 564 11 37 28 118 149 E SH41 

515 11 23 21 79 111 直 565 11 45 (38) 91 139 m SH41 

516 11 21 21 136 144 E 566 11 42 41 83 146 E SH42・SH47

517 11 20 17 95 116 E 567 11 36 33 102 154 I SH42 

518 11 22 22 95 113 皿 568 11 32 29 89 108 m SH42 

519 11 26 23 88 113 E 569 11 18 16 81 103 回 SH42 

520 11 39 39 123 159 I 570 11 39 32 94 144 I SH44 

521 11 26 23 142 157 571 11 36 33 117 138 E SH44 

522 11 32 (29) 85 122 E 572 11 32 28 105 139 E SH44 

523 11 33 (32) 103 146 E 573 11 37 32 114 138 E SH45 

524 11 29 28 121 146 E 574 11 25 25 95 109 E SH45 

525 11 92 65 133 147 E 575 11 29 27 119 144 I SH45 

526 11 20 17 125 146 E 576 11 35 24 73 132 E SH45 

527 11 20 19 94 121 E 577 11 26 25 96 148 E SH47 

528 11 20 19 97 122 E 578 11 33 159 I SH47 

529 11 27 25 85 120 m 579 11 31 22 120 148 I SH47 

530 11 (23) 19 109 124 回 580 11 49 39 90 151 E SH47 

531 11 23 21 138 145 E 581 11 44 74 159 I SH52形状不明

532 11 37 26 98 144 E 582 11 45 (39) 112 160 I SH52 

533 11 22 17 105 125 E 583 i 11 37 i 32 79 132 阻 SH52 

11 31 (28) 96 124 m 584 11 49 45 102 156 SH52 

11 28 27 97 124 E 132 141 m SH52 
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遺構名 区
計測値(叩〕

検出面 備考 遺構名 区
計測{直(叩)

検出面 備 考
長径 短径底面高検出高 長径 短径底面高検出高

586 11 26 25 118 153 I SH55 636 11 30 29 108 I 149 E 

587 1] 24 22 130 149 E SH55 637 11 21 17 123 142 E 

588 11 43 30 118 138 E SH55 638 11 41 (37) 113 147 I 

589 11 47 46 112 149 E SH55 639 11 25 25 129 149 I 

590 11 I 59 41 86 I 146 I SH55 640 11 23 22 皿

591 11 I 29 28 115 147 H SH55 641 11 23 18 129 141 III 

592 11 30 26 113 159 I SH53 642 11 22 17 136 147 E 

593 120 100 I 143 I SH53形状不明 643 11 24 24 121 140 班

594 11 19 17 75 125 E 644 11 21 20 122 138 E 

595 11 37 33 99 135 国 645 11 53 52 62 150 E 

596 11 25 20 128 147 E 646 11 28 26 134 150 E 

597 11 26 25 88 137 国 647 11 34 106 137 m 形状不明

598 11 19 17 106 134 皿 648 11 40 33 140 159 E 

599 11 36 33 116 146 E 649 11 39 29 122 157 I 

6∞ 11 32 24 90 144 E 650A 11 35 34 120 140 E 

601 11 27 22 110 152 I 650B 11 52 (41) 139 157 I 

602 11 32 28 95 141 E P01 11 I 35 33 104 158 E 

603 11 20 (15) 117 1山 E P02 11 43 42 98 155 血 SH05 

604 11 19 17 116 132 E P03 11 44 39 92 146 皿 S日05

605 11 18 16 129 136 国 P04 11 25 25 93 151 皿

606 11 21 18 102 135 皿 P05 11 32 32 103 145 m 

607 11 36 34 111 146 E P06 11 51 47 84 159 I 

608 11 32 30 130 157 I P07 11 71 67 114 159 I SH14 

609 11 16 16 98 137 E P08 11 72 56 128 158 I SH18 

610 11 24 22 137 148 E P09 11 50 48 127 159 I SH19 
一 一

611 11 29 146 156 形状不明 P10 11 48 45 134 160 I SH14 

612 11 30 26 116 145 E P11 11 59 59 97 156 I SH12 

613 11 24 22 147 159 I 76 75 103 159 I SH15 

614 11 25 22 122 149 E P13 11 72 87 157 I SH14形状不明

615 11 24 20 152 159 I P14 11 74 (42) 114 158 I SH15 

146 160 P15 11 44 112 I 156 I 形状不明

617 11 31 (30) 138 160 I P17 11 60 (56) 90 141 I SH24 

618 11 40 I 38 128 E P18 11 58 57 91 156 I SH29 

619 11 23 21 150 159 I P19 11 60 58 82 145 I SH24 

620 11 34 I 30 I 137 160 P20 I 11 45 124 155 I 形状不明

621 11 94 I 138 E 形状不明 P21 11 41 40 87 123 阻 SH06 

622 11 22 22 124 149 E P22 11 26 25 115 163 E 

623 11 117 148 皿 形状不明 P23 11 (37) 35 118 160 I SH03 

624 11 47 (40) 137 147 I P24 11 68 64 94 147 皿 SH8 

625 11 32 129 145 I 形状不明 P25 11 30 30 117 145 I SH03 

626 11 37 27 137 149 I P26 11 49 38 97 147 E SH01 

627 11 34 23 99 145 I 51 43 93 153 I 

628 11 25 23 109 139 E P28 11 30 26 136 158 I SH45 

629 11 26 25 89 138 E P29 I 11 34 30 99 159 I SH44同P184

630 11 37 35 101 139 47 (46) I 

631 11 39 130 159 I 形状不明 P31 11 58 45 84 157 I 

632 11 26 22 119 148 E P32 11 41 I 36 108 I SH22 

633 11 22 20 125 147 E P33 11 47 I 46 124 154 I SH33 

634 11 24 20 116 147 E P34 11 72 63 98 158 I SH30 

635 11 22 21 四|印 I III P35 11 1 441~ 119 1 156 1 I SH31 
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遺梅名 区
計測値(田) 検出面

長径 短径底面高検出高
備考 遺槍名 区

長径

計測値(佃)

短径 底面高 検出高
検出面 備考

P36 11 34 31 126 153 I SH29・SH30 P83 11 58 55 94 160 I 

P37 11 37 (32) 101 144 E SH21 P84 11 47 109 141 I 形状不明

P38 11 28 27 143 156 I P86 11 40 39 94 125 E SH01 

P39A 11 38 (31) 141 154 I SH26 P87 11 43 39 107 141 E SH36 

P39B 11 35 (35) 140 155 I SH26 P89 11 125 144 E SA05形状不明

P40 11 33 25 137 154 I P91 11 49 101 144 E SH30形状不明

P41 11 (36) 31 126 154 I SH31 P92イ 11 30 29 111 138 E SH35 

P42 11 37 124 156 I SH31 JB状不明 P92ロ 11 35 30 97 142 E 

P43 11 35 31 119 159 I SH20 P93 (64) 66 142 I SH24・SH32

P44 11 48 44 122 156 P94 11 (77) 66 81 141 E 

P45A 11 (39) 37 112 155 I SH29 P95 11 80 67 79 142 E SH30 

P45B 11 35 30 104 123 m SH29 P96 11 56 51 84 144 E SH25 

P46 11 49 42 102 159 I SH22 P97 11 40 36 78 143 E SH24 

P47 11 46 36 115 161 I SH22 P98 11 42 37 127 144 E SA03 

P48 11 38 29 111 160 I P99 11 79 70 133 145 E SH30 

P49 11 43 41 107 159 I P100 11 26 (25) 117 146 E SA04 

P50 11 64 (50) 68 159 I SH22 P101 11 32 29 85 147 日

P51 11 55 52 106 160 I SH24 P102 11 31 (30) 87 145 E 

P52 11 37 34 114 159 I SH23 P103 11 (51) 44 115 146 E SH20 

P53 11 47 45 125 159 I 8H32 P104 11 46 45 94 159 I 8A03 

P54 11 45 42 82 158 I SH25 P105 11 44 37 78 145 E P156と同一

P55 11 26 23 106 155 I 8H21 P106 11 32 31 97 145 E 8H25 

P56 11 62 56 74 161 I P108 11 51 49 96 144 E 8H24 

P57 11 (55) 44 109 151 I 8H25 P109A 11 (83) 55 104 144 E 8H22 

P58 11 '77 70 123 157 I 8H18 P109B 11 41 37 87 144 E 8H23 

P59 11 57 54 103 158 8H18 P110 11 49 45 103 144 E 8H24 

P60 11 59 50 141 158 I 8H19 Plll 11 50 41 106 143 E 

P61 11 68 61 135 159 8H19 P112 11 35 34 121 144 E SH25 

P62 11 77 67 104 159 8H16 P113 11 47 35 90 143 H 8H21同P158

P63 11 74 61 121 155 8H19 P114 11 66 56 106 142 H 

P64 11 27 27 149 158 I 8H14.8H15 P115 11 53 46 120 143 E 8H24 

P65 11 (30) 29 138 158 I 8[-113 P116 11 36 27 121 144 E 8A02 

P66 11 40 30 138 160 I SH12 P117 11 72 66 138 153 E 

P68 11 (69) 52 128 158 I SH12 P118 1占1 71 70 127 153 H 

P69イ 11 82 161 SH16 P119 11 74 68 108 153 E SH16 

P69ロ 11 59 43 88 157 E P176と同一 P120 11 48 42 112 157 E SH13 

P70 11 43 (42) 131 157 I P121 11 80 47 111 154 H 

P71A 11 49 36 139 156 I SH10 P122A 11 56 (52) 112 153 E 

P71B 11 38 37 103 I P122B 11 42 121 151 E SH11形状不明

P72 11 35 32 115 148 SH52 P123 11 42 36 112 151 E SH09 

P73 11 42 39 112 148 I SH52 P124 11 23 23 134 149 E SH13 

P74 11 83 81 128 159 I SH28 P125 11 I 80 71 108 149 E SH09・8H16

P75 11 49 43 97 160 I SH27 P126 11 39 36 112 146 E 

P76 11 51 48 130 158 「 I SH14・SH15 P127 11 34 30 130 155 E 

P77 11 52 44 77 157 I P129A 11 (70) 67 95 146 皿 8H22 

P78 11 47 40 ! 88 146 よ SH55 P129B 11 38 (38) 89 146 E 8H23 

P79 11 30 30 123 156 I SH12 P130 11 53 50 114 146 E SH52 

P80 11 36 118 158 I 8HlO形状不明 P131 11 39 37 92 151 H 8H52 

P81 11 36 35 128 157 I S[-113 P132 11 33 32 98 123 E 

P82 11 I 42 I 38 103 157 8H08 P133 11 24 23 101 130 m SH02 
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遺構名 区 長径 短計径測値底(面叩高) 検出高 検出首 | 備考 遺構名 区
計浪IJ値 (cm)

長径 短径 底面局 検出品
検出面 儀 考

P134 11 61 54 110 140 E SH36 P190ロ 11 35 24 101 138 血

P135イ 11 119 144 E SH31形状不明 P191 11 30 (30) 90 139 E SH44 

P135口 11 75 59 75 144 E SH22 P192 11 98 133 E SH53形状不明

P136 11 48 42 110 158 I SH26 1 2 37 95 156 1 SH01形状不明

P137 11 94 147 E 形状不明 2 2_1 63 60 110 159 I SH01 

P138A 11 72 81 I 146 E I SH24形状不明 。υ 2 31 30 I 137 I 159 I SH01 

P138B 11 (52) (48) 70 144 E SH29 4 2 37 35 137 155 I SH01 

P139 11 (37) 34 98 145 E SH23 5 2 42 51 122 156 I SH8 

P140 11 56 46 107 144 E 6 2 54 I (36) 98 158 I SH8 

P142 I 11 30 30 103 151 E SH10 7 2 60 I 57 78 160 I 1 SH8 

P143 11 44 36 116 143 E SH10 8 2 57 48 97 160 1 SH8 

P144 11 28 24 119 147 E SH09 9 2 42 33 133 157 1 SH8 

P145 11 44 41 105 155 日 10 2 - I 148 154 I 形状不明

P146 --Iii: 45 40 70 155 I SH22 11 2 45 40 113 158 I 

P152 11 30 28 87 123 皿 SH21 12 2 64 37 100 158 i 

P153 11 28 25 86 123 E SH24 13 2 20 17 I 
』 ー

P154 11 40 34 70 124 E 8H27 14 2 53 52 104 159 I 

P155 11 52 49 77 125 阻 SH23 15 2 46 34 106 159 I 

P156 11 E P105と同一 16 2 33 (30) 106 159 I 
ト一一一一一

P157 38 66 123 E 形状不明 17 2 27 19 123 153 I 

P158 11 E 8H2l同P113 18 21 147 156 

P159 11 38 35 100 120 阻 8H37 19 2 77 53 内 98 147 

P160 11 49 40 95 120 E 8H2l 20 2 25 22 142 160 I 

P161 11 (45) 37 97 119 E SH3'1 21 2 18 I 16 144 162 i 

P162 11 47 30 81 119 E 22 2 21 20 142 

P164 11 41 (41) 91 124 E SH23 23 2 31 27 115 162 I 

40 79 ωl E SH24. SH30 24 2 42 40 I 133 163 I 
|卜

P166 11 47 44 93 112 皿 SH23 25 2 20 (17) 159 162 I 

P167 11 42 36 90 117 国 SH24 26 2 20 18 157 163 I 

P168A 11 37 34 126 153 I SH20 27 2 47 147 163 I 形状不明

P168B 11 92 109 班 SH20形状不明 28 2 (74) 68 146 164 I 

P169 11 |司P93 1 SH24. SH32 29 2 (29) 165 I 

46 41 110 126 E SHlO 30 2 38 32 101 165 1 

一一P172 11 43 24 118 124 頂 31 2 (24) 19 159 165 1 

Pl73 11 45 26 82 119 E 32 2 29 (25) I 112 164 I 

P174 11 28 25 88 118 E SH37 33 2 I 28 22 143 165 I 

P175 11 54 41 98 124 E SA01 34 25 156 164 I 

P176 11 皿 P069ロと同一 35 2 36 31 142 165 I 

P181 11 36 30 89 134 m SH02 36 2 I 38 29 143 163 I 

P182 11 40 33 87 122 町 | 37 2 38 34 119 165 I 

P183 11 85 125 皿 形状不明 38 2 30 29 154 164 I 

P184 11 SH44 IPJ P29 39 2 41 40 126 161 I 

P185 11 40 I 34 86 139 II 40 2 27 22 134 165 I 

P186 11 30 26 88 127 E 41 2 (26) (23) 140 165 I 

P187イ 1J 45 40 78 127 皿 SH04 42 2 30 26 135 165 I 

P187ロ 55 42 75 123 皿 SA01 43 2 i 40 39 149 164 I 

P188イ 11 69 65 106 127 国 44 2 (35) 32 144 162 I 

P188ロ 11 32 29 105 143 E SA05 45 2 32 25 144 163 I 

P189 11 46 32 90 157 SH04 46 2 23 22 153 161 1 

P190イ 11156 ， 46 ~ __1_1竺 l E SH33 ~J___E 20 ] 
」
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遺構名 区
長径

計調r]値 (叩)
備考

短径底面品 検出品
遺構名 区

計測値 (cm)

長径 短径底面高 検出高
検出面 備 考

48 2 (27) 25 128 161 I 43 6 33 25 79 103 E 

49 2 30 (29) 151 160 I 44 6 19 (14) 92 130 E 

50 2 26 21 152 159 I 45 6 27 26 117 133 E 

51 2 26 26 101 159 I 46 6 32 27 102 130 E 

52 2 38 31 I 47 6 18 15 116 130 E 

53 2 29 27 148 158 I 48 6 28 26 108 131 E 

54 2 35 34 100 154 I I 49 6 24 24 106 130 E 

6 75 (57) 77 128 E SH02 50 6 28 23 104 129 E 

2 6 (56) 46 97 129 E SH04 51 6 18 16 121 129 E 

3 6 92 129 E SH04形状不明 52 6 29 25 100 129 E 

4 6 50 45 79 133 E SH102 53 6 47 (39) 88 129 E 

5 6 38 34 89 132 E SH102 54 6 54 37 60 99 E 

6 6 92 131 E SH102形状不明 59 46 96 128 E 

7 6 61 (50) 96 129 E SH102 56 6 29 20 121 129 E 

8 6 (50) 62 98 130 E SH102 57 6 29 19 122 129 E 

9 6 64 47 109 135 E SH102 58 23 123 128 E 

10 6 71 69 72 134 E SH35 59 6 35 34 98 129 E 

11 6 39 33 109 132 E SH35 60 6 24 20 121 130 E 

12 6 26 22 112 130 E SH35 61 6 28 25 96 130 E 

13 6 29 27 86 105 E SH36 62 6 (34) 33 79 102 m 

14A 6 (33) 29 112 129 E SH36 63 6 34 32 121 129 E 

14B 6 58 54 52 128 E 64 6 16 14 102 128 E 

15 6 41 40 114 128 E SH33 65 6 49 33 108 128 E 

16 6 45 38 105 134 E 66 6 40 37 124 130 E 

17 6 33 32 96 133 E 67 6 23 21 112 128 E 

18 6 (59) 51 105 134 E 68 6 22 98 127 E 形状不明

19 6 35 29 107 134 H 69 6 30 26 112 127 E 

20 6 80 64 93 133 E 70 6 42 38 84 105 E 

21 6 32 29 111 133 E 71 6 43 29 105 128 E 

22 6 46 43 83 135 E 

23 6 37 33 112 133 E 

24 6 29 28 91 133 E 

25 6 39 27 108 133 E 

26 6 29 26 89 132 E 

27 6 51 47 84 131 E 

28 6 42 31 1ll 130 E 

29 6 40 33 94 129 E 

30 6 29 28 113 129 E 

31 6 21 (17) 106 128 E 

32 6 30 30 80 129 E 

33 6 21 18 105 129 E 

34 6 23 20 121 129 E 

35 6 32 31 97 128 E 

36 6 30 28 107 130 E 

37 6 54 34 79 128 E 

38 6 41 129 E 

39 6 31 30 96 130 E 

40 6 36 27 101 130 E 

41 6 25 23 112 132 E 

42 6 29 (24) 107 131 日
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表11 11区井戸跡・土坑・性格不明遺構一覧

待図番号 遺構名 平面形態
長径

計測値 (叩)

短径 底面高
備 考

第73・80図 SF01 不整形 158 東側調査区外

第73図 SF03 長方形? 200 153 東側調査区外

第72図 SF04 不整形 220 40 118 !溝?

第70・80図 SF05 隅丸方形 140 110 134 |慾?あり、土坑慕?

第70・80図 SF07 円形 190 150 50 

第70・80図 SF08 権円形 300 185 47 

第70・80図 SF09 円形 140 130 39 

第68・81図 SFIO 円形 110 105 68 

第68・81図 SF11 円形 95 90 61 

第68・81図 SF13(06) 楕円形 205 168 90 

第73・82図 SX01 不整形 730 170 131 北側不明

第70図 SX04 不整形 135 78 133 

第66図 SX05 不整形 288 173 18 i北側同出部あり

表12 11区溝・旧流路・畦畔一覧

方向 断面形態
計測値 (cm)

備 考挿図番号 遺構名
l幅 底面高

第72・81図 SD4 N-450 - E U字形 450 57 

第73図 SD01 N-26。一E U字形 70 125 

第73図 SD02 N-30 -w U字形 23 156 

第73図 SD03 N-300 -E 逆台形 50 130 

第73図 SD04 N-340 - E 27 142 

第73図 SD05 N-820 -E 100 146 

第73・82図 SD06 N-780 - E U字形 55 147 

第73・82図 SD07 N-270 -w U字形 90 150 

第73・82図 SD08 N-240 -w U字形 100 130 

第72区 SD09 N-310 -E U字形 145 104 

第73図 SDlO N-500 -w 50 136 

第69・82図 SDl2 N-190 - E 逆台形 388 46 

第69図 SD13 N-710 -w 52 148 

第69・83図 SDl4 N-230 - E 逆台形 140 87 

第68図 SD15 N-110 - E 58 153 

第72図 SD16 N-410 -w 87 129 

第72図 SDl7 N-400 ーE 65 133 |東端部では信蜘 m

第72・83図( SD21 N-460 -w U字形 220 85 

第70・83図| SD22 N-320 -E U字形 143 94 L字形

第67・83図 SD23 N-340 - E リ字形 124 76 

第66・83図 SD24 N-210 -E U字形 184 67 

第73・83図 SD28 N-220 - E 逆台形 74 53 

第66図 SD29 N-820 -w 330 23 西端部では幅80畑、東端部では幅710叩

第73・83図 SD30 N-19U -E 逆台形 62 36 

第72図 SD32 N-350 - E 65 117 
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挿図番号 遺構名 方向 断面形態
計且1)値 (cm)

幅 底面高
備 考

第66図 SD33 N-80 -w 210 80 

第67図 SD34 N-660 -w 55 111 

第73図 SD35 N-80 -E 115 123 

第73図 SD36 N-700 -w 60 118 L字形

第73図 SD37 N-90 -E 62 83 

SR 1 調査区南西端上層、東側調査区外

第69・70 SR8 N-590 -w 87 北側調査区外

第68図 SR 9 N-280 - E 94 東側調査区外

第73・82図 SR01 N-130 -w 逆台形ワ 157 東側調査区外

第73図 SR02 N-310 -w U字形 95 158 

第73図 SK01 N-620 -w 70 4 (比高差) 水口あり、 最下層で検出

第73図 SK02 N-670 -w 55 6 (比高差) 水口あり、 最下層で検出
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表13 14区と周辺の掘立柱建物跡一覧

柱穴番号
主軸方位 計測{直(叩)

帰図番号 区 遺構名
〔北優先)

備考
桁行 梁間

第85図 2 SH38 55-66 N-880 - E 503 320 
第89・90図
第85図

14 SH39 350-353・P242 N-160 -E 794 
第87・88図
第85図

14 SH40 354-357・358A • 359-361・P235 N-160 -E 548 300 
第89・90図
第85図

14 SH43 362-366・P220・P234・P236・P238・P296・P314 N-140 -E 788 437 367-371府柱穴
第89・90図
第85図

14 SH46 372-374・P241・P243・P275A N-160 -E 443 234 
第87・88図
第85・89図

14 SH48 375-380・P254・P267・P271ロ・ P297 N-310 -E 628 362 
第90・92図
第85図

14 SH49 381-387・P245・P278 N-300 -E 467 321 
第87・88図
第85図

14 SH50 388-391A・392・P267・P272・P290B N-28。ーE 540 428 
第89・90図
第85図

14 SH51 393-395A • 396-400・P216 N-390 - E 464 350 
第87・88図
第85図

14 SH53 
401-403・SF202・SF207・P215・P227・P228・ N-400 - E 843 

P279・P301・
第87・88図 P248・P262・11区592・593・P192 P302棟持住穴

第85図
14 SH54 

404-408・P224・P225・P237・P240イロ.P295・
N-400 - E 630 344 

第87・88図 P313A 

第85図
14 SH56 409-413・514・P218・P230・P277 N-350 - E 446 335 

第89・90図
第85図

1・9 SH57 1A' 2-5・6A'7-16 N-510 -E 721 546 
第95・96図
第85図
第95・96図 14 SH58 606-614・1，9区17-19 N-450 - E 500 417 

第85図 1.9 SH59 20・21・22・23-27 N-500 - E 389 271 
第95・96図

第85・94図 1・9 SH60 28-30・31A'32-37・6B N-400 -E 597 558 

第85図
1・9 SH61 38-46・14区615-618 N-50。一E 570 463 

第95・96図

第85・94図 14 SH62 
619・P206• P210・P239口・ P252• P259・P261・

305 620束柱
SF206 

第85・94図 14 SH63 621・P249・P261・SF203A'1，9区31B0 47-49 N-380 -E 486 446 

第85・94図| 14 SH64 622・P210・P214・P253・P260・SF203B' N-380 -E 730 449 
P212 • SF206 

1，9区50-53 間仕切り

第85・91図
1・9 SH65 54-63 N-470 -E 692 285 

第95・96図

第85・94図 1・9 SH66 64-70・14区623・624A'P213・P310・P324・P325 N-390 -E 1059 358 

第85図
1・9 SH67 71-79・14区624B-626・P320・P335A N-350 -E 763 570 

第95・96図

第85・94図 1・9 N-330 ーE 478 389 

第85図
14 SH69 627-632・P341・8区1-7・8 N-330 - E 831 

第97・98図

第85・94図 1・9 SH70 5 ・ 6A ・ 86~92 N-360 - E 638 339 

第85・91図
1・9 SH71 93-99 N-370 - E 559 531 

第95・96図
第85

14 SH72 
633A・634・635・P335B'P339・P345・P349・ N-340 ーE 432 

第95・96図 1，9区100-102

第85図
1・9 SH73 103-112 N-410 -E 395 305 

第95・96図
第85図

14 SH74 636-639・P316・P318・P343 N-350 - E 457 
第95・96図

第85・93図 14 SH75 640・641・P209・P308• P321 N-840 -E 510 

第85・91図 14 SH76 642・643A• 644-646・P281・P283 N-850 - E 412 298 

第85・92図 1・9 SH77 113-116・117A・118-120 N-800 - E 320 

第85図 1 • 9 SH78 121-128 N-870 - E 410 335 
第95・96図
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主紬方位 計測値 (cm)
挿図番号 区 遺構名 柱穴番号

(北優先) I桁行
備 考

梁間

第85図
1・9 SH78 121-128 N-870 - E 410 335 

第95・96図

第85・94図 1・9 SH79 129-133・134・14区P201・P306 N-800 -E 656 I 583 

第85・91図 14 SH80 647-651・P208・P280 N-800 - E 301 215 

第85・92図 1.9 SH81 116・117B.135-140 う，-770 - E 369 276 

第85図
1・9 SH82 141-147 N-680 - E 593 391 

第95・96図

第85・91図 14 SI-183 652-657・1，9区148・149 N-580 ーE 437 280 

第85図 1.9 SH1l6 150-159・14区658-660・P317-2 N-390 - E 595 484 元島I既報告
第95・96図
第85図

1・9 SH118 160-169 N-490 -E 元島I既報告
第95・96図

表14 14区と周辺の小穴一覧

遺構名 区
計調11値(叩)

検出面
長径 短径底面高検出品

備考 遺構名 区 長径 短計径測値底(面cm高) 検出高 検出面 備考

350 14 33 30 92 138 血 SH39 383 14 25 25 135 162 E SH49 

351 14 45 37 102 135 田 SH39 384 14 30 (25) 137 154 E SH49 

352 14 50 45 126 135 rr SH39 385 14 42 32 86 156 回 SH49 

353 14 37 35 113 149 E SI-I39 386 14 28 26 120 154 E SH49 

354 14 36 32 112 131 E SH40 387 14 48 46 103 154 E SI-I49 

355 14 26 21 140 162 E SH40 388 14 34 29 109 159 E SH50 

356A 14 23 22 119 158 E SH40 389 14 59 48 72 133 E SH50 

356B 14 28 27 127 156 E SH40 390 14 52 42 89 142 阻 SH50 

357 14 31 30 100 153 阻 SH40 391A 14 42 111 151 E SH50形状不明

358A 14 21 16 131 147 E SH44 39lB 14 30 88 152 回 SH47形状不明

358B 14 29 20 147 162 E 392 14 32 27 99 150 阻 SH50 

359 14 38 28 132 153 E SH40 393 14 53 35 126 166 E SH51・55

360 14 36 33 132 169 E SH40 394 14 52 108 167 E SH51形状不明

361 14 31 29 132 167 H SH40 395A 14 27 23 117 153 E SH51 

362 14 41 35 102 158 E SH43 395B 14 43 126 152 E SH47形状不明

363 14 34 30 87 127 E SH43 396 14 (28) 26 128 167 E SH51 

364 14 44 35 112 144 E SH43 397 14 41 40 117 162 E SH51 

365 14 35 :32 117 155 血 SH43 398A 14 27 23 131 164 皿 SH51 

366 14 28 25 140 156 直 SH43 398B 14 26 24 131 164 皿 SH51 

367 14 28 24 143 166 E 399 14 75 69 119 164 E SH51 

368 14 (24) 19 155 168 E 400 14 118 158 E SH51・55

369 14 23 22 140 159 日 401 14 114 86 97 166 E SH53 

370 14 31 28 126 161 H 402 14 43 27 108 149 E SH53 

371 14 28 27 145 164 E 403A 14 40 103 157 E 形状不明

372 14 135 154 阻 SH46形状不明 403B 14 (62) 51 92 154 E 

25 24 110 151 E SH46 64 55 102 159 E SH54 

374 14 46 34 119 E SH46 405 14 24 23 126 凶 Im SH54 

375 14 37 31 106 152 E SH48 406 14 43 42 115 161 E SH54 

376 14 34 28 69 152 E SH48 407 14 37 34 112 153 国 SH54 

377 14 (33) 31 95 138 皿 SH48 408 14 48 34 82 149 四 SH54 

378 14 25 21 128 146 H SH48 409 14 26 23 140 161 E SH56 

31 103 144 E SH48形状不明 410 14 23 19 129 165 E SH56 

379B 14 40 (28) 90 152 E SI-148 411 14 45 (37) 141 157 E SH56 

380A 14 (22) 20 119 141 E SH48 412 14 31 26 143 167 E SH56 

380B 14 24 24 119 139 SH48 413 14 48 140 167 E SH56形状不明

381 14 30 30 113 I 152 : m SH49 414 14 63 56 l川 167 血 SH41 

382 14 I 22 19 134 153 I III I SH49 415 I 14 21 1 19 L 134 153 E SH42 
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遺構名
計調IJ値(叩) 検出面

灰一 長径 短径底面高検出高 備考 遺構名 区 長径 短計径測値底(面cm高) 検出高 検出面 備考

416 14 30 25 127 144 日 SH42 467 14 35 I 31 143 I 168 E 

417 14 39 36 105 144 E SH42 468 14 24 23 133 153 E 

418 14 55 43 99 166 E SH44 469 14 17 15 132 147 TIl 

419 14 50 31 105 147 血 SH44 470A I 14 17 14 152 158 I m 

420 14 107 157 E SH47 18 (18) 141 157 E 

421 14 42 36 125 159 E SH47 471 14 (30) 157 167 E 形状不明

422 14 37 34 132 160 E SH47 472 14 〈υミωワ 32 122 167 E 

423 14 31 30 112 158 E SH47 473 14 34日と 134 I 156 国

424 14 39 30 101 152 E SH47 474 14 128 I 156 E 

425 14 41 33 127 163 E SH47 475 14 31 29 135 154 E 

426 14 122 147 日 SH47 476 14 (24) I 21 

427 14 35 121 168 E SH47形状不明 477 14 26 I 25 153 I 167 I II 

428 14 36 31 117 146 E SH55 478 14 I 27 21 140 ~ 日
429 14 33 32 124 152 H 479 14 19 17 144 154 皿

430 14 31 24 142 144 E 棚田114I 21 20 145 156 E 

431 14 15 14 142 156 E 481 14 23 22 127 157 E 

432 14 32 26 131 159 E 21 20 135 154 E 

433 1 14 25 24 144 160 I II 483 14 I 20 18 149 157 E 

434 14 24 23 143 162 E 484 14 23 21 141 161 E 

435 14 29 29 133 161 E 485 14 32 28 122 154 E 

436 14 27 26 148 164 E 486 14 25 25 128 161 E 

437 14 140 152 m I 形状不明 487 14 29 (27) 147 162 E 

438 14 21 20 126 154 E 488 14 30 26 127 148 理

439A 14 I (29) I 26 144 167 E 489 14 135 149 E 

43gB 14 33 26 146 166 E 490 14 28 24 145 163 H 

440 14 20 19 129 154 皿 491 14 42 30 124 147 E 

441A 14 18 18 135 154 E 492 14 33 29 110 141 班

441B 141 (25) ~ι 135 154 皿 493 14 42 39 107 154 E 

442 14 I 37 121 166 H 494 14 30 
3108 |11334 8 

443 14 η33 32 115 152 E 495 14 20 150 I II 

M4 14 29 29 126 153 皿 496 14 25 20 139 153 E 

445 14 23 22 130 162 E 497 14 30 30 102 158 E 

L!46 14 25 157 167 H 形状不明 498A 14 24 (23) 143 158 E 

447 14 28 139 168 E 形状不明 498B 14 28 27 128 158 E 

448 14 25 22 152 166 II 149 E 

449 14 (33) 30 144 164 E 500 14 16 14 132 138 E 

450 14 147 161 E 形状ィ、明 501 14 27 18 134 141 E 

451 14 25 22 150 159 H 502 14 1 18 15 125 147 E 

452 14 35 34 111 147 E 503 14 23 I 23 143 159 E 

453 14 29 28 133 159 E 504 14 I 28 26 130 153 E 

454 I 14 35 26 137 164 E 505 14 I 28 I 28 119 159 E 

455 14 28 137 165 E 形状不明 506 14 24 24 146 162 E 

456 14 28 21 151 166 E 507 14 29 137 149 E 形状不明

457 14 20 20 146 168 E 508 14 34 I 24 128 148 m I 

458 14 (53) 38 145 167 E 5ω い4 28 20 129 l必 I TIl 
459 14 55 39 120 168 E 510 14 22 18 124 

460 14 51 35 120 166 E 511 14 61 (57) 117 167 E 

461A 14 35 (30) tJE E 512 14 18 17 131 148 m I 

46lB 14 一 I(51) E 形状不明 513 14 55 (39) 154 168 I II 

462 14 22 16 160 168 E 514 14 38 37 118 169 E SH56 

463 14 43 40 91 157 E 5J.5 14 40 36 128 168 E 

464 14 17 16 149 169 E 516 14 35 23 161 168 E 

465 14 17 16 149 156 E 517 14 39 31 142 168 E 

466 25 160 169 形状不明 518 14 160 167 
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計測値(佃) 計調11fI直(回)

遺構名 区 検出面 備考 遺構名 区 検出面 。前 考
長径 短径 底面高 検出品 長径 短径 底面高 検出品

519 I 14 (36) 158 168 E 形状不明 573 14 31 30 130 156 E 

520 14 31 29 119 169 E 574 14 22 18 117 158 H 

521 14 39 35 105 154 E 575 14 (45) 40 132 157 E 

522 14 25 144 167 E 形状不明 576 14 43 43 136 157 E 

523 14 31 29 151 165 I E 577 I 14 23 142 157 E 形状不明

524 14 27 26 142 163 E 578 14 43 40 127 156 E 

525 14 26 22 138 148 E 579 14 27 24 108 134 m 

526 14 18 17 120 146 回 580 14 31 (27) 101 138 E 

527 14 (27) 24 134 144 E 581 14 29 27 146 I 156 E 

528 14 (28) 23 129 144 E 582 14 36 31 ム | 90 140 E 

529 14 22 (21) 136 147 E 583 14 22 22 132 157 E 

530 14 60 39 88 163 H 584 14 25 24 104 136 町

531 14 20 18 133 144 阻 585 14 21 (21) 123 136 E 

532 14 20 17 135 143 E 586 14 31 27 116 134 E 

533 14 39 35 116 146 国 587 14 (23) 21 105 114 E 

534 14 18 17 120 137 E 588 14 36 36 66 97 E 

535 14 21 17 124 137 回 589 14 35 27 86 94 E 

536 14 25 23 133 148 E 590 14 41 32 106 142 E 

537 14 21 20 130 138 皿 591 14 23 22 123 141 回

538 14 20 19 127 141 E 592 14 25 23 137 156 E 

539 14 22 19 134 141 E 593 14 17 14 121 136 E 

540 14 32 20 110 153 E 594 14 28 26 130 156 E 

541 14 21 13 127 140 直 595 14 28 26 140 154 E 

542 14 30 29 135 164 E 596 14 32 26 135 151 E 

543 14 25 24 122 159 E 597 14 26 18 139 149 H 

544 14 29 29 131 168 E 598 14 27 21 128 139 直

545 14 32 30 129 168 E 599 14 33 28 134 149 日

546 14 30 26 109 155 E 600 14 96 76 82 129 E 

547 14 20 17 142 154 E 601 14 30 18 128 140 E 

548 14 29 28 131 164 E 602 14 16 14 134 142 E 

549 14 17 11 122 151 E 603 14 (20) 16 130 139 E 

550 14 42 27 126 152 E 604 14 18 16 128 141 E 

551 14 29 26 137 162 E 605 14 38 26 142 149 E 

552 14 28 19 145 162 E 606 14 32 30 16 54 N SH58 

553 14 (36) 29 127 163 E 607 14 46 (35) -4 47 N SH58 

554 14 29 129 146 E 形状不明 608 14 62 50 43 75 田 SH58 

555 14 32 31 105 134 E 609 14 62 55 26 84 E SH58 

556 14 24 23 135 154 E 610 14 (42) 34 47 W SH58形状不明

557 14 26 25 110 143 E 611 14 51 (38) 6 56 阻 SH58 
一一一

558 14 51 41 76 141 E 612 14 63 46 5 58 E SH58 

559 14 25 21 99 128 皿 613A 14 73 38 18 43 

560 14 43 27 100 139 E 613B 14 (33) 22 42 rv I SH58形状不明

561 14 65 29 98 124 目 614 14 42 41 4 47 H SH58 

562 14 は~__I~ 78 119 E 615 14 28 51 rv SH61形状不明
ートー一一一叶

563 14 39 38 110 126 E 616 14 48 26 51 W SH61形状不明

564 14 26 24 120 131 E 617 14 47 40 74 92 E SH61 

565 14 35 31 89 144 E 618 14 (35) (33) 13 SH61 

566 14 52 (45) 138 156 E 619 14 42 37 92 127 国 SH62 

567 14 22 128 154 国 形状不明 620 14 40 39 E 

568 14 21 21 114 144 皿 621 14 31 28 133 143 E SH63 

569 14 35 30 136 157 E 622 14 58 (54) 124 145 E SH64 

570 14 (27) 25 116 144 E 623 14 69 54 61 87 W SH66 

571 14 31 23 97 142 皿 624A 14 66 58 54 85 W SH66 

572 14 24 22 128 154 E 624B 14 62 50 12 47 rv i SH67 

--45-



遺構名 区
計測値(叩)

長径 短径底面高検出品
備考 遺構名 区 長径 短計径測値|底(面cm高) 検出高 検出面 備考

625 14 68 60 47 81 班 SH67 675 14 36 32 102 114 E 

626 14 50 45 65 91 皿 | SH67 676 14 32 22 94 136 E 

627 14 105 76 47 124 E SH69 677 14 23 19 101 114 E 

628 14 (69) 45 78 86 E SH69 678 14 44 34 89 114 E 

629 14 33 71 直 SH69 679 14 21 21 104 114 皿

630 14 70 54 8 53 W SH69 680 29 101 114 皿

631 14 72 52 l 47 W SH69 681 14 (51) 31 38 104 E 

632 14 66 61 -16 34 W SH69 682 14 37 35 42 104 E 

633A 14 (55) 49 5 37 I可 SH72 683 14 61 40 49 110 E 

633B 14 (70) 52 【13 38 W 684 14 30 27 70 111 E 

634 14 43 (34) 18 41 日「 SH72 685 114 E 

635 14 56 47 10 49 rv SH72 686 14 67 (66) I 

636 14 40 73 皿 SH74形状不明 687 14 27 20 113 126 E 

637 14 (35) (36) 31 56 rv SH74 688 14 50 46 34 82 W 

638 114 43 41 25 82 盟 SH74 689 14 I 36 31 I 94 116 直

639 14 (43) (34) 69 83 E SH74 690 14 30 26 102 123 E 

640 14 56 48 109 143 H SH75 691 14 33 32 120 148 E 

641A 14 34 34 111 143 E SH75 692 14 35 32 97 119 E 

641B 14 (39) 37 124 144 E SH75 693 14 49 37 104 122 E 

642 14 43 40 68 95 E SH76 694 14 39 35 115 143 E 

643A 14 45 75 97 E SH76形状不明 695 14 29 32 I 132 144 E 

643B 14 39 (36) [ 73 92 E 696 14 23 113 126 E 形状不明

644 14 26 26 103 124 E SH76 697 14 44 33 129 142 日

645 ~ 54 69 131 E SH76 698 14 47 39 91 121 E 

646 14 60 43 52 114 血 | SH76 699 14 30 24 E 

647 14 48 31 96 115 E SH80 700 14 31 31 94 144 E 

648 14 41 38 85 108 E SH80 701 14 31 29 116 143 E 

649 14 46 41 96 117 E SH80 702 14 19 19 136 144 E 

650 14 45 43 107 134 E SH80 703 14 30 25 110 126 直

651 14 50 43 105 123 E SH80 704 14 73 43 E 

652 14 31 26 85 106 国 SH83 705 14 41 36 109 127 I 

653 I 14 31 24 91 123 E SH83 706 14 39 32 113 129 I 

654 14 41 (38) 76 112 E SH83 707 14 45 36 89 129 E 

655 14 (35) 28 62 104 E SH83 708 14 51 44 112 129 I 

656 14 45 33 66 109 E SH83 709 14 47 41 58 84 W 

657 14 28 24 E SH83 710 14 40 40 54 85 W 

658 14 [ (58) 56 34 56 rv SH116 711 14 43 41 57 88 W 

659 14 49 39 40 64 E SH116 712 14 110 (83) 124 147 E 

660A 14 49 (44) 17 56 E SH116 713 14 22 21 135 143 E 

660B 14 I ー 24 53 W SH116形状不明 714 14 28 [_(初 101 122 E 

661 14 32 26 38 76 E 715 14 90 74 48 89 rv 
662 14 36 35 56 98 E 716 14 (43) 121 E 形状不明

663 14 64 49 63 79 E 717 14 23 20 I 

664 14 23 22 77 83 H 718 14 36 31 126 138 I 

665 14 47 36 [ 57 91 E 719 14 53 45 116 139 I 

666 14 60 55 I 27 48 E 720 14 28 25 113 129 E 

667 14 38 31 50 79 皿 721 14 29 29 91 129 I 

668 14 55 46 54 77 E 722 14 22 21 119 128 I 

669 14 36 26 71 97 E 723 14 32 30 105 128 I 

670 14 53 50 50 104 日 724 14 22 (21) 112 140 I 

671 14 43 35 87 112 町 725 14 33 32 77 119 E 

672 14 37 84 山 | 皿 形状不明 726 14 34 30 90 122 E 

673 14 33 27 54 114 E 727 14 32 31 104 152 E 

674 14 43 33 102 136 E 728 14 56 35 99 125 直 |
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遺構名 区
長径

計調iJ値(叩)

短径 底面高 検出品
検出面 備考 遺構名 区

計測値 (叩)

長径 短径底面両検出高
検出面 備考

729 14 25 21 100 119 直 783 14 11 51 N 

730 14 (25) 145 153 E 形状不明 784 14 28 25 29 49 W 

731 14 (34) 28 134 153 E 785 14 46 33 27 51 N 1 

732 14 45 31 96 124 E 786 114 1 28 25 132 145 E 

733 14 26 25 136 154 E 787 14 15 47 N 形状不明

734 14 25 24 146 153 E 788 14 38 (31) 18 50 W 

735 14 34 31 109 142 E 789 14 29 27 31 54 E 

736 14 22 (22) 126 140 E 790 14 36 (27) 18 49 W 

737 14 20 19 132 141 E 791 14 35 32 133 158 E 

738 14 31 25 98 125 E 792 14 50 39 16 73 E 

739 14 (62) 40 90 143 E 793 14 30 27 45 68 1 m 

740 14 (48) 38 91 148 E 794 14 45 116 129 E 形状不明

741 14 118 147 E 形状不明 795 14 73 60 29 54 班

742 14 24 23 113 124 E 796 14 1 (85) 45 38 51 W 

743 14 32 31 115 136 E P201 14 (77) 61 73 146 I SH79 

744 14 32 28 90 132 E P202 14 73 65 34 142 I 

745 14 24 24 107 132 E P203 14 53 38 136 146 I 

746 14 19 18 99 102 E P204 14 50 43 124 158 I 

747 14 26 26 104 126 E P205 14 64 (48) 140 158 I 

748 14 33 30 94 125 E P206 14 52 48 62 144 I SH62 

749 14 28 24 103 127 E P207 14 61 56 144 158 I 

750 14 27 26 106 126 E P208 14 60 56 104 132 I SH80 

751 14 20 19 115 129 E P209 14 90 64 102 144 E SH75 

752 14 20 20 126 136 E P210 14 150 105 41 143 E SH62・64

753 14 24 20 122 136 E P211 14 28 28 117 143 E 

754 14 39 32 114 136 E P212 14 47 43 86 144 E 

755 14 29 29 62 78 班 P213 14 70 63 133 147 E SH66 

756 14 52 33 59 86 直 P214 14 139 114 13 143 E SH64 

757 14 34 29 40 75 旧 P215 14 103 145 E SH53 

758 14 29 26 27 82 田 P216 14 50 49 116 167 E SH51 

759 14 (58) 57 36 85 皿 P217A 14 35 26 108 152 E SI-:!44 

760 14 31 83 E 形状不明 P217B 14 84 73 141 167 E 

761 14 (51) (39) 8 50 W P218 14 (39) 135 151 E SH56形状不明

762 14 46 35 64 134 E P219 14 29 141 154 E 形状不明

763 14 25 24 60 76 E P220 14 45 40 118 164 E SH43 

764 14 30 23 58 73 直 P221 14 41 40 124 163 E 

765 14 52 38 119 133 E P222 14 57 40 143 163 E 

766 14 (53) 52 31 86 回 P223 14 65 45 100 164 E SI-:!44 

767 14 42 30 37 82 E P224 14 43 (30) 112 168 E SI-:!54 

768 14 28 24 31 81 町 P225 14 (46) 43 110 167 E SI-:!54 

769 14 45 37 66 76 E P227 14 86 84 88 168 E SH53 

770 14 67 45 10 : 53 W P228 14 106 167 E SH53同P262

771 14 60 46 11 51 N P229 14 32 29 135 168 E 

772 14 55 46 34 87 m P230 14 (50) 47 133 166 E SH56 

773 14 49 (39) 117 133 E P231 14 37 29 125 167 E 

774 14 49 78 E 形状不明 P232 14 35 30 113 167 E SH47 

775 14 (41) 31 74 皿 形状不明 P233 14 36 32 141 168 E SH47 

776 14 34 29 109 132 E P234 14 68 58 101 166 E SH43 

777 14 52 (40) 57 89 E P235 14 26 23 129 160 E SI-:!40 

778 14 (44) (39) 22 50 N P236 14 44 38 117 169 E SH43 

779 14 (37) 33 115 136 E P237 14 36 34 113 167 E 

780 14 49 (35) 6 53 W P238 14 60 49 114 162 E SH43 

781 14 27 51 W 形状不明 P239イ 14 18 18 140 152 E 

782 14 26 65 86 回 形状不明 P239ロ 14 84 82 74 E SH62 
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遺櫛名
区 長径

計測値 (cm)

短径 底商品 検出高
検出面 備考 遺構名 区

長径

計測値 (叩)

短径 底面品 検出品
検出面 備考

P240イ 14 50 43 111 158 E SH54 P292B 14 18 18 130 141 E 

P240ロ 14 44 40 112 164 E SH54 P293 14 (30) 25 109 137 皿

P241 14 37 35 110 153 E SH46 P294 14 17 16 125 139 国

P242 57 90 156 E SH39 P295 14 (42) 31 107 148 E SH54 

P243 14 26 24 94 134 直 SH46 P296 14 33 32 104 153 E SH43 

P244 14 40 36 108 154 E P297 14 (34) (40) 116 144 rn I SH48 
P245 14 28 23 125 151 E SI-:!49 P298 14 42 38 109 163 E 

P246 14 (42) 37 108 158 E P300 14 26 25 109 153 E 

P247 14 34 29 117 159 E P301 14 110 103 105 153 E 

P248 14 81 63 102 149 E SH53 P302 14 E P279と同一

P249 14 79 124 146 E SH63形状不明 P304 14 37 32 110 145 班

P250 14 126 145 H 形状不明 27 27 101 124 E 

P252 14 116 115 52 144 E SH62 P306 14 52 46 91 126 I SH79 

P253 14 90 81 74 143 E SH64 P308 14 65 63 84 129 I SH75 

P254 14 51 45 109 135 E SH48同P271ロ P309 14 (105) 76 127 135 

P255 14 72 56 86 158 E P310 14 58 58 67 129 I SH66 

P256 14 55 49 118 161 E P311 14 36 34 69 124 E 

P257 14 68 (37) I 129 169 E P312 14 25 21 94 127 E 

P258 14 32 29 119 151 E P313A 14 64 37 72 135 E SH54 

P259 14 103 (72) 59 139 E SH62 P313B 14 50 E 形状不明

P260 14 79 108 143 E SH64形状不明 P314 14 35 29 88 148 皿 SH43 

P261 14 124 116 47 143 E SI-:!62・63 P315 14 31 28 126 141 

P262 14 E SI-:!53同P228 P316 14 58 46 82 93 E SH74 

P264 14 49 49 113 142 E P317-1 14 44 38 83 E 形状不明

P266 14 28 21 128 162 E P317-2 14 36 76 E SI-:!116形状不明

P267 14 65 45 94 159 E SH48・50 P318 14 58 35 62 86 E SH74 

P268 14 33 33 E P319 14 48 (45) 52 82 E 

P269 14 24 22 118 161 E P320 14 (88) 81 60 146 国 SH67 

P270イ 14 30 28 126 154 E P321 14 44 42 103 123 I SH75 

P270ロ 14 26 24 98 143 直 P322 14 41 40 59 126 E 

P271イ 14 (42) 40 100 141 E P323 14 128 115 99 129 百

P271ロ 14 E P254と同一 P324 14 48 33 83 127 rn I SH66 
P272 14 42 40 94 148 E SH47・50 P325 14 46 36 77 130 E SH66 

P273 14 (38) 90 141 E 形状不明 P326 14 41 40 25 75 E 

P274 14 36 35 104 143 E P327 14 65 44 61 94 盟

P275A 14 33 (29) 117 155 E SH46 P328 14 37 35 31 49 阻

P275B 14 20 138 156 E 形状不明 P335A 14 80 52 53 I IV SH67 

P276 14 44 I 39 89 138 E P335B 14 (47) 3 53 W SH72形状不明

P277 14 41 37 121 169 E SH56 P338 14 49 46 34 82 W 

P278 14 132 152 E SH49 P339 14 42 42 4 49 W SH72 

P279 14 100 54 69 166 E P302と同一 P340 14 27 2，~ 12 51 W 

P280 14 50 41 50 109 H SH80 P341 14 48 43 14 52 IV SH69 

P281 41 63 E SH76 P343 14 50 45 9 42 E SH74 

P282 14 47 38 72 114 E P345 14 35 31 2 43 W SH72 

P283 14 51 112 回 SH76 P347 14 52 42 16 52 E 

P285 14 30 25 93 145 E P348 14 34 (32) 33 55 W 

P286 14 79 75 37 114 E P349 14 36 53 直 SH72 

P287 14 (23) 17 104 119 直 SF202 14 117 103 70 166 E SH53 

P288 14 30 (29) 107 138 E SF203AI14 83 71 57 144 H SH63 

P289 14 26 24 118 137 E SF203B 14 76 (74) 65 143 I SH64 

P290A 14 65 61 73 144 E SF206 14 147 111 65 144 E SH62 

P290B 14 44 93 凶 I rn SH50形状不明 SF207 14 132 89 72 167 E SH53 

P291 14 20 16 129 143 直 1A 1・9 94 66 37 131 E SH57 

P292A 14 26 22 129 142 E IIヨ 1・9 53 129 I 形状不明
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遺構名 区
計調IJj直 (ω〕

長径 短径底面高検出高
検出面 備考

計測値 (叩)
遺構名 区

長径 短径底面品 検出高
検出面 備考

2 1・9 45 43 40 71 E SH57 53 1.9 50 41 I 91 161 I SH64 

3 1・9 42 32 51 71 E SH57 54 1.9 88 (50) 100 130 E SH65 

4 1・9 32 29 43 55 W SH57 55 1・9 67 (45) 96 128 E SH65 

5 1・9 32 28 42 138 E SH57・70 56 i 1・91(43) 35 79 106 E SH65 

6A 1・9 60 (42) 83 138 E SH57・70 57 1.9 45 166 I SH65 

6B 1・9 53 (51) 108 138 E SH60 58 1.9 59 141 164 SH65形状不明

7 1・9 50 50 101 127 E SH57 59 1.9 43 40 121 139 E SH65 

8 1・9 90 90 88 137 E SH57・68 60 1・9 26 24 108 138 E SH65 

9 1.9 (97) 83 122 135 E SH57 61 1.9 37 34 70 86 皿 SH65 

10 1・9 56 45 83 135 E SH57 62 1・9 (38) (36) 93 153 H SH65 

11 1・9 42 40 67 135 E SH57 63 1・9 28 27 138 153 I SH65 

12 1・9 47 38 28 68 E SH57 64 1-9 107 78 137 173 I SH66 

13 1.9 26 25 83 116 E SH57 65 1.9 87 55 133 171 I SH66 

14 1・9 64 53 110 155 SH57 66 1.9 70 55 108 133 E SH66 

15 1・9 51 (45) 。 71 E SH57 67 1・9 38 35 114 131 E SH66 

16 1.9 (43) 31 15 40 W SH57 68 1・9 50 45 100 169 I SH66 

17 1・9 23 20 52 69 皿 SH58 69 1・9 88 80 94 136 E SH66 

18 1・9 26 25 29 66 E SH58 70 1・9 67 56 103 172 I SH66 

19 1.9 28 24 24 37 W SH58 71 1・9 46 37 130 E SH67形状不明

20 1・9 28 26 30 36 W SH59 72 1-9 27 24 59 74 E SH67 

21 1・9 52 36 20 40 W SH59 73 1.9 21 21 52 70 E SH67 

22A 1.9 36 30 31 45 W SH59 74 1・9 43 38 26 71 SH67 

22B 1.9 38 (27) 37 45 W SI-I59 75 1・9 58 35 8 49 W SH67 

23 1・9 32 23 27 44 W SH59 76 1・9 38 35 53 68 回 SH67 

24 1・9 47 42 34 139 E SH59 77 1・9 36 30 。 40 W SH67 

25 1-9 27 24 27 58 N SH59 78 1・9 48 41 26 66 盟 SH67 

26 1.9 36 29 22 56 W SH59 79 1・9 (61) 38 64 70 E SH67 

27 1-9 34 29 13 34 W SI-I59 80 1・9 113 106 52 166 I SH68 

28 1-9 64 50 134 166 I SH60 81 1・9 52 46 111 163 I SH68 

29 1・9 98 91 121 163 I SI-I60 82 1.9 64 58 86 138 I SH68 

30 1.9 93 85 86 161 I SH60・68 83 1・9 94 83 74 162 I SH68 

31A 1・9 138 83 124 166 I SH60 84 1・9 51 36 140 167 I SH68 

3lB 1-9 51 46 100 124 E SH63 85 1・9 57 55 82 167 I SH68 

32 1.9 62 118 135 I SH60形状不明 86 1・9 47 38 90 137 E SH70 

33 1・9 (75) 57 107 163 SH60 87 1.9 51 42 85 137 E SH70 

34 1.9 78 110 161 I SH60形状不明 88 1・9 (42) 31 103 136 I SH70 

35 1，9 59 53 146 171 I SH60 89 1・9 35 28 133 162 I SH70 

36 1-9 55 48 146 174 SH60 90 1-9 27 25 118 137 E SH70 

37 1・9 44 29 142 158 I SH60 91 1・9 31 24 121 137 E SH70 

38 1・9 (36) 30 63 70 E SH61 92 1.9 46 35 123 170 SH70 

39 1・9 88 60 14 70 阻 SH61 93 1・9 58 47 124 151 I SH71 

40 1・9 48 46 65 110 E SH61 94 1-9 93 70 101 163 I SH71 

41 1・9 54 43 89 109 E SH61 95 1.9 (45) 30 84 135 I SH71 

42 1・9 (49) 41 27 54 W SH61 96 1・9 32 29 148 166 I SH71 

43 1.9 (49) 38 31 49 IV SH61 97 1.9 36 33 126 164 SH71 

44 1-9 49 34 11 70 E SH61 98 1・9 138 168 I SH71形状不明 l

45 1.9 (55) 41 51 67 E SH61 99 i1・9 43 39 74 114 E SH71 

46 1.9 (39) 38 43 68 E SH61 100 1.9 35 35 68 E SH72形状不明

47 1・9 50 45 111 162 I SH63 101 1・9 48 (47) ー2 39 W SH72 

48 1・9 66 58 104 163 I SH63 102 1.9 35 26 44 51 阻 SH72 

49 1・9 32 29 110 135 E SH63 103 1・9 38 32 19 69 E SH73 

50 1.9 61 53 105 162 I SH64 104 1・9 53 32 6 39 W SH73 

51 1・9 38 31 121 163 I SH64 105 1-9 33 27 24 39 W SH73 

52 1・9 50 42 89 138 E SH64 106 1.9 45 40 23 54 W SH73 
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計調IJ値 (cm)
検出面

計測値(叩)
遺構名 区

長径 短径底面高検出高
備 考 遺構名

区 長径
検出面 備考

短径底面高検出荷

107 1・9 32 26 43 49 IV SH73 158 1・9 47 35 25 36 IV SH1l6 

108 1'9 39 39 10 48 IV SH73 159 1・9 51 49 33 65 W 寸 SH116 

109 1.9 43 36 11 44 W SH73 160 1・9 57 40 3 38 IV SH118 

110 1・9 40 25 43 W SH73形状不明 161 1・9 40 29 23 39 W SH118 

111 1・9 55 (39) 6 45 W SH73 162 1・9 43 40 23 71 皿 SH118 

112 1.9 38 31 31 69 皿 SH73 163 1・9 43 (35) 41 69 E SH1l8 

113 1'9 41 1 35 108 148 I SH77 164 1.9 55 32 5 64 E SH118 

114 1.9 62 53 104 151 I SH77 165 1・9 45 35 19 48 IV SH118 

115 1・9 65 60 90 127 E SH77 166 1・9 26 26 25 44 W SH118 

116 1・91 55 47 130 151 I SH77・81 167 1・9 45 40 12 44 IV SH118 

117A 1・9 46 (43) 134 152 I SH77 168 1・9 23 33 67 E SH118形状不明

117B 1・9 41 (39) 134 152 I SH81 169 1・9 47 (36) 48 69 国 SH118 

118 1・9 140 149 I SH77形状不明 170 1・9 30 23 139 153 I 

119 1・9 (30) (27) 143 147 I SH77 171 1・9 116 156 I 形状不明

120 1・9 (31) I (28) 129 150 I SH77 172 1・9132 31 141 157 I 

121 1・9 52 35 42 153 I SH78 173 1・9 32 27 131 157 I 

122 1・9 37 3っd 40 68 E SH78 174 1・9 37 33 130 157 I 

123 1・9 56 46 46 75 E SH78 175 1・9 84 102 E 形状不明

124 1・9 24 (23) 39 73 E SH78 176 1・9 75 125 E 形状不明

125 1・9 35 25 42 61 IV SH78 177 1・9 29 28 119 159 I 

126 1・9 43 (35) 50 73 E SH78 178 1・9 16 15 139 I 157 I 

127 1・9 27 19 53 W SH78 179 1・9 44 38 117 160 I 

128 1・9 41 38 42 74 E SH78 180 1・9 21 20 121 160 I 

129 1・9 27 27 47 132 E SH79 181 1・9 31 30 107 163 I 

130A 1・9 33 30 91 131 E SH79 182 1・9 28 20 138 I 161 I 1 
130B 1・9 (40) 27 111 131 E SH79 183 1・9 23 22 134 I 161 I 

131 1・9 35 31 109 I 133 E SH79 184 1・9 25 22 114 131 E 

132 1・9 48 33 95 135 E SH79 185 1・9 25 24 145 163 I 

133 1・9 105 75 107 168 I SH79 186 1.9 19 19 152 162 I 

134A 1.9 33 30 142 163 I SH79 187 1・9 60 I 形状不明

134B 1・9 39 30 154 163 I SH79 188 1-9 34 30 148 164 I 

135 1・9 48 44 105 124 E SH81 189 1・9 24 22 111 136 E 

136 1・9 38 37 128 151 I SH81 190 109 36 25 155 163 I 

137 1・9 40 38 131 151 I SH81 191 1・9 22 18 115 133 E 

138 1・9 42 33 103 132 E SH81 192 1・9 25 22 113 136 E 

139 1・9 22 22 112 132 E SH81 193 1・9 21 136 E 

140 1・9 48 (45) 山 | 凶 I SH81 194 1・9 24 23 100 117 E 

141 1・9 42 35 101 128 E SH82 195 1・9 27 26 154 I 166 I 
一一一一一→

142 1・9 (33) 94 109 E SH82形状不明 196 1・9 16 13 116 134 E 

143 1・9 35 27 101 106 E SH82 197 19 122 135 E 

144 1・9 52 100 109 E SH82形状不明 198 1・9 36 32 145 166 I 

145 1・9 60 84 117 E SH82形状不明 199 1・9 23 23 112 127 E 

146 1・9 88 128 E SH82形状不明 200 1・9 27 23 114 131 E 

147 1・9 (42) 37 100 128 H SH82 201 1・9 26 26 110 136 E 

148 1・9 41 32 144 159 I SH83 202 1・9 25 22 156 167 I 

149 1・9 51 97 156 I SH83形状不明 203 1・9 21 12 149 166 I 

150 1・9 50 39 27 68 E SH1l6 204 1・9 (23) 22 153 165 I 

151 1・9 (47) 30 22 37 W SH116 205 1・9 25 25 149 164 I 

152 1・9 56 42 2 37 IV SH1l6 206 1・9 51 45 119 164 I 

153 1・9 42 32 8 40 W SH1l6 207 1・9 46 (43) 102 161 I 

154 1・9 48 41 15 43 W SH1l6 208 1・9 86 39 143 161 I 

155 1・9 62 49 -6 43 W SH1l6 211 1・9 21 21 145 160 I 

156 36 10 44 IV SH116 212 1・9 23 1 17 133 160 I 

157 l吐 39 36 15 35 W SH116 213 1・9 ==1 118 162 I 形状不明
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遺車問名 区
計調IJ値(叩) 検出面

長径 短径 底面高検出高
備考 遺構名 区

長径

計測値(叩)

短径 底面高検出高
検出面 備考

214 1・9 38 32 118 162 I 268 1・9 (28) 25 142 169 I 

215 1・9 34 20 145 163 I 269 1・9 22 (20) 142 169 I 

216 1・9 20 20 151 162 I 270 1・9 21 17 124 E 

217 1.9 21 17 142 161 I 271 1・9 22 20 119 135 E 

218 1-9 37 26 147 162 I 272 1・9 30 23 124 135 E 

219 1.9 46 41 90 164 I 273 1・9 61 43 117 132 E 

220 1・9 36 33 130 161 I 274 1.9 60 46 152 166 I 

221 1.9 (39) 34 103 136 I 275 1.9 42 38 153 173 I 

222 1・9 20 18 143 162 I 276 1・9 21 19 161 174 I 

223 1・9 17 17 150 161 I 277 1・9 39 32 114 137 E 

224 1・9 16 15 128 138 耳 278 1・9 30 (28) 148 171 I 

225 1・9 21 21 125 138 E 279 1・9 32 28 148 169 I 

28 26 121 138 E 280 1・9 (43) (32) 118 126 E 

227 1・9 59 31 141 163 I 281 1・9 28 24 105 136 E 

228 1・9 40 34 114 165 I 282 1・9 21 19 69 75 回

229 1.9 (28) 20 151 165 I 283 1・9 90 54 51 73 E 

230 1・9 29 28 153 164 E 284 1・9 53 50 73 E 形状不明

231 1.9 35 29 52 76 E 285 1.9 30 24 36 51 W 

232 1.9 (48) 36 46 76 目 286 1・9 19 19 66 72 皿

233 1・9 35 30 47 103 E 287 1.9 42 35 50 72 回

234 1・9 47 32 148 167 288 1.9 20 17 65 73 E 

235 1.9 37 34 52 75 E 289 1・9 23 22 97 114 E 

236 1・9 39 38 50 73 E 290 1・9 44 42 60 70 E 

237 1・9 57 35 47 74 E 291 1・9 50 43 28 70 皿

238 1・9 27 21 147 I 292 1.9 52 49 43 70 回

239 1・9 (24) 23 137 164 I 293 1・9 37 24 146 171 I 

240 1・9 37 29 151 164 I 294 1・9 (35) (28) 54 68 E 

241 1・9 33 27 145 164 I 295 1・9 26 21 60 70 E 

242 1.9 61 49 118 139 E 296 1・9 20 20 62 70 班

243 1・9 29 22 150 166 I 297 1・9 25 20 67 70 皿

244 1.9 53 46 102 137 E 298 1・9 (59) 46 121 175 I 

245 1-9 47 36 100 136 E 299 1・9 122 174 I 形状不明

246 1・9 146 164 I 形状不明 300 1.9 31 27 102 135 E 

247 1.9 37 31 155 169 301 1.9 36 36 133 176 

248 1・9 27 22 128 169 302 1.9 39 36 146 175 

249 1・9 65 53 120 169 I 303 1・9 22 19 160 174 I 

250 1・9 34 30 152 166 304 1・9 22 19 164 174 I 

251 1・9 23 21 109 127 E 305 1-9 28 23 158 174 I 

252 1.9 25 23 104 127 E 306 1・9 41 38 157 174 I 

253 1.9 63 56 86 133 E 307 1・9 35 34 165 175 E 

254 1・9 16 14 103 124 E 308 1・9 19 15 127 135 E 

255 1・9 44 33 113 131 E 309 1・9 91 71 131 173 I 

256 1.9 25 23 112 131 E 310 1・9 37 30 118 135 E 

257 1.9 47 46 104 132 E 311 1・9 27 20 153 171 I 

258 1・9 43 34 117 132 E 312 1・9 25 18 150 171 I 

259 1・9 33 32 103 130 E 313 1・9 27 18 152 172 I 

260 1・9 21 18 115 131 E 314 1・9 25 19 153 171 I 

261 1.9 (47) 35 123 131 E 315 1・9 41 39 151 170 I 

262 1・9 32 27 102 130 E 316 1・9 49 45 109 133 E 

263 1-9 37 34 75 133 E 317 1・9 55 51 145 169 I 

264 1.9 30 22 99 133 E 318 1・9 33 31 123 133 E 

265 1・9 82 40 146 169 319 1・9 43 28 121 172 I 

266 1・9 146 169 I 形状不明 320 1・9 26 25 16 48 W 

267 1-9 34 30 116 134 E 321 1・9 27 22 18 48 W 
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遺相理名
計測値 (cm)

区 長径短径底面高検出高
検出面 備考

官十揖IJ値 (cm) 
遺構名 区 検出面 備考

長径 短径底面高検出高

322 38 22 48 IV 376 109 35 30 115 125 E 

323 1・9 44 40 9 48 I可 377 1・9 54 53 3 37 W 

324 1・9 38 34 115 137 E 378 1・9 50 134 158 I 形状不明

325 1・9 50 40 24 60 I m 379 1・9 (51) 46 15 37 IV 

23 19 121 130 E 380 1・9 39 39 1 39 W 

327 11-9 27 23 119 130 日 381 1.9 46 (43) 91 157 I 

328 1・9 (50) (36) 142 1.56 I 382 1・9 36 44 68 皿 形状不明

329 1・9 (31) 140 154 I 形状不明 383 1.9 (46) 40 23 39 E 

330 1・9 4J 145 155 I 形状不明 384 1・9 45 116 155 I 形状不明

331 1・9 51 45 133 156 I 385 1・9 44 (33) 105 125 E 

332 1.9 1よ9 50 65 W 37 35 5 36 I可

333 1・9 47 65 W 形状不明 387 1・9 (66) 48 53 68 E 

334 1.9 53 48 134 153 I 388 1・9 22 20 57 68 E 

335 1・9 35 30 26 36 W 389 1・9 63 40 17 36 W 

336 1・9 42 37 42 69 E 390 1・9 81 (74) 91 123 E 

337 1・9 47 44 34 65 IV 391 1・9 (59) (46) 136 156 

338 1・9 37 36 42 82 E 392 1・9 28 24 32 37 IV 

339 1・9 45 38 136 159 I 393 1・9 (69) 131 157 I 形状不明

340 1・9 35 32 139 161 I 394 1・9 (37) 34 147 158 I 

341 1・9 18 18 108 124 395 1・9 28 25 152 157 I 

342 1・9 27 21 37 56 IV 396 1・9 31 (23) 36 39 皿

343 1・9 23 21 33 56 W 397 1・9 32 (26) 33 41 m 

344 1・9 41 40 159 160 I 398 1・9 25 16 33 40 W 

345 1.9 44 43 137 159 I 399 1・9 52 45 12 45 
1 IV 

346 1.9 23 (22) 158 I 400 1・9 31 29 25 45 W 

347 1.9 49 46 122 127 E 401 1・9 73 56 9 43 W 

348 1・9 66 (57) 147 158 I 402 1・9 54 40 17 40 W 

349 1・9 (31) 29 148 158 I 403 1・9 (50) 42 140 158 

350 1・9 72 54 2 27 W 404 1・9 38 32 33 41 IV 

351 1・9 40 (40) 127 156 I 405 1・9 51 (51) 100 122 E 

352 1・9 43 42 120 155 I 406 1・9 34 (32) 117 158 I 

353 1・9 25 24 113 124 E 407 1・9 68 47 ー4 40 W 

354 1・9 24 23 155 I 43 (32) 95 119 E 

355 1・9 19 19 100 125 E 409 1・9 143 158 I 形状不明

356 1・9 21 16 104 126 I 410 1・9 35 32 91 118 H 

357 1・9 33 31 46 70 皿 411 1・9 (39) 32 83 119 E 

358 1・9 124 88 107 158 I 412 1・9 25 20 128 157 I 

359 1・9 32 102 147 I 形状不明 413 1・9 (65) 50 97 157 I 

360 1.9 120 127 E 形状不明 414 1・9 35 25 139 157 I 

361 1・9 42 (34) 98 126 E 415 1・9 34 32 96 124 E 

362 1・9 40 40 110 157 I 416 1・9 29 28 97 122 E 

363 1.9 40 38 111 127 E 417 1・9 27 23 62 69 E 

364 1・9 (53) 47 132 158 I 418 1・9 35 26 95 123 E 

365 1・9 63 58 ー2 34 IV 419 1・9 76 74 102 128 E 

366 1・9 36 36 140 160 420 1・9 (44) 30 81 121 E 

367 1・9 50 33 52 64 E 421 1・9 31 27 148 155 

368 1・9 23 20 30 44 IV 422 1・9 29 28 115 156 

369 1・9 42 33 8 16 回 423 1・9 34 31 124 157 I 

370 1・9 29 26 49 64 E 424 1・9 (32) 24 113 156 I 

371 1・9 49 32 139 159 I 425 1・9 27 25 1 129 156 I 

372 1・9 45 38 -6 34 W 426 1・9 30 26 136 157 I 

373 1・9 (72) 58 128 157 I 427 1・9 65 63 126 157 I 

374 1・9 47 46 104 126 E 428 1・9 27 21 64 69 E 

375 1・9 22 21 31 36 I耳 429 1・9 22 21 35 40 IV 
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計調rJ値 (ω〕 計調rJ値 (佃)
遺構名 区 検出面 備考 遺構名 区 検出面 備 考

長径 短径 底面高検出高 長径 短径底面高検出高

430 1・9 24 19 35 40 W 483 1・9 33 30 131 158 I 

431 1・9 46 37 38 47 IV 484 1・9 42 31 23 72 E 

432 1・9 19 (9) 64 71 E 485 1・9 98 106 E 形状不明

433A 1.9 (30) 26 62 71 E 486 1・9 22 22 91 105 E 

433B 1・9 36 (30) 63 71 E 487 1・9 40 148 157 I 形状不明

434 1・9 46 48 W 488 1・9 35 33 134 156 I 

435 1.9 45 35 14 48 IV 489 1-9 36 32 133 156 I 

436 1・9 51 68 E 形状不明 490 1-9 30 20 96 107 E 

437 1・9 27 18 64 70 E 491 1.9 19 18 92 108 E 

438 1・9 22 19 67 70 E 492 1.9 26 21 87 111 E 

439 1・9 47 27 61 71 直 493 1・9 28 26 125 156 I 

440 1・9 24 (22) 144 157 I 494 1・9 28 28 132 156 I 

441 1.9 45 (33) 122 158 I 495 1・2 64 52 96 110 E 

442 1・9 26 26 62 71 田 496 1・9 37 30 63 78 E 

443 1・9 24 19 58 71 E 497 1・9 40 34 139 154 

444 1.9 43 35 23 71 E 498 1・9 31 26 95 127 日

445 1・9 32 30 56 119 H 499 1・9 47 47 134 155 

446 1・9 32 92 120 E 形状不明 500 1.9 37 (31) 129 155 I 

447 1.9 59 37 93 118 E 501 1・9 57 52 137 153 I 

448 1・9 (33) (29) 137 157 502 1・9 20 20 115 127 E 

449 1・9 30 24 88 118 E 503 1・9 39 37 108 127 11 I 

450 1・9 30 (27) 144 156 I 504 1・9 49 37 96 154 I 

451 1・9 39 35 51 156 I 505 1・9 144 155 I 形状不明

452 1・9 107 156 I 506 1・9 58 42 45 78 国

453 1・9 30 28 139 156 I 507 1'9 29 25 106 111 H 

454 1・9 30 28 145 156 I 508 1.9 98 110 E 形状不明

455 1・9 35 31 141 157 I 509 1.9 18 13 46 67 W 

456 1.9 39 34 30 41 田 510 1・9 19 19 54 67 W 

457 1・9 27 (23) 13 40 W 511 1.9 53 40 47 76 国

458 1・9 60 46 13 70 E 512 1.9 24 24 142 153 

459 1・9 25 24 148 156 513 1・9 42 23 97 153 

460 1・9 (142) 112 65 156 514 1-9 106 56 123 E 形状不明

461 1・9 35 26 47 71 国 515 1.9 33 135 153 I 形状不明

462 1・9 57 50 144 157 516 1.9 31 31 101 152 

463 1・9 22 (20) 137 158 I 517 1・9 (36) 30 107 152 

464 1・9 26 (21) 135 157 I 518 1・9 45 40 115 150 I 

465 1・9 40 35 26 36 皿 519 1-9 37 35 102 131 E 

466 1'9 31 25 59 71 E 520 1・9 22 20 120 129 E 

467 1・9 (31) 60 69 皿 形状不明 521 1-9 20 20 105 131 E 

468 1・9 32 27 43 70 班 522 1'9 38 30 116 147 I 

469 1.9 55 53 140 154 I 523 1・9 (28) 132 148 I 形状不明

470 1・9 29 35 120 156 I 524 1.9 28 23 110 133 E 

471 1・9 27 25 129 158 I 525 1・9 (48) 42 119 149 I 

472 1・9 23 20 139 158 I 526 1.9 34 27 112 131 E 

473 1・9 72 36 10 38 E 527 1・9 43 39 128 148 I 

474 1・9 (45) (35) 125 157 528 1'9 25 24 103 129 H 

475 1・9 42 (32) 101 112 E 529 1・9 24 22 73 128 E 

476 1・9 (31) 25 40 70 皿 530 1・9 31 125 E 

477 1・9 30 25 24 70 回 531 1・9 35 34 56 71 庇

478 1・9 39 35 38 129 E 532 1.9 31 30 88 128 E 

479 1・9 19 15 54 70 町 533 1・9 23 102 126 E 形状不明

480 1-9 26 (20) 142 150 534 1.9 70 (67) 51 126 E 

481 1・9 (45) 28 28 52 皿 535 1・9 22 114 122 E 形状不明
ト

482 1・9 (29) 26 30 52 皿 536 1・9 86 107 E 形状不明
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計測値 (岨)
検出面 備考 遺構名遺構名 区

長径 短径底商品 検出高
区

計調IJ値 (CsI)
検出面 備考

長径 短径 底面高 検出声高

537 1・9'(25) (22) 77 109 E 84 2 150 159 I 形状不明

538 1'9 27 115 126 E 形状不明 85 2 37 32 126 159 I 

539 1・9 32 (31) 128 152 I 86 2 15 14 145 160 I 

540 1・9 110 151 I 形状不明 87 2 21 20 153 I 

541 1・9 28 (26) 139 151 I 88 2 1 75 61 107 

5J.2 1・9 30 27 90 129 E 89 2 23 22 142 162 I 

543 1'9 31 28 III 129 E 90 I 2 25 21 152 I 162 I 

544 1・9 40 36 124 150 I 91 1 2 34 υηη υ 112 163 

子干一一 92 ロ545 1・9 53 36 125 147 I 29 21 136 162 

546 1・9 24 21 133 148 l 93 2 42 (40) 106 161 I 

547 1・9 (41) 39 106 128 E 94 2 56 (36) 104 160 I 

548 1，9 29 (26) 117 141 l 95 2 (41) 30 106 160 I 

549 1-9 27 25 104 125 E 96 2 26 I 23 157 I 

550 1，9 38 30 107 124 E 97 2 23 23 145 161 I 

551 1・8 51 42 I 136 148 I 98 2 29 22 153 162 I 

552 1・9 28 26 131 148 I 99 2 29 25 129 162 I 

553 1・9 21 19 102 122 E 100 2 31 27 135 160 I 

554 1，9 58 43 I 82 122 E 101 2 42 36 134 160 I 

555 1・9 35 31 80 126 E 102 2 30 24 101 150 I 
ト一一一一一一一
556 1・9 33 33 94 132 I 103 

2片ト16 140 150 I 
一一一

557 1，9 30 30 107 130 I 104 2 '43 39 96 150 1 

558 109 29 25 103 121 日 105 2 22 19 119 150 I 

559 1・9 35 141 i 106 2 39 34 103 118 I 1 

560 1・9 33 32 88 129 I 107 2 23 22 150 161 I 

561 1・9 34 31 81 120 I 108 2 38 38 136 161 I 

55 2 42 39 120 159 I SH38 109 2 25 20 138 159 l 

56 2 51 44 95 162 I 8H38 110 2 31 21 142 162 I 
ド一一一一一一一一一ー
57 2 30 29 152 162 I 8H38 111 2 29 24 142 161 I 

58 2 44 41 I SH38 112， 2 21 15 156 161 I 

59 2 39 37 127 160 上 SH38 113 I 2 I 35 32 115 I 

60 2 43 27 118 162 I SH38 114 2 24 21 150 159 I 

61 2 53 53 109 162 I SH38 115 2 33 ， 30 127 161 I 

62 2 30 27 144 159 I 8H38 116 2 30 ー28 153 160 I 

63 2 34 I 25 147 158 I SH38 117 2 23 22 151 161 I 

64 2 26 お | 国 ~152__~一三時 118 I 2 19 18 I 140 161 I 

65 2 23 23 128 161 I SH33 119 2 24 14 154 160 I 

66 2 37 36 117 160 I SH38 120 2 59 49 106 159 I 

67 2 45 45 99 161 I SH42 121 2 36 22 108 161 I 

68 2 28 27 128 156 I SH42 1222 334 5 33 137 162 I 

69 2 49 ~"2 122 161 I S1-142 123 2 34 149 162 I 

70 2 47 42 150 162 1 SH42 124 2 49 40 94 163 1 

71 2 50 46 102 162 1 SH42 125 2 155 162 I 

72 2 36 32 118 159 I SH42 126 2 21 20 150 160 I 

73 2 50 49 97 158 I SH42 127 2 35 32 97 160 I 

74 2 37 21 99 147 I SH45 128 2 37 30 125 159 T 

75 2 50 44 103 160 I SH45 129 2 21 20 132 159 1 

76 2 31 29 153 161 I SH45 130 2 24 23 145 161 I 1 

77 2 36 31 116 161 I SH45 131 2 34 29 128 162 I 

78 2 48 39 139 160 T SH45 132 2 34 33 150 162 I 

79 2 39 31 135 162 I 133 2 21 21 138 152 I 

80 2 35 34 151 159 I 134 16 130 163 I 

81 2 27 27 127 159 1 135ロ 29 25 131 160 I 

82 2 23 22 144 159 I 136 2 1 19 16 148 162 I 

83 2 48 160 I 川 2_L21 1 _1'7 140 161 I 
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計損IJ値(叩)
遺構名

計測値 (cm)
遺構名 区 検出面 備考 区 検出面 備考

長径 短径底面高 検出高 長径 短径底商品 検出高

138 2 21 18 155 162 I 23 8 23 21 102 109 E 

139 2 28 27 108 162 I 24 8 19 18 50 79 W 

140 2 110 162 I 25 8 37 36 58 77 W 

141 2 48 42 133 161 I 26 8 63 76 W 

142 2 59 40 106 161 I 27 8 (38) 30 43 75 町

143 2 22 ー21 138 161 I 28 8 (25) 23 26 76 W 

144 2 26 24 154 161 I 29 8 29 (25) 47 75 W 

145 2 22 20 135 154 I 30 8 37 88 144 I 

146 2 28 25 115 155 I 31 8 32 31 38 74 N 

147 2 24 21 129 157 I 32 8 30 24 105 109 E 

148 2 22 20 150 157 I 33 8 40 32 50 99 田

149 2 31 27 131 161 I 34 8 39 29 112 143 I 

150 2 24 21 151 161 I 35 8 32 30 115 143 

151 2 47 39 119 162 I 36 8 64 51 。 77 W 
152 2 41 39 104 162 I 37 8 61 (54) 27 77 W 

153 2 42 39 118 161 I 38 8 77 67 53 144 I 

154 2 ' 44 37 127 159 I 39 8 40 35 60 97 E 

155 2 35 34 120 157 I 40 8 55 (45) 98 143 I 

156 2 25 24 135 153 I 41 8 28 23 83 97 田

157 2 ー30 25 142 158 I 42 8 (29) 26 68 97 E 

158 2 45 同32 89 158 43 8 31 52 74 W 

159 2 ー35 28 108 158 I 44 8 48 (44) 36 74 W 

160 2 41 31 115 161 I 45 8 25 24 66 96 E 

161 2 64 37 132 163 I 46 8 26 26 131 144 I 

162 2 43 41 132 161 I 47 8 33 30 128 144 I 

163 2 72 52 I 93 162 I 48 8 67 (46) 114 144 I 

164 2 55 -51 121 161 I 49 8 34 30 88 109 I 

165 2 26 21 139 158 I 50 8 54 28 60 95 直

166 2 39 34 89 161 I 51 8 29 23 93 109 I 

167 2 36 33 101 161 52 8 51 48 112 145 I 

168 2 39 36 134 162 53 8 31 29 52 95 E 

1 8 43 40 13 78 W SH69 54 8 32 30 54 96 町

2 8 (103) 69 55 109 国 SH69 55 8 25 102 142 I 

3 8 (81) 65 52 109 皿 SH69 56 8 32 31 84 96 E 

4 8 53 51 45 77 N SH69 57 8 40 33 114 140 I 

5 8 36 32 70 80 W SH69 58 日 28 24 59 97 W 

6 8 34 31 46 82 W SH69 59 8 30 26 117 132 I 

7 8 27 25 67 84 W SH69 60 8 35 33 28 96 匝

8A 8 25 22 60 81 W SH69 61 8 28 27 118 139 I 

8B 8 (22) 20 77 81 N SH69 62 8 33 31 114 137 I 

9 8 26 (26) 65 83 W 63 8 30 27 54 97 E 

10 8 34 28 65 83 w 64 8 28 26 43 96 E 

11 8 20 55 84 N 形状不明

12 8 34 39 84 IV 

13 8 27 24 72 78 I可

14 8 25 22 58 80 W 

15 8 23 66 80 E 

16 8 27 27 71 77 W 

17 8 32 32 69 77 N 

18 8 28 27 60 73 E 

19 8 27 26 55 73 E 

20 i 8 40 30 46 76 W 

21 8 31 28 67 76 W 

47 30 23 76 W 
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表15 14区井戸跡 ・土坑・性格不明遺構一覧

挿図番号 遣事費名 平面形態
計測値 (cm)

備 考
長径 短径 底面高

第97・108図 SE201 円形 240 200 ー25

第87図 SF202 不整形 120 95 70 SH53の柱穴

第91図 SF203 不整形 150 100 57 SH63.64の柱穴

第95図 SF204 術円形 260 160 79 

第87・106図 SF205 隅丸方形? 170 138 

第91図 SF2r06 椅円形 148 105 65 SH62の柱穴

第87図 SF207 長方形 132 81 72 戸H53の柱穴
第91・106図 SF208 円形 170 160 54 

第91・106図 SF210 不整形 82 

第91図 SF211 楕円形 180 140 ー7

第95図 SF212 不整形 135 70 22 

第97・101・102図 SX201 不聾形 270 155 150 集石遺構

第97・107図 SX202 不整形 340 280 ー27 井戸跡

第91図 SX203 円形 150 135 48 

第91図 SX204 不型車形 750 340 27 

第92図 SX205 長方形 290 190 

第92図 SX206ィ | 不整形 235 145 120 

第93・99図 SX206ロ | 隅丸方形? 150 30 |南側調査区外

表16 14区溝・ 旧流路一覧

遺精名 方向 断面形態
計測値 (cm)

挿図番号 備 考
幅 底面高

第89・92・106図 SD201 N-W -W 逆台形 110 113 

第92・97図 SD202 33 ISR捌 内の有機物堆積層

第91・106図 SD203 N-270 -W 逆台形 315 109 

第95・100・101図 SD205 N-450 -W 逆台形 195 56 L字形、土器・木製品・銭出土

第97図 SD206 N-go -w 100 78 

第97関 SD207 N-310 -w 95 69 

第89・92・106図 SD208 N-300 -w 逆台形 105 103 

第97図 SD209 N-340 - E 110 108 

第93・107図 SD210 N-260 -E 逆台形 190 68 

第99図 SD2ll N-350 -E U字形 410 -2 SD210・SX206より古い

第89・92図 SD212 N-240 -W 70 112 

第87関 SD213 N-370 -E 80 133 

第87図 SD214 I N-710 -W 28 139 

第87図 SD215 N-250 -E 28 143 

第91図 SD216 N-530 -w 75 99 

第91図 SD217 N-540 -W 60 91 

第9J図 SD218 N-320 -E U字形 145 69 

第89・91・106図 SR201 69 SR202に切られる

第91.・93.108図 SH202 70 

第92・97図 I SR203 N-120 ー可N I 50 I SR204と悶ーの旧流路

第92・97図 SR204 N-120 -w 33 SR203と同ーの旧流路

第95・100・101図 SR206 N-770 -w 13 旧迎車問名SR2、土器・木製品出土

第93図 SR208 N-270 -E 82 旧遺構名SR2、西側調査区外
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表17 12区中世墓一覧

挿図番号 遺構名 主軸方位 平面形態
長軸

計調IJ値 (cm)
残存状況 備 考

短勅 底面高

第109函 SF101 N -W -E 長方形 89 52 138 悪
今回調査出土

第110図 遺体・棺材などの腐植

第109図
今回調査出土

第111図
SF102 N -200 - E 長方形 88 60 142 悪 l 次葬、肋骨都分残存

今回調査出土
第109図 SF103 N -170 - E 長方形 94 62 139 良

11欠葬、横臥屈葬
第111図 壮齢層 (20-40才?)、男性(身長160叩?)

建あり、マンガン含む

第109凶
今回調査出土

SF104 N -18。一 E 長方形 81 51 133 良 1・2次努不明
第111図

老齢層 (40才以降)

※ 人骨については、 片山一道先生より御教示いただいた。
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遺溝実測図
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デ周辺関連遺跡一覧

~ 1 元島遺跡 24.小銚子爆古境

¥ι2 塩口遺跡 25.甑塚古墳

'';j 3.宮の腰遺跡 ・地蔵山古境 26 明ヶ島古漬群
7 4.松山遺跡 27 経塚古墳

1 5 青木遺跡 28 鎌田・鍬影遺跡

6 新堀遺跡 29.高根山古樹

2_..- 7 中島遺跡 30.松林山古墳

B 浅羽大図塊遺跡 31 大原墳J!i潜

9 十二所遺跡 32 野際遺跡

10.台新田遺跡 33 盆山古墳

11.五ヶ山B1号墳 34 安久路丸山古墳

12.五ヶ山B2号墳 35 見付端城遺跡

13 北原遺跡 36 ーの谷中世墳墓群遺跡

14 谷坂遺跡・谷坂古墳 37.京見塚古境

15 北山遺跡・北山古墳 38.兜塚古墳

16.団子塚遺跡 ・団子塚古墳群 39.見性寺員塚

17.高尾向山遺跡 40 国分寺・国府台遺跡

18.大門大塚古墳 41.遠江国分寺跡

盟:19 掛之上遺跡 42 溢水山古墳

ハ 20.土橋遺跡 43.庚申塚古墳

21.玉越遺跡 44.速傾寺古墳

宅22.新鐙院山古墳群 45.御殿・ 二之宮遺跡

23.銚子塚古墳 46 大宝院廃寺

¥¥¥ j件対言語~\，尽41 7'~> . ;:~~多安接F

第2図周辺遺跡分布図
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SD102 
1・黒灰色土 (締まりあり、細砂含む)
2 累灰色粘土 (締まりあり、細砂少量含む)
3 :黒灰色土 (1より締まりなし、細砂多量に含む)
4・黒灰色土 (3より粘性強い、細砂含む)
5 暗灰色土 (締まりあり、 1より細砂多い)
6 暗灰色土 (5より粘りあり、細砂含む)
7:暗灰色細砂 (少量粘土含むj

。 4m 

-孟=
第9図 12区1号方形周溝墓平・断面図
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2号墓
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1 :黒灰色土(粘土ブロック・細砂含む、
締まりあり)
2 灰色粘土(細砂少量含む)
3 暗灰色シルト(灰色粘土ブロック含む)
4 暗灰色粘土
(2より細砂多量に含む、灰色粘土ブロック
少量含む)

D ^ 5・暗灰色シルト (6より灰色粘土ブロック
一一一一山 多量に含む)

6 暗灰色シルト(灰色粘土ブロック少量含む)
7 暗灰色シルト(炭化物・灰色粘土ブロック
-細砂含む)

8 暗灰色細砂(灰色粘土ブロック含む)
9 暗灰色シルト(灰色細砂含む、 7より明るい)
10 暗灰色シルト(細砂含む、 9より明るい)
11・暗灰色土(灰色粘土ブロック・細砂含む)
12 :暗灰色シルト(細砂含む、 11より細砂少量)
13 :暗灰色土
(植物遺体 ・炭化物多量に含む、 11より粘性なし)
14 暗灰色細砂 (15より植物遺体多量に含む、
炭化物含む)
15 楕灰色細砂
(植物遺体 ・灰色粘土・細砂少量含む、
18より粘性あり)
16 :暗灰色細砂 (15と類似)
17 :暗灰色シルト (植物遺体含む)
18 暗灰色細砂(纏物遺体含む、灰色粘土少量含む)

第10図 12区2号方形周溝墓平・断面図
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SD103 

1 暗灰色土(灰色粘土ブロック多量に含む、粘性あり)
2 黒灰色土(細砂含む、締まりあり)
3 黒灰色シルト(灰色粘土・細砂含む)
4 暗灰色土(灰色粘土ブロック・細砂含む)
5 暗灰色シルト (灰色粘土ブロック・細砂含む)
6 暗灰色細砂 (灰色粘土ブロック少量含む)
7 暗灰色シルト (灰色粘土ブロック・細砂含む)

SD106・107

1 黒灰色土(細砂含む、締まりあり)
2 暗灰色シルト(灰色粘土ブロック・細砂含む、締まりあり)
3 灰色粘土(細砂含む)
4 灰色土(灰色粘土・細砂含む、粘性あり)
5 暗灰色土 (6より明るく粘性あり、 4より粘性なし)
6 暗灰色土(灰色粘土ブロック・細砂含む)
7 暗灰色シルト(細砂含む)
8 灰色土 (4より細砂多量、粘性なし)
9 措灰色土(植物遺体・細砂含む)
10 暗灰色シルト(植物遺体・細砂多量に含む)
11 暗灰色シルト (2と似ているが、 2より粘性なし)
12 暗灰色土(細砂多量に含む、灰色粘土ブロック含む)
13 暗灰色シルト(灰色粘土ブロック・細砂含む)
14 暗灰色粘土 (16より細砂多量に含む)
15 暗灰色土(細砂含む)
16 暗灰色粘土(植物遺体多量に含む、細砂含む)
17・暗灰色細砂 (18より粘性強い)
18 隠灰色細砂(植物遺体含む、 19より粘性なし)
19 暗灰色細砂(植物遺体含む、多少粘性あり)
20 暗灰色シルト (2と11の中間土)

SD109 

1 黒灰色土 (細砂含む、締まりあり)
2 暗灰色細砂(粘土ブロック含む)
3 暗灰色シル卜 (粘土ブロック・細砂含む)
4・婿灰色土(炭化物・細砂含む)
5 暗灰色土(ラミナ発達、植物遺体・炭化物多量に含む、粘土と細砂層状に重なる)
6 暗灰色土(細砂多量に含む)
7 暗灰色細砂
8・暗灰色細砂(7と類似)
9 暗灰色土 (5と類似)
10 :楕灰色細砂(植物遺体少量含む、やや粘性あり)
11 暗灰色細砂(植物遺体少量含む)
12 灰色粘土(暗灰色細砂多量含む)
13 暗灰色シルト(檎物遺体少量含む)
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SD111・112
9 I 
11 17 16 

_G_¥f」-Om

方マ
1 黒灰色土(細砂含む、締まりあり)
2 暗灰色粘土(灰色粘土ブロック含む)
3・暗灰色シル卜(炭化物・灰色粘土ブロック含む)
4:暗灰色土(炭化物・灰色粘土フロック含む、 5より細砂質)
5 暗灰色土(炭化物多量に含む、 ・灰色粘土ブロック含む)
6 灰色土(植物遺体・炭化物多量に含む、灰色粘土ブロック含む)
7 暗灰色土(ラミナあり、植物遺体・ 炭化物多量に含む)
8:暗灰色土(細砂含む)
9 灰色シル卜(植物遺体・粘土ブロック・細砂含む)
10・暗灰色細砂 (12より灰色帯び、粘性あり)
11 :灰色粘土(細砂含む)
12 暗灰色細砂(植物遺体含む)
13 黒灰色土(締砂含む、締まりあり)
14 謄灰色土(灰色粘土ブロック・細砂含む)
15 暗灰色土(灰色粘土ブロック・細砂含む、7より明るく砂質)
16 暗灰色シルト(灰色粘土少量含む)
17 :暗灰色細砂(植物遺体含む)

SD122 

1 黒灰色土(細砂含む、締まりあり)
2 灰色粘土(細砂含む、粘性あり)
3:灰色粘土 (2より細砂多く含む、粘性なし)
4 暗灰色シルト(植物遺体・灰色粘土含む)
5 暗灰色土(細砂含む)
6 暗灰色シルト(灰色粘土ブロック・細砂含む)

。 4m 

第11図 12区3号方形周溝墓平・断面図
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A C 
SD113 

弔
問

SD116 
4 

SDl14 
3 7 5 
十一一つ一一』ι 「

一一一一回Om

8 10 9 

1 黒灰色土(細砂含む、締まりあり)
2:暗灰色土(灰色粘土ブロック・細砂含む)
3 暗灰色シルト(灰色粘土・細砂含む)
4 暗灰色土 (2より少し明るい)
5 暗灰色シルト (1より粘性なし)
6 暗灰色シル卜(細砂多量に含む)
7 暗灰色シルト (3と10の中間土)
8 暗灰色土 (植物遺体・灰色粘土ブロック含む、 9より明るく粘性あり)
9 暗灰色土 (2より明るい、灰色粘土と細砂層状に重なる)
10 :暗灰色細砂(植物遺体含む、やや粘性あり)
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第12図 12区4号方形周溝墓平・断面図
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S0117 。
1 黛灰色土(細砂を含む、締まりあり)
2 暗灰色土(粘土ブロック・細砂含む)
3 暗灰色土 (1より粘性なし)
4 灰色粘土
5 暗灰色粘土(炭化物・細砂含む)
6 賭灰色土(炭化物・細砂含む)
7 灰色粘土(植物遺体含む、 5より明るい)
8 暗灰色粘土(植物遺体・炭化物多量に含む)
9:暗灰色シルト(植物遺体・炭化物含む)
10 :暗灰色粘土
11 暗灰色シルト
(炭化物・粘土ブロック含む、 9より砂貿)
12 灰色土(槌物遺体・砂少量含む)

f土_A 13 暗灰色シルト(灰色粘土ブロック少量含む)
山 14 灰色粘土
(植物遺体・細砂少量含む、 7より明るい)
15 :暗灰色細砂(灰色粘土微量含む)。

第13図 12・15区5号方形周溝墓平・断面図
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SDl14・116

黒灰色土(細砂含む、締まりあり)
黒灰色土 (1より粘性あり)
暗灰色粘土(炭化物含む)
黒灰色土 (2より粘性あり、細砂少量含む)
黒灰色土(灰色粘土ブロック含む、 4と類似)
暗灰色土(灰色粘土ブロック・細砂含む)
暗灰色粘土(ラミナあり、植物遺体多量に含む)
暗灰色シルト (11と類似、 11より少し明るい)
暗灰色粘土(7より明るい、纏物遺体少量含む、細砂ブロック含む)
積灰色粘土(植物遺体多量に含む、細砂含む)
暗灰色シルト(灰色粘土ブロック・細砂含む)
暗灰色シルト(灰色粘土・細砂含む)
暗灰色シルト (12と類似、 12より粘性なし)
暗灰色シルト(灰色粘土ブロック多量に含む、細砂含む)
灰色シルト(細砂多量に含む)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
什
ロ
ロ
同
日

SDl15 

黒灰色土(細砂含む、締まりあり)
黒灰色土(細砂含む、締まりあり、 1より粘性あり)
黒灰色土(級砂含む、締まりあり、 2と類似)
暗灰色粘土(炭化物・砂少量含む)
暗灰色粘土 (4より植物遺体・炭化物多
暗灰色土(炭化物・砂含む)
灰色土(植物遺体・砂含む、 8・9より粘性あり)
灰色土 (9と類似)
灰色土(植物遺体・砂含む)
灰褐色土(植物遺体多量に含む、灰色粘土ブロック少量含む)
暗灰色土 (6と類似)
暗灰色土(灰色粘土ブロック少量含む)
灰色粘土(細砂少孟含む)
灰色粘土 (13より細砂多量に含む)
灰色シルト(細砂含む)
灰色細砂(やや粘性あり)

に含む、暗い)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
H
ロ
ロ
川
内
問

SD442 

む

)

含

む

量

含

)
少
)
ク

む
ク
む
ツ

含
ツ
A
百
口

量

口
孟
ブ

少
ブ
少
土

体
土
ク
粘

)
遺
粘
ツ
色

む
物
色
口
灰

含
植
灰
ブ

量
、
、
土
む

少
む
む
粘
含

土
含
含
色
に

色
に
に
灰
量

黒
量
量
、
多

)

、
多
多
む
休

む
む
物
体
含
遺

含
含
化
遺
量
物

量
分
炭
物
少

植

少

鉄

(

植

物

(

体
(
土
(
化
ト

遺
ト
粘
ト
炭
ル

物
ル
質
ル
(
シ

植
シ
ト
シ
ト
質

(
質
ル
質
ル
砂

土
粘
シ
粘
シ
色
土

粘
色
色
色
色
黄
粘

色
灰
灰
褐
灰
灰
色

灰
暗
暗
灰
褐
暗
灰

1
2
3
4
5
6
7
 

SD451・456

灰色粘土(纏物遺体少量含む)
陪灰色粘土 (炭化物・灰色粘土ブロック含む、須恵器高杯出土)
暗灰色粘質シルト(灰色粘土ブロック含む)
暗灰色シルト質粘土(植物遺体・炭化物多量含む、灰色粘土ブロック少量含む、須恵器ハソウ出土)
暗灰色シル卜質粘土(植物遺体含む)
踏灰褐色砂質シルト(縞物遺体多量に含む)
暗灰色砂質シルト(植物遺体多量に含む)
灰色粘土(植物遺体少量含む)
暗灰色シルト賃粘土
暗灰褐色砂質シル卜(植物遺体多量に含む)
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S0120 

1 黒灰色土(細砂含む、締まりあり)

2 黒灰色土(炭化物少量含む、 1より細砂多量に含む)
3 黒灰色粘土(炭化物多量に含む)
4 暗灰色粘土(植物遺体・炭化物含む)

5 暗灰色土 (植物遺体・細砂少量含む)
6 暗灰色土 (植物遺体・細砂少量含む、 5と同じ)
7:灰色粘土(植物遺体・細砂含む)
8:灰色粘土(粘性あり)
9 灰色粘土(植物遺体含む)
10 暗灰色シルト (11より粘性あり)
11 :暗灰色シルト
12・暗灰色細砂(植物治体含む)

S0119 

1 黒灰色粘土(細砂含む、締まりあり)
2 黒灰色粘土 (植物遺体・炭化物含む、 1より黒い)
3 暗灰色シルト(灰色粘土ブロック含む、 5より暗い)
4 暗灰色シルト (5より粘性あり、暗い)
5 暗灰色シルト(紬砂・粘土含む)
6:灰色細砂(植物遺体・粘土ブロック少孟含む)

S0121 

1 黒灰色土(細砂含む、締まりあり)
2:暗灰色シルト (灰色粘土ブロック含む)
3 暗灰色粘土(植物遺体・炭化物多量に含む)
4 暗灰色粘土(粘性あり)
5:累灰色粘土(植物遺体・炭化物多量に含む、粘性あり)
6 灰色粘土(シル ト・植物遺体・炭化物含む)
7 暗灰色シルト(植物遺体・炭化物・細砂少量含む)
8 灰色土 (植物遺体少量含む)
9 暗灰色土
10 灰色粘土(シルト・植物遺体含む)
11 暗灰色細砂(粘土ブロック少量含む)
12・暗灰色土 (植物遺体・細砂含む)
13・暗灰色細砂(積物遺体少量含む)

4 • 12・15区6・7号方形周溝墓平・断面図(2 ) 
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!2_ SD422 
自

一一一一一O.5m
7 

E
 SD420 SD427 一一一一一O.5m

。 伽1

SD417 SD423 

1 暗褐色シルト
2 暗青灰色砂質シルト
3 暗灰色シルト
4 暗灰黄色砂質シルト(植物遺体を多量に含む)
5:暗灰黄色砂震シルト(植物遺体含む)

1 黒褐色シルト 10YR3/1(径1-3cm程の軽石含む)SR401 
2:黒褐色シルト(径1-3cm程の軽石多量に含む)SR401 
3 暗灰色粘質シルト(灰色粘土ブロック・軽石含む)SR401 
4 暗褐色シルト (灰色粘土ブロックをわずかに含む)SR401 
5'婿褐色シルト
(灰色粘土ブロックをわずかに含む、 4より黒色が強い)

6 暗灰色シル ト
7 暗灰黄色砂質シルト(植物遺体多量に含む)

SD418・419

1 :暗灰色粘質シルト
2・暗灰黄色砂質シルト(灰色粘土ブロックと植物遺体含む)
3:暗灰黄色砂質シルト
(灰色粘土ブロックと植物遺体含む、 2より黒い)

SD420・427 SD422 

1 :黒褐色シル ト 1 黒褐色シルト(径1-3cm程の軽石含む)SR401
(径1-2cmの軽石微量、 径1-5cmの灰色粘土ブロック含む)2 黒褐色シルト(径1-3cm程の軽石多量に含む)SR401

2 黒褐色シルト(径1-2cmの軽石微量、径1-5cmの灰色粘土 3:暗灰色シルト (6より黒色が強い)
ブロック含む、 1より黒い) 4 :暗灰色シルト

3 暗膏灰色シルト(灰色粘土ブロック含む) 5 :暗灰黄色砂質シルト
4:暗灰黄色砂質シル ト (植物遺体多量に含む、 7より黒色が強い)
(灰色粘土ブロックと植物遺体含む) 6 時灰黄色砂質シルト(植物遺体多量に含む)

5 暗青灰色砂質シルト(径1-5mmの炭化物少量) 7 暗褐色シルト
6 暗灰黄色砂質シルト(灰色粘土ブロックと植物遺体含む) 8:膏灰色粗砂
7 膏灰色砂質シルト

第18図 15区11・12号方形周溝墓平・断面図 (2) 
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SD426・464

ーよ)- 0.5m 1:黒褐色シルト 10YR3!1 
(径1 ~3cm程の軽石含む) SR401 

2 踏灰色粘質シルト
(灰色粘土ブロック含む、軽石含む)SR401 

3 暗褐色シルト
4 暗青灰色シル卜 (7より黒い)

5 暗灰色シルト
6 暗灰黄色砂質シルト(植物遺体多量に含む)

7:暗青灰色シル卜
8 暗灰黄色砂質シル ト
9 暗褐色シルト
10 青灰色粗砂

SD464 
9 

。 4m 

第19図 15区13号方形周溝墓平・断面図
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第20図 15区14号方形周溝墓平 ・断面図(1 ) 
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A 

C 

G 

SD434 SD433 O.5m 

b 

SD433・434
a 暗褐色土

1 灰色粘土(粗砂混じり、管鉄多量、鉄分多量、軽石少量含む)流路
2:灰褐色細砂質シル卜 (鉄分少量、 若干粘性あり)

b‘糞灰色砂質シル ト
c :灰褐色砂質シルト
d‘灰褐色粗砂
e 灰色粗砂

3 暗灰色粘土(炭化物少量、値物遺体少量含む)
4 灰色細砂混じり粘土 (炭化物少量、縞物遺体多量に含む)
5:灰色細砂質シルト(粘性あり、灰色粘土ブロック少量含む)
6:灰色細砂 (やや粘性あり、炭化物少量、 植物遺体少量含む)
7 膏灰色粘土質シルト(粗砂少量混じる、管鉄少量含む)
8:暗灰色粘土(炭化物多量、締砂少量混じる)
9 緑灰色粘土(細砂少量混じる)
10 :灰黄色細砂(炭化物・植物遺体少量含む、粘性あり)

SD428・429

1 黒褐色粘土質シルト (鉄分多量、管鉄少量、
軽石少量含む)流路

2 明黒褐色粘土質シルト(鉄分多量)
3 晴灰色細砂質シルト(粘性あり、鉄分多量)

B ^"_ 4 灰色粘土 (細砂混じる、炭化物少量、植物
SD428 SD429 一一一一v.u川 遺体多、 灰色粘土をブロック状少量含む)

5 灰色細砂質シル卜 (やや粘性あり)
6 灰色細砂(やや粘性あり、植物遺体多且、
粘土ブロックを含む)

4 
7 灰褐色細砂 (やや粘性あり、鉄分少量、
管鉄少量)

SD431 SD432 

SD431・432

1 黒褐色粘土質シル卜 (鉄分多量、管鉄少量、軽石含む)流路
2 明黒褐色粘土(管鉄少量、鉄分少量含む)
3 灰色粘土(鉄分少量、粗砂ブロック少量含む)
4 灰黄色砂質シル卜(鉄分少量含む)SD432 
5 灰黄色砂質シル卜(やや粘性あり、管鉄少量含む)SD431 

_F O.5m 

6 暗灰黄色砂質シルト(管鉄少量、やや粘性あり、灰色粘土ブロックを少量含む)SD431 
7 灰色粗砂混じり粘土(植物遺体多)SD431 
8 暗灰色粘土質シル卜(やや粗砂混じり、管鉄少量含む)SD432 
9 灰色シルト質細砂(やや粗砂混じり、管鉄少量含む)SD432 

生痕

SF414 

生痘

D 
O.5m 2 

¥ 

三三ミミ誌¥

SF414 

SF414 

-よL O.5m1 褐色砂質シルト
(灰色粘土ブロックを含む、締まりなし)

三三三三三二二二二こ二 2 灰白色シルト (褐色土含む、盛土?)
3 縄灰色粘質シル卜
4 褐灰色シルト

。

第21図 15区14号方形周溝墓平・断面図 (2) 
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SD441 一 _F Om 
SD441 

一一てとif
1 暗灰色粘土(炭化物粒子を大量に含む)
2 灰色粘土(やや粗砂混じり、炭化物粒子少量含む
植物遺体少量)

3 暗灰色粘土 (やや粗砂混じり、植物遺体少量含む)

SD438・465
G 一」土-0.5m5 SD465 SD438 

1 :黒褐色粘質シルト(軽石含む)SR403 
2 暗灰色粘土 (灰白色粘土ブロック含む)SD438 
3 暗灰色粘土
(植物遺体多量に含む、炭化物多量に含む)SD438 

4 暗灰黄色砂質シルト(植物遺体多量に含む)SD438 
5:暗褐色砂質シル ト SD463 
6 婿膏灰色砂質シルト SD463 
7・暗灰黄色砂質シルト(植物遺体含む)SD463 
8・褐色砂質シルト
9 青灰色砂質シルト
10 灰黄色粗砂

SD440 _J_ Om 
SD440 

1 灰色粘土(植物遺体多量に含む)
2 灰色シルト質粘土(植物遺体多量に含む)

。 物1

第22図 15区15号方形周溝墓平・断面図
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A SD454 
SD454 一一一一Om

1 暗灰色粘土(炭化物粒子多量に含む、植物遺体少量含む)
2 暗灰褐色粘土(炭化物粒子・植物遺体・灰白色粘土
ブロックを多量に含むj

SD439 2 3 ~-Om 

5~でさ7メミ

SD439 

1 暗灰色組砂混じり粘土(樟物遺体を多量に含む)
2 灰色粘土 (植物遺体を少量含む)
3 暗灰色粘土(炭化物粒子・植物遺体を多量に含む)
4 灰褐色シルト質粘土 (植物遺体を多量に含む)
5 灰褐色シルト質細砂
6 灰色粗砂

E
 

SD437 SD437 
王- Om

1 暗灰色粘土
2:暗灰色粘賃シル卜 (鉄分含む)
3 暗灰黄色砂質シル ト
(植物遺体多量に含む、灰色粘土ブロック含む)。 4m 

第23図 15区16号方形周溝墓平・断面図
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褐色砂質シルト(鉄分含む、締まりなし)
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-88-

第24図



17号墓
SD436・443・444・455

SD443 

A ~-O. lm 

="'==電量~~~4'ー、、
町一 一一-_._一一一ーー

。 m川
ー

18・19号墓
SD445・447・448・452・462

1 褐色細砂質シルト(締まりあり、鉄分多盆、管鉄多量)1 灰色粘土
2 暗灰色粘土質シルト(灰色粘土ブロック少量含む、 2 暗灰色シル卜質粘土(径1~10mmの炭化物多量に含む、
鉄分多量、管鉄多量) 植物遺体多量に含む)

3 灰褐色細砂質シルト(鉄分少量、やや締まりあり) 3 暗灰褐色粘質シルト(植物遺体多孟に含む)
4:暗灰色シルト(径1~2cm軽石含む、鉄分含む) 4・賭灰色粘質シルト(植物遺体微量含む)
5 暗灰色粘質シルト(灰色粘土含む、炭化物含む) 5 暗灰色シルト質粘土(植物遺体微量含む、
6 暗灰色砂質シルト 炭化物微量含む)
7 暗灰黄色砂質シルト(植物遺体含む) 6 暗灰黄色砂質シル卜(灰色粘土ブロック含む)
8 褐色細砂質シル卜 7・灰色粘土(植物遺体多量に含む)
9 暗褐色細砂質シルト 8:日音灰黄色砂質シルト
10 灰色粗砂 9 灰色粘土

10 暗灰黄色砂質シル卜(灰色粘土ブロック含む)

第25図 15区17号方形周溝墓 (SD443)土器出土状況図
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第26図 15区18・19号方形周溝墓平・断面図
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一一「と乙ア一一

SD337 
1 暗灰黄色砂質シルト

O.5m (灰色粘土ブロック含む)

。 4m 

ーー=
去

大¥ 。
Cコ

ノ今

"， 

/く¥ 法社当日111/1B 排水溝

a" 

21号墓

x
k
JL
 

ミミヲデ

SD457 _B_Om 

、三グ(一

C 
SD449 一一一一Om

SD449・450・457

暗灰色粘土 (炭化物含む、灰色粘土ブロッ
ク含む、須恵器高杯出土〕

2 暗灰色シル ト質粘土 (炭化物多量に含む、
灰色粘土ブロック微量含む、植物遺体
多量に含む、須恵器ハソウ出土)

3 暗灰褐色砂質シルト (植物遺体多量に含む)
4 灰色粘土(植物遺体微量含む)

21号墓

_E_ SD337 _F_ O.5m 

¥ 

¥ 
b 
7 
ヲ

A 

--------0. 2m ___..-

。I¥-

一一一一一一←

_e_O.5m 

lヘー_./ー「

o 5m 

第27図 4・13-2・15区20・21号方形周溝墓平・断面図
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22号墓

A 

SD324 

______._ ._---0. 2111-一一

¥ 
g 

""' ぱヲぱコ
フ戸

A 

SD324 一一一一一O.5m

1 暗灰黄色砂質シルト(灰色粘土ブロック含む)

SD325 一一旦一一0.5m

一一一一丈二工ジf一一ー

SD325 

1 暗灰色砂質シル ト

23号墓

SD328 一一旦-0.5m

'，----工二三フ7一一一一一

SD328 

1 暗灰色砂質シル ト

〆/

〆~

~\ 

)::， 

ノ〆〆 --戸ー_-
-;<i¥ 

~戸r

/ 

/ 

_e_0.5m 
¥、←/ノー一一一ー

。 5m 

SD326 SD327 一_8_ 0.5m

一ーで7 7セゴフグ一一一
SD326・327

1 黒褐色シルト(軽石多量に含む、灰色粘土ブロック含む)
2 暗灰色(灰色粘土ブロック含む)
3 暗灰黄色砂質シルト(植物遺体含む)
4:賠灰色砂質シルト
5 灰色粘質シルト(灰色粘土ブロック含む)
6 暗灰色(灰色粘土ブロック多量に含む、炭化物含む)

24号墓

SD331 

1 暗灰色砂質シルト
2 暗灰色砂質シルト(1より黒い)
3:褐灰色砂質シルト(植物遺体多量に含む)

。 命1

第28図 13-2区22号方形周溝墓平・断面図
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13-2区23・24号方形周溝墓平・断面図第29図
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第30図 13・2区26・27号方形周溝墓平・断面図(1 ) 
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SX307 

1 暗灰褐色シルト (締まりなし、土器含む)
2 :暗灰褐色シルト (粘性あり)
3 陪灰色シルト(細砂含む)
4 陪灰色粘土(軽石含み、締まりあり)
5 暗灰色シルト (6より粘性あり)
6 暗灰色シルト(不純物をほとんど含まない)
7 暗灰色シルト (6と類似)
8 灰褐色級砂 (9より粘性あり)
9:暗灰色シルト (5より細砂質)

26号墓

27号墓

C S0334・335

1 黒褐色シルト(軽石含む)
2 暗灰色粘質シルト (炭化物多量に含む、灰色粘土ブロック含む)
3 暗灰色粘質シルト (植物遺体多量に含む)
4 暗灰色粘質シルト

5 暗灰色シルト(植物遺体を微量含む
灰色粘土ブロックを微量含む)
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1 暗褐色粘質シル卜(植物遺体含む)
2 暗灰黄色砂質シルト
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13区ー1南東壁

1 :灰褐色粘土(締まりあり、粘性強い) 12 暗灰色シルト(締まりあり、灰色粘土含む)
2:灰褐色粘土 (1より粘性なし、灰色シルト層状に含む) 13 暗灰色シルト
3 暗灰色土 (12より明るく粘性あり、締まりあり、灰色粘土多量、
(2と4の中間、灰色粘土 ・暗灰色シル卜・土器少量含む) 土器含む)

4 暗灰色シルト 14 暗灰色土
(灰色粘土含む、粘性あり、下部ほど暗く5より明るい) (粘性あり、灰色粘土・暗灰色シルト含む)SR301 

5:暗灰色シルト 15 暗灰色シルト
(6より明るい、 6より締まりあり、粘性あり) (13より暗く粘性なし、土器多量、灰色粘土含む)

6:暗灰褐色シル ト SR302下層
(土器多量、締まりあり、 7より暗い)遺憎検出面 16 暗灰色シルト

7 暗灰色シルト(膏灰色粘土ブロック含む)SR303 (15より暗く 15より粘性なし、土器多量)
8 精灰色シルト SR302下層
(土器多量、締まりなし)遺構検出函 17 暗灰色シルト (灰色細砂含む)SR302下層

9:灰色粘土(生痕つ) 18 暗灰色シルト (土器含む、粘土質)
10 :灰色シルト(下部暗灰色シル ト) 19 灰色細砂 (締まりなし)
11・灰色シルト(上部灰色粘土、下部暗灰色シルト含む) 20 灰色粘土(締まりあり、粘性あり)

21 暗灰色粘土 (20より暗い、暗灰色シルト少量含む)
22 :暗灰色粘土 (21より暗い、暗灰色シルト含む)
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1 灰色土 (暗灰色シルト含む、粘性強く締まりあり)
2 暗灰色シルト
(3、4より暗い、粘土賞、粘性あり、有機物含む)

3・暗灰色シルト (粘土ブロック含む)
4 暗灰色シルト (粘土ブロック少量、砂質)
5:暗灰色細砂 (陪灰色シルト ・有機物・灰色粘土含む)
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(灰色粘土ブロック ・有機物含む、 土器多量)

3:暗灰色シルト (8・9より暗い、締まりあり)
4 暗灰色シルト (6・7より明るい、粘性あり)
5 暗灰色シルト (灰色細砂含む、砂質)
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SD404・461

1 暗褐色シルト(径1-2cm軽石含む)
2 暗灰色シルト(径1-3cm灰色粘土ブロック少量、径1-2cm軽石少量)
3 暗灰色砂賓シルト(径1-3cm灰色粘土ブロック少量)SD461 
4 暗灰黄色砂質シルト(径1-3cm灰色粘土ブロック少量、植物遺体多量)SD461 
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1 暗褐色シルト(軽石含む)
2:褐灰色シルト(鉄分少量、灰色粘土ブロック含む)
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SR401、SD420・427

黒褐色シルト(径1-2cmの軽石少量、
径1-5cmの灰色粘土ブロック含む)SR401 
2:暗黒褐色シルト(径1-2cmの軽石少量、
径1-5cmの灰色粘土ブロック含む)SR401 
3 暗膏灰色シルト(灰色粘土ブロック含む)SR401 
4 暗灰黄色砂質シルト(灰色粘土ブロックと植物遺体含む)SD420 
5 暗青灰色砂質シルト(径1-5mmの炭化物少量)SD420 
6:陪灰黄色砂質シルト(灰色粘土ブロックと植物遺体含む)SD427 
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d._ SR403、SD411 一一一一一 O.5m SR403、SD411

1 暗褐色シルト(軽石少量、鉄分含む)
2:暗灰黄色砂質シルト

E .._F O.5m SD411 

一 τ 手2一一一
SF410、SR403

G _ H O.5m 

1 黒褐色シルト(径1-3cmの軽石多量)SF410 
2:暗灰色シルト(径1-3cmの軽石少量)SF410 
3 褐灰色砂質シル卜、 SR403
4:暗灰色砂質シルト、 SR403
5:灰黄色細砂、 SR403
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15区東壁南側基本土層
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1 表土
2 黒褐色砂質土(径1~10cmの灰色粘土ブロック 多量、径1~3cmの軽石少量)
3 褐色 (10YR4/6)砂質土(径1~10cmの灰色粘土ブロック多量、径1 ~3cmの軽石少量、鉄分多量)

4 黒褐色 (10YR2/3) 砂質土(径1~10cmの灰色粘土ブロック多量、径1~3cmの軽石多量)現地調査時の I 庖
5 暗褐色 (10YR3/4) 砂質土(径1~10cmの灰色粘土ブロック多量、径1~3cmの軽石少量)現地調査時の E居
6 ι にぷい黄褐色 (10YR5/3) 砂質土 (径1~3cmの軽石少量)
7 青灰色 (585/1)細砂(径1~3cmの軽石少量)
8 暗青灰色 (584/1)砂質土
9 オリーブ黄色 (5Y6/4)細砂
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第74図 11区小穴内柱根など出土状況図(1 ) 
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第78図 11区小穴内柱根など出土状況図 (5) 
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SF07 

SF07・09

1 暗灰色土(土器片・炭化物・灰色粘土ブロック含む

締まりあり)
2・育灰色土(1よりシルトに近く締まりなし
炭化物・植物遺体含む)

3:暗灰色褐色土(1より明るい、土器片・炭化物含む)
4:暗灰色土(纏物遺体を多量に含む、ラミナあり)
5:暗灰色土(2より粘性あり、 8より明るい灰色粘土を含む)
6 灰色粘土(植物遺体・暗灰色土含む)
7 暗灰色土(植物遺体・灰色粘土ブロックを多量に含む)
8:暗灰色土(7と類似)
9:黒灰色土(権物遺体を多量に含む、締まりなし)
10 :黒灰色粘土(炭化物・植物遺体含む、粘性あり)
11 黒灰色粘土(10より粘性あり、炭化物含む)
12 :暗灰色粘土(膏色を帯びる)
13 :暗灰色粘土(締まりあり)
14 :暗灰色褐色土(炭化物・値物遺体を多量に含む)
15 :青灰色粘土(暗灰色粘土含む)
16 暗灰色粘土(締まりあり)
17 :暗灰色粘土(16より粘性があり、やや暗い)
18 :黒灰色土(植物遺体を多量に含む、ラミナあり)
19・暗灰色土(炭化物・灰色粘土ブロック含む、締まりなし)
20 膏灰色粘土(木片・暗灰色粘土含む)
21 :崎灰色粘土(締まりあり)
22 :灰色シルト(暗灰色土含む)
23 :灰色粘土(暗灰色土含む)
24 :精灰色粘土(黒灰色主含む、締まりあり)

SF01 

1 灰色(5Y4/1lシルト質細砂

SF05 

1 灰色土(ブロックで含まれる、鉄分・細砂ブロック含む)
2 灰褐色粘土(鉄分含む)

3:灰褐色粘土(マンガン含む)SP146 

20 

SF08 
1 暗灰色シルト(灰色粘土ブロック含む)
2 暗灰色土(灰色粘土ブロックを少量含む)
3 灰色粘土(5と類似)

4 :暗灰色粘土(暗灰色シルト、植物遺体を少量含む)
5 灰色粘土(暗灰色シルト含む)
6:灰色粘土(5より暗灰色シルトを多量に含む)
7:暗灰色シルト(9より灰色粘土を多量に含む)
8:暗灰色土(植物遺体・灰色粘土ブロック含む、締まりなし)
9:暗灰色シルト(植物遺体含む、締まりなし)
10 :暗灰色粘土(木片・暗灰色シルト含む)
11 :緒灰色シルト(14と類似、植物遺体・木片を多量に含む)
12 :黒灰色土(縞物遺体を多量・ 灰色粘土ブロックを少量含む)
13 :灰色シルト
14 黒灰色土(12より粘性あり
植物遺体を多量・灰色粘土ブロックを少量含む)

15 暗灰色粘土(植物遺体を少量含む)
16 :暗灰色土(シルトlこ近い、灰色粘土ブロック含む)
17:暗灰色粘土(18より暗い、植物遺体を少量含む)
18 :暗灰色粘土(粘性あり、下部に柱状の木材あり)
19 :暗灰色シルト(21より青色を宇野ぴる)
20 :暗灰色細砂(晴灰色シルト含む)
21 :踏灰色シルト
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1 灰色シルト(鉄分含む)

2:踏灰色シル卜

3:灰色細砂

4:灰褐色細砂(径1cm程度の磯・鉄分を多量に含む)

5・灰色粘土

6:灰褐色土(灰褐色砂粒 ・鉄分を多量に含む)

7:暗灰色シルト

8:灰色粘土(灰褐色砂粒含む)

9:灰縄色土(18より灰色を帯びる)

10 :灰色粘土(鉄分含む)

SF10 

1 灰褐色土(植物遺体含む、締まりあり)

2 灰褐色土(植物遺体含む、 1より粘性あり)

3 灰褐色土(2と類似、炭化物を含む)

4 灰色粘土(炭化物・ 小傑・ 土ブロック含む)

5:暗灰色粘土(白色細粒含む)

6:暗灰色粘土(5より暗く、粘性あり、炭化物を含む)

7 暗灰色粘土(5と類似)

8 暗灰色粘土(7より明るい、粘性あり)

SF11 

1 灰褐色シルト(鉄分含む)

2:暗灰褐色シルト(砂に近い)

3:灰色粘土(灰褐色シルト混じる)

4:灰色粘土(3より粘性あり、灰褐色シルト混じる)

5:灰色粘土(3より暗い、木片混じる)

6:暗灰色粘土(粘性あり)

7:灰色粘土

8 有機物のたまり

9:灰色粘土(締まりあり)

10 :暗灰色粘土(青色を帯びる、水分を多量に含む)

SF13 

1 灰色土(鉄分会む、ラミナあり)

2 灰色褐色細砂(腐食土含む)

3・灰色粘土(ラミナあり、締まりあり)

4:灰色粘土(炭化物・灰色粘土ブロック含む)
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11 灰色土(鉄分含む、締まりなし)
12・猪灰色粘土(貝殻・植物遺体含む)

13 :暗灰色粘土
14 :暗灰色粘土(細砂、植物遺体ブロック含む)
15・暗灰色土(灰色粘土ブロック含む)
16 暗灰色土(植物遺体含む、締まりなし)
17 :緒灰色土(締まりなし)
18 灰褐色土
19 灰色粘土(鉄分を多量に含む)
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1 灰褐色(10YR4/1)シルト質細砂
2:灰色(7.5Y4/1)シルト
3:灰色(5Y4/1)シルト
4:黒褐色(2.5Y3/1)シルト(炭化物を多量に含む)
5 灰褐色(10YR4/1)シルト質細砂
(炭化物・灰・焼土を少量含む)

6 黒縄色(2.5Y3/1)シルト
(炭化物・灰を多量・焼土を少量含む)

7 灰色(7.5Y4/1)粘土(炭化物を少量・焼土含む)
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3:暗灰色土(締まりあり)SD08
4 縄色土(灰色土ブロック含む)SR01
5:灰色シルト SD08 
6:碕灰色土(灰色土ブロック含む)SD08
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SD12 

1 灰色土(締まりあり、鉄分含む)

2 灰色粘土(上層はマンガンを含む)

3 暗灰色土(槌物遺体・灰色粘土ブロック含む)

4:灰色土(灰色砂粒・織物遺体を含む)

5:灰色粘土(粘性あり)

6 灰色土(灰色砂粒含む)

7 灰色土

8 灰色粘土(鉄分含む)
9 暗灰縄色土(8より粘性あり)

10 暗灰色粘土(鉄分含む)
11 :暗灰色粘土(締まりあり)
12 暗灰色粘土(灰色シルト含む)
13 :暗灰色粘土(16より暗い、値物遺体含む)
14 :暗灰色褐色粘土(灰色シルト含む)
15 :晴灰色シルト(植物遺体を多量に含む)
16 暗灰色土(炭化物を含む、締まりなし)
17:暗灰色粘土(灰色シルト含む)
18 灰褐色土(マンガン含む)
19 :灰褐色土(鉄分含む)

第82図 11区SD06~08 ・ 12、 S R01、SX01断面図
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1 暗灰色土(炭化物・小磯含む)

2:晴灰色土(1より暗い
炭化物・小型車・灰色土ブロック含む)

3:灰色粘土(暗灰色土・灰褐色粘土を少量含む)

4 灰褐色粘土

5:灰褐色粘土(鉄分含む)
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1 暗灰褐色土(植物遺体・炭酸カルシウム含む

暗灰褐色シルト含む、ラミナあり)SDI2
2:暗灰色土(炭化物・植物遺体・炭酸カルシウム含む)

3 暗灰色粘土(木片・植物遺体・炭酸カルシウム含む)

4 暗灰色粘土(3より粘性あり、炭酸カルシウム含む)

5:暗灰色粘土(4より明るい、灰色シルト含む)

6:灰色粘土(粘性あり、炭酸カルシウム含む)

SD23 

1 灰褐色土(灰色粘土含む)

2:灰色粘土(鉄分を少量含む)

3:灰色粘土(2より暗い、締まりあり)

4:暗灰色粘土(灰色シルトを少量含む)
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ー1 灰色粘土(締まりあり)

2・灰色細砂(小磯含む)

3:灰色粘土(灰色細砂を少量含む)

4:灰色シルト(灰色細砂を多量含む)

5・灰色粘土(3と類似)

6 灰色シルト(小磯・灰色粘土ブロック含む)
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SD28・30

1 灰色土 SD28 
2:暗灰色粘土(1より粘性あり)SD28
3:灰色土(炭酸カルシウム含む

植物遺体を多量に含む、締まりなし)

4・灰色粘土(鑓物遺体含む)

5:暗灰色土(1より暗い)

6 暗灰色粘土(2より暗い)SD30 
7:暗灰色細砂(小型車含む)

8 灰色シルト(鰭灰色シルトが混じる)
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第83図 11区S014 ・ 21~24 ・ 28 ・ 30断面図
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Tr. 2 

1 灰色土(鉄分含む)

2:灰色土(1より粘性あり、鉄分含む)

3:灰色シルト(鉄分・小礁を多量・細砂ブロック含む)

4:灰色シル卜

5:灰褐色土

6 暗灰色土(粘性あり)

7 灰褐色土(締まりあり)

8:暗灰色粘土(俊土片含む、締まりあり)

9:灰色粘土

10 :暗灰色土(鉄分・小磯含む)
11 :暗灰色土
12 :灰色土(鉄分含む)
13 :暗灰色土(10・11より粘性あり)
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Tr. 5 

1 灰色土(締まりあり)

2 灰褐色土(炭化物・焼土を多量に含む)

3:灰褐色土(マンガン含む)

4 褐色土

5 灰褐色土(3・6と類似、炭化物・土器片・灰色粘土ブロック含む)

6 :灰褐色土(3より灰色を帯びる、灰色粘土ブロック含む)

7:灰褐色土(3と8の中間色、マンガン・灰色粘土ブロック含む)

8:灰褐色土(鉄分含む)

9:灰色粘土(締まりあり)
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1 灰色粘土(鉄分含む、締まりあり)

2:灰色シルト(鉄分含む)

3:灰色土(細砂を層状に含む)

4 暗灰色細砂(山茶碗・礁含む)

5 暗灰色粘土(縞物遺体・細砂含む)

。 4m 

第84図 11区基本土層図など
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8 灰色粘土(締まりあり)

9・暗灰色粘土

10 :灰色粘土(締まりあり)

11・暗灰色粘土

12 :灰色粘土ブロック混じり灰褐色粘土
13 :暗灰色粘土(ストライブ状の灰色粘土、締まりあり)

1 灰褐色粘土(ラミナあり)

2・暗灰色粘土(ブロック)

3:灰色粘土ブロック混じり暗灰色粘土
(4より明るい、 ラミナあり)

4:灰色粘土ブロック混じり暗灰色粘土
(ラミナあり)

5 暗灰色粘土
(4より明るい、ラミナあり)

6:暗灰色粘土
(7より褐色を帯ぴる、 ラミナあり)

7 暗灰色粘土
(5と類似、細砂混じる、ラミナあり)
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SF205 

1 灰褐色土(マンガンを多量・焼土の小片を含む)

2:灰褐色土(1と3の中間色、マンガンを多量に含む)

3 暗灰色土(1・2より粘性あり)

SF208・210

1 灰褐色土(鉄分を多量に含む)

2・暗灰色粘土(灰色粘土含む)
3:暗灰色粘土

(炭化物・植物遺体を多量・灰色粘土ブロック含む)

4:暗灰色土(3よりシルトに近い

灰色シルト・リン酸カルシウム含む)

5 灰褐色シルト(炭化物・リン酸カルシウム含む)

6 灰色粘土(炭酸カルシウム・リン酸カルシウム含む

境砂含む、締まりあり)

7:灰色粘土(炭酸カルシウム・リン酸カルシウム含む)
8:灰色粘土(7と類似、 7より粘性あり、墳砂含む)

9:暗灰色シルト(灰色粘土含む)

10 :暗灰色粘土(3と類似、 3よりブロックが少ない)
11 灰色粘土(6と類似、 6より暗い)

12 灰色粘土(8と類似、 8よりやや明るい)
13 灰色粘土(炭酸力ルシウム含む、締まりあり)
14 :灰色粘土
(8より粘性なし、炭化物・シルト・墳砂含む)
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S0201・208. SR201 

1 灰褐色土(鉄分を多量に含む、締まりなし)SR201
2:灰褐色土(鉄分を多量に含む)SR201
3:灰色粘土(鉄分・灰色シルトを層状に含む)SR201 
4・灰色粘土(灰色シルトを層状に含む)SR201 
5 灰色土(径約1-3cmの擦を多量に含む)S0201 
6 灰色土(5と類似、礁を含まない)

7 灰縄色土(マンガン・焼土含む、ラミナあり)S0208 

内
，3

0

 

守，.

7

，
 

a峰吟Y
内
，

ι

7

7

 

5

3

 

4

5

 

1

5

 

ト

ト

ll
m
m
 

F
O
 

9
日

一

a

a

-

-

4

0

一

4

5

-

1

・k
d

-

V
A
v
-S0203 

2 B S 6 

。 4m 

8 灰色粘土(灰色粘土ブロック含む、ラミナあり)S0208 
9 灰褐色土...II函

10 :灰褐色土(炭化物含む、締まりなし)…E菌包含層
11 :暗灰色粘土(灰色シルトブロック含む)
12 :灰色粘土(ラミナあり)...m面包含庖
13 :灰色粘土(鉄分含む、締まりあり)…直面
14 :灰色シルト(鉄分含む、締まりあり)

S0203 

1・灰色シルト(炭化物含む、 ラミナあり)

2 黒褐色土

(植物遺体・灰色粘土ブロック含む、ラミナあり)

3 灰色シルト(植物遺体・木片含む)

4 暗灰色粘土(木片を少量含む)
5 時灰色粘土

6 暗灰色粘土
7 灰褐色シルト(灰色細砂を層状に含む

上部に径数cmの礁を含む、ラミナあり)
8:灰色粘土

第106図 14区SF205・208・210、S0201・203・208、SR201断面図
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5:灰色土(灰色シルトを層状に含む)S0210
6:暗灰色土(炭化物・灰色粘土ブロック含む)S0210
7:暗褐色土(12より締まりなし
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8:褐色土(鉄分を多量に含む、粘性あり)…E面包含層

9:灰色粘土(植物遺体含む、締まりなし)SR208 
10 :暗灰色シルト(炭化物・植物遺体含む、ラミナあり)SR208 
11 :暗灰色土(炭化物・植物遺体含む、ラミナあり)SR208
12 :暗褐色土
(マンガン・鉄分を多量・土器含む)…E面包含層

13 褐色土(鉄分を多量に含む、粘性あり)...m函包含層
14 育灰色粘土(締まりあり)

S0218 

1 灰褐色粘土(締まりあり)

2 暗灰褐色土
(縞物遺体・灰色粘土ブロック含む、下部にラミナあり)

3:灰褐色土(小礁を含む)

4:灰褐色土(植物遺体を多量・灰色粘土ブロック含む)

SE201・SX202

1 灰色粘土(径1nrn程度の礁を含む)SE201 
2:暗灰褐色土(炭化物・鉄分・灰色シルト含む)

3:暗灰色褐色土(2より明るい、灰色シルト含む)

4 緒灰色粘土(暗灰色シルト含む、締まりあり)

5 灰褐色土(鉄分を多量・磯含む)

6 暗灰色粘土(粘性あり)

7 暗灰色粘土

(炭化物・径1間程度の礁を含む、締まりなし)

8・暗灰色粘土

(ブロックで含まれる、植物遺体含む、締まりなし)

9:明灰色粘土

10 :暗灰色シルト(炭化物・焼土を少量含む)
11 暗灰色土(10より粘性あり、 12より粘性なし
炭化物を少量含む)

12 :暗灰色粘土(槌物遺体含む、締まりなし)
13 :暗灰色粘土
(11より陪〈、粘性あり、6より締まりなし)
14 :灰色粘土(灰色シルト含む、締まりあり)
15 灰縄色土(植物遺体含む、ラミナあり)
16 :灰褐色土
(炭化物・灰色粘土ブロック・砂ブロック含む)

17 :灰褐色土(小磯含む)
18・灰色粘土(炭化物 ・植物遺体含む)
19 灰色粘土(灰縄色土ブロック含む)
20 :灰色粘土(灰色シルト・境砂含む)

第107図 14区SD210・218、SR208、SX202断面図
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SE201 . SX201・202

1 灰褐色土(マンガン粒を少量・鉄分含む)

2:灰褐色土(下層に鉄分を多量に含む)

3 灰色粘土(鉄分・砂を少量含む)SE201
4:青灰色粘土(締まりあり)SE201
5 灰褐色土(小磯含む)SX202 
6 灰褐色土(マンガン粒を多量に含む)SX202
7 灰褐色土(マンガン粒・小磯 ・砂を多量に含む)SX202 
8 灰褐色土(鉄分を少量・土器片含む)SX202 
9 灰褐色土(6と同一)SX202 
10 :灰褐色土(炭化物を少量・鉄分を多量に含む)SX202

1i:暗灰色粘土(炭化物を少量・植物遺体含む)SX202 
12 :灰色粘土(黄色砂を少量含む)SX202 
13 :褐色シルト(小礁を少量含む)SX202 
14 :膏灰色粘土(鉄分を少量含む、締まりあり)SX202
15 :灰褐色土(鉄分を少量・砂含む)SX201 
16 :褐色シルト(小礁を多量に含む)SX201
17 :灰褐色土(15と同一)
18 :灰色粘土(鉄分を少量含む、締まりあり)
19 :暗灰色粘土(ラミナあり)
20 :青灰色粘土(砂を多量に含む、締まりあり)

X-145749.03 
Y-55372. 83 Y-55376. 93 

1 -
SR202 

1 灰色土(鉄分を多量に含む、粘性あり)

2 灰色土(1より粘性あり、鉄分を多量に含む)

3:緒灰色粘土(粘性あり、締まりあり)SR202 
4:膏灰色粘土(1よりやや暗い)

5:灰色土(鉄分を多量・ 小型軽含む、砂質)SR202 
6 灰色粘土

7:灰褐色土(マンガンを多量に含む)SR202
8:灰褐色土(マンガンを多量に含む、シルトに近い)SR202 
9 灰褐色土(炭化物・マンガン含む)

10 :灰褐色土(11より粘性なし、マンガン・鉄分含む)… I面
11 :灰色土(鉄分含む)…E函
12 灰色粘土(6より青色を帯び、粘性なし)…底面
13 :膏灰色粘土

。 4m 

第108図 14区SE 201、SX201・202、SR202断面図
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元島遺跡出土の動物遺存体の概略

丸山真史l・松井 章2

貝類

種名を同定できたのは、カキ類、 サトウガイ、ベンケイガイ、サラガイ、ハマグリで、その他にコタ

マガイに似る種が出土している。また、アカニ、ン、テングニシなどと類似する種類の殻軸が出土してい

るが、種を同定するには至らなかった。 出土した貝類相はハマグリなど内湾性のみならず、ベンケイ ガ

イのように沿岸から外海性の種類があり、いずれも食用と考えられる。

サラガイ は、北陸以北、特に東北や北海道の遺跡から出土する事が多く、東海地方では稀である。 コ

タマガイも同様であるが、東海地方の遺跡からの出土も認められる。静岡県内でも出土例がある。

魚類

大形のサメ類の歯が、遊離した状態で出土している。サメ類の歯は、装飾品などとして利用されるこ

とがあるが、本資料には穿孔などの加工痕はない。

mg:虫類

淡水産のイシガ、メあるいはクサガメで、中腹骨板、肩甲骨、寛骨が出土している。イシガメ、クサガ

メは科が異なるが形態はよく類似し、部位から種を同定することは困難である。食料となったものでは

なく、自然に生息していた可能性もある。また、海水産のウミガメ科あるいはオサガメ科も、出土部位

から種を同定することは困難である。近年でも静岡県はウミガメの産卵地であり、食用あるいは甲羅を

何らかの加工品とするために搬入されたものであろう。

鳥類

ミズナギドリ科の一種の上腕骨を同定した。この科は水鳥で、群で生息する。全国的ではないが、沿

岸の貝塚から出土することが多い。サギ科の一種は、サギの中でも小型のコサギ程度の大きさである。

サギ科は貝塚からの出土も多い。

P甫乳類

イノシシあるいはブタの大腿骨が出土している。中世の文献では明確なブタの存在は見られなL可。

『続日本紀』に天平4年7月に「丁未詔 和買畿内百姓私畜猪四十頭放於山野 令遂性命」、平安時代

には「家」がブタを意味するのではなし可かという指摘がある(鋳方1982)。今のところ、形態から明確

にイ ノシシとブタを区別することは困難であるが、本資料は現生イ /シシに比べて骨が薄く、大きさは

ニホンイノシシよりも小さい。骨幹中央部の断面が丸く、筋肉の付着する粗面が発達せず、栄養孔が大

きいといった形態的特徴から、ブタの可能性を指摘できる。

1京都大学大学院人間・環境学研究科文化遺産学博士課程

2独立行政法人奈良文化財研究所埋蔵文化財セ ンター 遺物調査技術室室長/

京都大学大学院人間環境学研究所助教授(併任)



ウマは、中手骨から体高約120cm前後と推測され、棲小馬に含まれる。平安京や各地の中世遺跡から

木曽馬クラスの体高130cm前後以上の中型馬が多し1。軍事的には体格の大きい中型馬、農耕用には従順

な小型馬が利用されたのかも しれない。日本在来馬は、 1系統と言われており、各地の牧で選別されて

市場に出ていた可能性がある。遊離歯による年齢査定では、壮齢から老齢の馬で、やはり農耕用と考え

る方が自然であろう。また、腔骨 l点には斧あるいは鋸のような利器による切断痕が確認できる。骨角

製品の素材として利用 していたのであろう。同様に、鹿角にも切断痕が確認されており、当遺跡あるい

は周辺で骨角製品を製作していたのであろう。ウシも出土しており、中手骨には解体痕が見られる。ク

ジラ類と思われる資料は、部位の同定には至っていないが、 クジラを食料として、あるいは油などを目

的と したのではないだろ うか。

表 1 動物遺存体一覧(1)

番号 注記 区 遺構名 グリッド 層位 取上日 種類 部位 備考

8 15 11 S04 J子S I 011023 イシガメ/クサガメ 中腹骨板(右)

13A 35 11 S029 020311 イシガメ/クサガメ 寛骨

13B I 35 11 S029 。刊イシガメ/… 中腹骨板(左)

130 35 11 S029 02031 イシガメ/クサガメ 肩甲骨(右)

4 16 11 S04 J7-S I 011023 ウシ 中手骨 (左) 解体痕

5 19 11 S04 J7 I 011025 ウシ 距骨

7 1 11 S005 1 010713 ウシ 上顎(第四前臼歯)I 成獣

3 15 11 S04 J7-S I 011023 ウマ 腔骨(左)
小型馬、斧/鋸による
切断痕、破片2点

6 l !11 S005 I 010713 ウマ |切歯(上下不明) 老齢

11 37 11 S029 020311 ウマ 上腕骨(左) 小型馬

12 37 11 S029 020311 ウマ 中手骨(左)

17A 68 15 SR401 213 021028 ウマ 上顎臼歯
壮齢、 2号墳周溝内、
他破片多数

17B 68 15 SR401 213 021028 ウマ 上顎臼歯(右)
壮齢、 2号墳周j管内、
他破片多数

17C 68 15 SR401 213 021028 ウマ 上顎臼歯(左)
壮齢、 2号墳周溝内、
他破片多数

100 30 11 SD22 020305 ウミガメ/オサガメ 指骨

2 11 11 S04 K7-N I 011012 クジラ目?

10A 30 11 S022 020305 クジラ目 ?

10B I 30 11 SD22 020305 クジラ目 ? 下顎?

10C 30 11 S022 020305 クジラ目?

13C 35 11 S029 020311 サギ科 上腕骨(右)近位 コサギクラス

16 77 15 021115 サメ類 歯 大型

14 45 14 SR205 F6 I 020514 ニホンジカ 落角

15 46 14 トレンチ205 16 020520 ニホンジカ 落角(右) 鋸?による切断痕

9 I 28 11 SD12 E 020305 イノシシ/プタ?

寸 一五 11 SF08 I E 020305 ミズナギドリ科 上腕骨 (右)



表2 動物遺存体一覧 (2) ()内は推定値

番号 注記 区 遺構名 層位 取上日 種類 I (!) 幅 高
生息域 備考

(mm) (mm) 

l 25 11 SF08 E 020219 前鯨亜綱・新腹足目
アカニシ等に
イ以る

2 3 11 SD4 I 010724 カキ類
水深 3~20mの
砂底

3 5 11 SD4 I 010801 ベンケイガイ ?
水深 3~20mの
砂底

4 5 11 SD4 010801 コタマガイ? (8) 潮間格下部から
水深50mの砂底

5 5 11 SD4 I 010801 サラガイ? (35) 10 
潮間帯下部か ら
水深20mの砂底

6 5 11 SD4 I 010801 サラガイ 60 79 16 
潮間帯下部から
}水深20mの砂底

7 5 11 SD4 010801 サトウガイ? 20 
水深10~50mや
や外洋の砂底

8 9 11 SD4パ 010905 
潮間帯下部から

08・09 I 1 サラガイ 35 10 
水深20mの砂底

9 9 11 
SD4・

010905 サラガイ
潮間帯下部から

08・09
43 (58) 12 

水深20mの砂底

10 9 11 
SD4・

010905 サラガイ
潮間帯下部から

08・09
57 15 

水深20mの砂底

11 9 
SD4・ 潮間帯下部から
11 :oa・09 I 010905 サラガイ 15 

水深20mの砂底

12 9 11 
SD4・

I 010905 ペンケイガイワ
水深 3~20m砂

08・09
57 18 

底
ト一一一一ト一一一

13 9 11 
SD4・

010905 ペンケイガイ
水深 3~20mの

08・09
79 91 24 

砂底

14 8 11 
SD4・

I 010905 ペンケイガイ?
水深 3~20mの

08・09 砂底

15 8 11 
SD4・

I 010905 サトウガイ (61) 
水深10~50mや

08・09
70 27 

や外洋の砂底

16 9 
SD4・

I 
水深10~50mや

11 oa・09 010905 サトウガイワ 30 
や外洋の砂底

17 9 11 
SD4・

I 010905 
08・09

18 9 11 
SD4・

010905 
ウガイ、

08・09
フネガイ科 ー l ポウガイ

ト 一一

19 69 11 SD205 E 021118 ハマグリ I 50 



元島遺跡出土の動物遺存体種名表

軟体動物門 Mollusca

腹足綱 Gastropoda

新腹足目の一種 Neogastropoda fam.， gen. et sp. indet. 

二枚貝綱 Bivalvia 

フネガイ目 Arcoida 

フネガイ科 Arcidae 

サ トウガイ Scα:phαrcαsαtowi 

フネガイ科の一種 Arcidae gen. et sp. indet. 

タマキガイ科 Glycymerididae 

ベンケイガイ Glyりmensαlbolineαtα

マノレス夕、、レガイ 目 Veneroida 

ニッコウガイ科 Megangulus 

サラガイ Megαngulus uenulosα 

マルスダレガイ科 Veneridae 

コタマガイ? Gomphina melanegis 

脊椎動物門 Vertebr叫 a

軟骨魚網 Chondrichthyes 

サメ類 Lamniformes fam.， gen. et sp. indet 

J1¥e虫綱 Reptilia 

カメ目 Chlonia 

パタグールガ、メ科 Bataguridae (イシガメ、クサガメを含む)

ノfタグールガメ科の一種 Bataguridae gen. et sp. indet. 

ウミ ガメ科も しくはオサガメ科の一種 Chelonidae seu. Dermochelyidae gen. et sp. indet. 

鳥網 Aves 

ミズナギ ドリ 目 Procellariif ormes 

ミズナギドリ 科 Procellariidae 

ミズナギドリ科の一種 Procellariidae gen. et sp. indet. 

晴乳綱 Mammalia 

奇蹄目 Perissodactyla 

ウマ科 Equidae 

ウマ Equus cαbαllus 

偶蹄目 Atiodactyla 

イノシシ科 Suidae 

ブタ? Sus scrofiα 

ウシ科 Bovidae 

ウシ Bos tαurus 

シカ科 Cervidae 

ニホンジカ Ceruus Nippon 

クジラ目 Cetacea 

イルカ科 Delphinidae 

クジラ目の一種? Cetacea fam. et gen. Indet. 

188-



鍛治関連遺物および出土鉄器から見た

元島遺跡における鍛冶活動

安開拓巳

(広島大学 ・文学研究科助手)

はじめに

元島遺跡は弥生時代から中・近世までの遺構・造物を出土する複合遺跡、である。遺跡では古墳時代お

よび中世の包含層から鍛冶関連遺物が出土しており、鉄器生産活動の行われたことが推定される。ここ

では遺跡から出土した鍛冶関連造物や鉄器の検討および他の遺跡との比較を通して元島遺跡における鍛

冶活動の様相について簡単に述べてみたい。

古墳時代の鍛冶関連遺物とその意義

古墳時代の鍛冶関連遺物としては、土師器の高杯の脚部を転用した輔の羽口が3点出土している。い

ずれも13-2区のU18グリ ッドから出土しており、付近に鍛冶工房が存在したものと思われるが、炉跡

などの遺構は検出されなかった。また羽口以外の鍛冶関連遺物である金床石、鉄淳、 鍛造剥片、粒状津

なども明確でない。

出土した羽口は高杯の脚底部から羽口として用いた先端部分まで全体が残っているものが2点と、先

端部分のみの破片がl点である。いずれも羽口の先端部は受熱して灰色や白色、赤色に変色しているが、

鍛冶作業の温度はそれほど高くなかったようで、先端が熔融したりガラス質化したり している状況では

ない。これらの中では先端部のみの破片が他の 2点よりやや強く受熱しており、一部が若干発泡したよ

うになっているが、激しく熔融しているような状態ではなし、。したがって、これらの羽口を用いた鍛冶

作業では、後の時期ほど作業温度が高く なかったことが推定される。遺物の所属年代は5世紀中葉~後

葉と考えられる。

こうした土師器の高杯を転用した羽口は静岡県内では初の出土例であり、現在の静岡県地域における

鉄器生産の開始期の様相を考える上で重要な造物である。そのことを弥生時代~古墳時代におけるわが

国の鍛冶技術の様相と関連づけて考えてみたい。

わが国で鉄器生産が開始されたのは、鉄器の検討からは弥生時代前期末~中期初頭と考えられている

が(橋口1974・1983・1999)、鍛冶遺構は弥生時代中期後半のものが確認できる最古のものである。弥

生時代における鍛冶遺構の分布は北

九州、|から中九州が中心で、そのほか

に中園地方や近畿地方などで検出さ

れている(村上1994、野島1997)。

近年は中国・四園地方での調査例が

増加し、弥生時代後期には西日本の

広い地域で鉄器生産活動の行われて

いたことが確認されるようになって

いる(角田2001、村上2002)。しか

し弥生時代の鍛冶追跡からは鉄津や

日 10，0

第1図 福岡県博多遺跡出土羽口 ・鉄淳
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羽口がほとんど出土しな

いため、古墳時代以降の

鍛冶技術とは異なり、 多

くの鉄津を排出するよう

な高温での鍛冶作業は行

われていなかったと考え

られている。

古墳時代の初頭には、

福岡県博多遺跡で出土し

たよう な断面形が蒲鉾形

の専用の羽口を用いて大

形の鉄津を排出する高温

鍛冶技術が新たに朝鮮半

島からもたらされた。 同

2 

:思
tOc~ 

コ工二二二二二二二ゴ 5 

第2図各地出土の高杯転用の羽口

1.栃木県蟹が入遺跡 2・3.千葉県中山遺跡

4.滋賀県顔戸遺跡 5・6.大分県荻鶴遺跡

¥ 
3 

B 

様な羽口は奈良県勝山古墳周溝内、滋賀県蜂屋遺跡、石川県ー針B遺跡など近畿地方や北陸地方に散見

され (村上2003)、こうした技術が西日本に拠点的に広ま っていたことが分かる。一方、古墳時代前期

には関東地方でも鍛冶遺構が検出されるようになり、 鍛冶技術が東日本にも波及していったことが明ら

かとなっている。しかし検出される鍛冶遺構の数はまだ多くはなく 、地域全体に広がっている様相では

なし10

古墳時代中期には朝鮮半島から新たな鍛冶技術が将来され、技術革新が行われたと言われている。そ

れに伴って、 畿内では倭王権や有力首長に付属する鍛冶専業集落が形成され始める。一方で、 全国的に

検出される鍛冶遺構や鍛冶関連遺物を出土する遺跡、の数は増加し、九州から東北地方南部にまで鍛冶技

術が拡散したことが見て取れる。そ してこの時期に、土師器の高杯の脚部を転用した羽口を用いる鍛冶h

技術が各地で見られるのである。当初、近畿地方や中園地方は高杯の転用羽口が見られない特殊な地域

と考えられてきたが(野島1997)、その後近畿地方や北陸地方でも出土例が確認され、現在ではこう し

た鍛冶技術が古墳時代中期には全国的に広まっていたことが知られている。

さて、 東海地方では古墳時代の鍛冶遺構・遺物の検出例が少なく、静岡県内においてもほとんど確認

されていなL、。 そのため、古墳時代の鍛冶の様相は不明な点が多かった。これまで静岡県内で検出され

た鍛冶関連遺構は浜松市伊場遺跡の 5 世紀中葉あるいは 5 世紀末~6 世紀初頭以降とされるものが最古

であると言われていた(佐藤1995・2002)。さ らに、集落出土の鉄器の分析なと、から、県内における鉄

器生産の開始時期は 6世紀以降であり、古墳時代中期にはまだ鉄器生産が行われていないのではないか

という見方もなされてきた(佐藤2002)。こう した見解に対し元島遺跡の高杯の転用羽口は、静岡県内

において古墳時代中期には、当時全国的に広ま っていたものと同様な鍛冶技術を用いて鉄器生産が行わ

れていたことを明らかにしたのである。残念ながら、この羽口に伴う鍛冶遺構や鉄津、鍛造剥片などの

関連造物が検出されなかったため、鍛冶技術のより具体的な様相は明らかにし得ないが、 羽口が確認さ

れた意義は大きいものと言える。

またこの羽口が出土したことは、古墳時代における元島遺跡の性格を考える点でも重要となる。当時

は近世 ・近代とは異なり、集落に必ず一軒は鍛冶屋が存在するというような状況ではなく、鍛冶工人は

地域の拠点となるような集落に存在したのではなし可かと考えられる。これまでの元島遺跡の調査では遺

跡の特殊性を窺わせるような遺構 @遺物は検出されていないようであるが、 鍛冶工人を擁する集落とい

うことであれば、一般の集落とはやや異なった意義づけを行う ことも可能であるかもしれない。遺跡の

-190-



北方3.5~ 4 kmの磐田原台地南縁地域には古墳時代前期には松林山古墳、 中期には堂山古墳といった有

力首長墓が築かれており、しかも太田川の河口付近に位置していて外洋を通じての物資の運搬が容易で

あるという遺跡の立地状況を考慮すれば、この地域における生産・流通に関するー拠点となる集落であっ

たこと も考えられよう。

このように元島遺跡で出土した高訴の転用羽口は、不明な点が多い静岡県域における古墳時代の鉄器

生産活動の様相を窺わせるとともに、元島遺跡の性格をも想定させる遺物であると言える。

中世元島集落における鍛冶活動

中世の鍛冶関連遺物としては羽口と鉄津が出土しているO すべて包含層からの出土であり、鍛冶炉な

どの遺構は検出されていない。しかし遺跡内における鉄棒の出土分布状況を見ると、 N・o-4区付近
から多く出土している ことが見て取れ、 このー画に鍛冶工房が存在した可能性が高い。

羽口は外径8~10cm、送風孔径が 2 cm程度のもので、基部から先端部に向けて径が細くなる形態の

ものではなかったかと推定される。また、外形が円形ではなく、方形を呈する羽口も出土している。こ

れは他の羽口と比較して胎土がやや異なり、用途が異なっていた可能性も考えられる。鉄j宰には椀形j宰

と不定形鍛冶津があるが、いずれも小型で、大型の大鍛冶津のような鉄津は出土していない。不定形鍛

冶津には重量感のあるもののほかに、重量感に乏しいものも比較的多く 出土している。また、発掘調査

中に鍛造剥片の検出は行われなかったが、分析資料とした鉄津に鍛造剥片が付着していることが確認さ

れている。 化学分析によると始発原料は砂鉄であり、鉄津には精錬鍛冶津と鍛錬鍛冶津が存在している。

したがって遺跡では、鉄塊から不純物を除去したり成分調整をしたりする作業や、鉄器製作などの鍛錬

作業の行われたことが推定される。

遺跡から出土する鉄器を見ると、建築材である釘の出土数が多く、そのほかに鯨や短万といった武器

類、庖丁や万子などの生活具が出土している。鍛冶工房ではこうした鉄器類の製作あるいは修理を行っ

ていたのであろう。このような鍛冶関連造物や鉄器の様相から窺える元島遺跡における鍛冶活動の状況

は、中世の集落における鍛冶活動の一端を示している。そこでは鍛冶工人(職人)が工房を構え、日常

生活に必要な鉄器の製作や修理を行っていたものと考えられる。

ここでは参考までに、同じく中世の集落遺跡、である広島県福山市に所在する草戸千軒町追跡と比較す

ることにより、元島遺跡における鍛冶活動との相違点を見てみたい。

草戸千軒町遺跡は瀬戸内海に注ぐ芦田川の河口付近の中桝|に位置している集落遺跡である。集落は鎌

倉時代後半(13世紀後半)から室町

時代後半 (16世紀初頭)まで営まれ

ており、遺構や遺物の様相から 5期

に区分されている。 川の河口部に位

置し瀬戸内海に近く、7}<.運を利用し

た交通の便がよいという立地は元島

遺跡と類似している。羽口や鉄津な

どの鍛冶関連遺物は各時期から出土

しており、鍛冶遺構も炉跡や廃棄土

坑と見られる土坑が検出されている。

羽口や鉄淳の出土点数は比較的多く¥

活発な鍛冶活動の行われたことが推

定される。鍛冶遺構は追跡の中心区

均一

15叩

第3図 広島県草戸千軒町遺跡出土羽口



画と呼ばれる地域の西部や南部で検出されている。中心区画の西部で検出された炉跡 (SK2056~2059) 

は径35~65cm、深さ 15~25cmの土坑群である。 これら は同じ場所で何度も造り 替えられており、 長期間

にわたって一所で操業の行われたことが窺える。炉跡は基底部が残存した小さな土坑で、地下構造など

は見られない。また、追構面も何度も行われた集落の改変などにより撹乱が激しく、鍛冶炉に伴う工房

は明確ではない。

羽口は遺跡の全域から出土しており、ほとんどが破片資料である。全体の形態は円筒形をなすものが

多いが、基部が太く、先端が細くなる形状のものも出土しているO 断面形は円形のものがほとんどであ

るが、隅丸方形を呈するものもある。これらの羽口は外径が大きく送風孔径が小さなものと、反対に外

径がやや小さく送風孔径が大きなものなどいくつかの形態に分ける ことができる。こうした外形の違い

からは、鍛冶作業内容の違いにより羽口を使い分けた可能性も考えられる。羽口の外径は 8~10cm と元

島遺跡のものと同様であるが、送風孔径は 3~ 4 cm程度と元島追跡のものよりやや大きし可。先端部が激

しく熔融し、黒色ガラス質化しているものもあり、かなり高温での作業の行われたことが想定される。

鉄津は中心区画の西側を中心として遺跡全域に広く分布しており、椀形鍛冶津と不定形鍛冶津が見ら

れるO 椀形津には大小のものがあるが、大きさが1O~15cm程度のものが多い。これに対し元島遺跡の椀

形津は、大きさが 8'" 10cm程度のものであり、草戸千軒町遺跡、のものよりやや小型で、ある。

以上のような草戸

千軒町遺跡、の羽口や

鉄津を元島遺跡のも

のと比較してみると、

元島遺跡のものの方

が羽口の送風孔径や

鉄津の大きさがやや

小さく、羽口の熔融

状態も、現在残って

いるものに限って見

ると草戸千軒町遺跡

のものの方が激しく

熔融している資料が

多い。このことから

すると、 元島遺跡よ

り草戸千軒町遺跡で

の方が、大鍛冶に近

いような作業を含め

た、より大掛りな鍛

冶活動の行われてい

たことが考えられる。

次に遺跡から出土

する鉄器を比較して

みる。草戸千軒町遺

跡から出土した鉄器

としては釘や鎚など
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広島県草戸干軒町遺跡出土鉄器(例)
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2001、小都2002)。静縄県内の域館遺跡においても鍛冶活動が行われていたことは窺われるようである

が、調査桝が少なく、異体的にどのような操業が行われていたのかは不明な，点が多い(註)。こうした

点が明らかになれば、静開票域における中世の錨冶活動の樺相がー腫明擁になるであろう。また元島潰

跡からは、権解伊の一部と思われるものが出土している。これは遺跡内において掛物生産の行われてけ

たことを示唆するものであり、中世後期の集落内で鍛治活動と鋳物生産がどのようなかたちで行われて

いたのかについて明らかにすることも今後の検討課題である。

註

静岡幾内の城鯨遺跡の鍛冶関連遺構・遺物の状況については、静潟県教育委員会加藤望童文氏のご教示を得た。
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6.コウヤマキ Sciadopitys verticillata (Thunb.) Sieb. et Zucc. コウヤマキ科図16-18.

極めて保存性のよい針葉樹材でイチイ科同様、樹脂細胞、樹脂道を欠く。 分野壁孔は大型で菱形状

の窓状となる。

7. スギ Cryptomeriaiaponica (Linn.f.) D.Don スギ科図19-21.

年輪の極めて明白な針葉樹材で早材部、晩材部とも幅広い。 樹脂細胞は晩材部付近に多く 、多かれ

少なかれ接線方向に集まって配列する。 樹脂細胞の水平壁はおおむね平滑。分野壁孔は大型のスギ型

で開孔部の長軸がほぼ水平になる。

8.ヒノキ Chamaecyparis obtusa (Sieb. et Zucc.) Sieb. et Zucc. ヒノキ科 図22-24.

スギより一般に年輪は狭く、早材部に対し晩材部が顕著に狭い。樹脂細胞の水平壁はしばしば厚く

なり、 単壁孔があるので数珠状の肥厚となる。分野壁孔はl分野あたり 1-2個で、スギより一回り

小さいヒノ キ型~トウヒ型で、開孔部の長軸は斜上するO

9.サワラ Chamaecyparis pisifera Sieb. et Zucc. ヒノキ科図25-27.

分野壁孔がヒノキと同じくらいの大きさでやはり1分野あたり 1-2個、開孔部がヒ ノキより広く

スギ型になり、 開孔部の長軸はやや斜上する。

10. クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc.ブナ科図28-30.

早材部の大道管は年輪界に沿ってほとんど隙間無く配列し、 晩材部の小道管配列が火炎状となる。

11. スダジイ Castanopsis sieboldii (Makino) Hatusima ブナ科図31.

クりより早材部の大道管は一回り小さく、 隙聞を置いて配列する。放射組織はクリ同様単列向性の

みで、集合放射組織を欠く ことでコジイ(ツブラジイ)から区別される。

12.ブナ属 Fagus ブナ科図32-34.

大きな放射組織が特徴で、道管は晩材部の年輪界付近で明白に細くなる。イヌ ブナとブナは材では

区別できない。

13. コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図35.

中くらいの楕円~円形の道管が放射方向にjレーズに連なり、複合放射組織を持つ。多数あるアカガ

シ亜属 (カシ類)の種の識別は難しい。

14. コナラ属コナラ節 Quercussect. Prinus ブナ科 図36.

クリ同様の道管分布パター ンであるが、 早材部から晩材部への道管径の移行が急激であること、 複

合放射組織を持つことで区別される。

15.エノキ属 Celtis ニレ科図37-39.

早材部から晩材部にかけて順次道管径が小さくなり、小道管が複合して斜上した文様になる。放射

組織は大きく、鞘状となることが特徴。

16.ケヤキ Zelkovaserrata Thunb. ニレ科図40-42.

年輪始めに顕著な大道管が1層並び、 晩材部は薄壁多角形の小道管が集ま って紋をなす環孔材。放

射組織は背が低く 、上下辺に大きくふく らんだ結晶細胞を持つこ とが特徴。

17. シキミ IIlicium religiosum Sieb. et Zucc. シキミ科 図43-45.

極めて微細な道管がまばらに均一に分布する散孔材。年輪はじめの道管がやや太いのが特徴。放射

組織は1-2細胞幅で典型的な異性。

18. クスノキ Cinnamomum camphora (Linn.) Sieb. et Zucc. クスノキ科図46-48.

中型で丸~多角形の道管がいくつか複合したものが年輪はじめにあり、 晩材部に向けて年輪内に散

在しながらすこ しずつ直径が小さくなる。 柔組織が道管の周囲状にあり、 しばしば大きくふく らんで

精油を蓄積する(油細胞)。放射組織にも油細胞がある。



19.カツラ Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc. カツラ科 図49-51.

薄壁多角形の小型の道管が密度高く 分布する散孔材。 道管内に薄壁のチローシスが発達する。横棒

の数が20本程度の階段状穿孔。 放射組織は2細胞幅で典型的な異性。

20.ヤブツバキ Camellia japonica Linn. ツバキ科図52-54.

微細な道官が均一に分布する散孔材で、 階段穿孔の横棒は20本程度。放射組織は 2細胞幅が多く背

は低い。直立細胞の中に大きく ふくらんだものがあり、 単結晶を持つO

21.サカキ Cleyerajaponica Thunb. ツバキ科図55-57.

小道管が均一に分布する散孔材で、階段穿孔の横棒は多い。 放射組織は単列異性で背が高い。

22.ヤマザクラ Prunus jamasalくuraSieb. ex Iくoidz. バラ科図58-60.

大きめの小道管が比較的密度大きく分布する散干し材で、 道管内に茶褐色のゴム状物質を持つ。道管

内壁には顕著ならせん肥厚があり穿孔板は単穿孔。

23.キハダ Phellodendronamurense Rupr. ミカン科 図61-63.

年輪始めに大道管があり、晩材部では薄壁多角形の小道管が多数集まって接線方向につながる紋を

なす。道管内部には茶褐色のゴ.ム状物質を持つO 小道管のらせん肥厚が顕著。放射組織は接線面での

形がきれいな紡錘形。

24.カエデ属 Acer カエデ科図64-66.

小道管が年輪内に均一に分布し、道管の穿孔は単一、内壁に顕著ならせん肥厚を持つ。時に道管内

に黄褐色の物質がある。放射組織は向性。

25. トチノキ Aesculus trubinata Blume トチノキ科 図67-69.

小道管が単独あるいは放射方向に数個複合する散孔材。道管の穿孔は単一、微弱ならせん肥厚があ

る。放射組織は単列向性で層階状に配列する。

26.ゴンズイ Euscaphis japonica (Thunb.) Iくanitz. ミツバウツギ科 図70-72.

薄壁多角形の小道管が均一に分布する散孔材で、道管の穿孔は横棒の多い階段状。放射組織は単列

の直立細胞よりなるものと、大変大きな異性のものがある。

27.ミズキ属クマノミズキ類 Swidacf. macrophylla (Wall.) Sojak ミズキ科 図73-75.

小形の道管が密度低く散在する散孔材。道管の穿孔は横棒の多い階段状。放射組織は 2-4細胞幅

の典型的な異性。

28. トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図76-78.

年輪はじめの大道管から順次径が小さくなり、晩材部では壁の厚い小道管が主に放射方向に数個複

合したものが散在する。放射組織は2細胞幅で背が低く、向性。

29.イボタノキ属 Ligustrum モクセイ科 図79-81.

断面丸くて壁がやや厚い小道管がほとんど単独で均一に分布する散孔材。道管の穿孔は単一。放射

組織は 2細胞幅、背は低く、異性。
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元島遺跡出土木材の樹種組成

今回同定を行った11~14区の出土材285点と と もに 1~10区から出土した995点の同定結果が古墳時代

と中世に分けて表lに示しである。針葉樹、散孔材、環孔材、樹皮というのを除いて全部で67の樹種

(カテゴリ ー〉が認識されている。
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元島遺跡出土木材の樹種構成
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トチノキ 3 l 4 0.4 2 0.8 

モチノキ属 d つ η 白 0.2 

ニシキギ属 l 0.1 

ゴンズイ l 

ケンポナシ属 l 5 0.5 

グミ属 1 0.1 

クマノミズキ類 l l 0.1 1 0.4 

ハリギり l l 0.1 

ネジキ l 1 0.1 

シャシャンポ 1 l 0.1 

タイミンタチパナ l l 

カキノキ l 0.1 

ハクウンポク l 0.1 

トネリコ照 26 l 27 2.7 7 2.7 

イボタノキ属 l 0.4 l 

キリ 0.1 

針葉樹 4 4 0.4 

倣孔材 3 3 6 0.6 

環孔材 つニd 2 0.2 

樹皮 l 1 2 0.2 

総き| 779 96 995 21 264 117 

*1999・平成10年先行報告書の調査区から出土したもの。 2∞5・本報告書の調査区から出土したもの
8・鈴木・鈴木三男が同定した結果.埋!文-:;;岡県哩蔵文化財調査研究所が同定した結果を鈴木三男が使用する鮒団名に鋭み替えたもの

古墳時代の出土材は4区からのもの96

点、 13区からのもの21点、合計117点の

樹種が調べられた。それを建築材(柱根、

礎盤など)、土木材(ほとんど井戸枠材)、

舟材(丸木船および準構造船の部材〉、

農異(鋤鍬)、容器(寺IJ物)、その他用途

不明品の木材に分けて集計したのが表2

である。建築材には多様な樹種が使われ

ていることとコナラ節が最も多いのが特

表2.古墳時代の用材の樹種組成

徴である。

縄文時代の竪穴住居の用材はクリに集

中するが、弥生時代以降、クリから場所

によ り、クヌギ類(クヌギ節)、ナラ類

(コナラ節)、カシ類(アカガシ亜属)な

どにシフ卜する。東海地方では弥生時代

までには既に照葉樹林地帯となっていた

ことから、カシ類の多用が考えられたが、

カシ類はむしろ少なく、ナラ類に集中す

ることは天然資源の枯渇により二次林に

由来する木材利用であったことの反映か

も知れない。土木用材としたもののほと

んどは井戸枠の板材であることからスギ

樹極

スギ
コナラ節

ヒノキ
コジイ
スダジイ
モミ応
クリ
アカガシ亜属
サカキ
アカマツ
イヌマキ照

エノキ属
カヤ

キハダ
クスノキ

クロマツ
タブノキ

ネズコ
イボタノキ府

カエデ属
コウヤマキ

ゴンズイ
日ワラ
タイミンタチバナ
ヒノキ利

ムクロジ
ヤナギ属
ヤマザクラ

旬払。L4b‘ f;'1 

建築材 土木材 舟材 J~ミy目y 

勺掴~ 19 8 
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l 5 
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I 47 I北 | 2 

6 0.5 

ιつ」 0.2 

l 0.1 

5 0.4 

l 0.1 
d つ 0.2 

1 0.1 

l 0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

34 ムつ".ワl 

l 0.1 

1 0.1 

0.3 

6 0.5 

2 0.2 

つ】 0.2 

1259 

容器 その他 総 計

3 32 

14 

つιJ 5 13 

。
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Fω 》
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1 

:2 。

が多用されていることは妥当な結果といえる。また、同様に舟材にもスギが用いられ、東海地方の豊富

なスギ資源の活用が計られていたことを表 している。その他、材質がほとんど違わないと考えられるス
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ダジイとコジイで、スダジイは柱材の 5点、コジイは井戸枠材に 6点と、それぞれ偏っていて、両者を

区別して違った使い方がなされていた可能性も考え られるが、いずれにしても調査資料数が少ないため

はっ きりしたことは言えない。なお、キハダ、ムク ロジ、ゴンズイ、タイミンタチノてナの 4樹種は、 そ

れぞれわずかずつではあるが古墳時代のみの出土である。

一方、中世では1259点もの樹種が調べられ、 63樹種が同定された。最も多いのはヒノ キの317点 (25.2

%)で、ついで多いのはクリ (21.1%)、そしてマツ類 (クロマツ+アカマツ十マツ属)(19.1%)であ

る。スギは5.2%と、 東海地方の遺跡としては大変少ないが、これは明白にスギとわかる材は樹種同定

からはずしたことによるもので、実際はスギが最も多いのではないかと考えられる。このほかヒノキ科

ではサワラ、アスナロ、ネズコ、マツ科ではモミ属、ツガ属、それにカラマツ属も1)点あり、コウヤマ

キ、カヤ、イヌガヤ、イヌマキ属など多様であり、全体の 6害IJほどを針葉樹が占めている。広葉樹材で

クリについて多いのはト ネリコ属 (2.7%)、スダジイ(1.9%)、カシ類(1.5%)、ケヤキ(1.5%)、カ

ツラ(1.3%)とあり、それ以下は 1%未満の出土量である。これらの広葉樹のうち、落葉樹と看倣さ

れるのは33樹種で32.2%であるのに対し、常緑広葉樹と看倣されるのは17樹種でわずか5.8%しかない。

中世の用材の樹種選択

表3は中世の出土木材を、建築材、土木材、農具、容器、食事具などに大まかに区分したものである。

この区分で量が最も多かったのは建築材の672点で、その内訳はクリ (202点)、マツ罵 (161点入ヒ ノ

キ科 (151点、そのう ちヒノキは128点)、の 3者で全体の76%を占める。

建築材のうち牲材は540点で、内訳はクリが187点と最も多く、次いでマツ属全体で129点で、そのうち

クロマツが68点、アカマツが33点、どちらとも判断できなかった物が28点ある。それに続く のがヒ ノキ

科全体の99点で、そのうちヒノキが77点あり、建築材全体の傾向と同じく、この 3者で77%を占める。

ヒノキ科ではサワ ラ、アスナロも同定されているが数は少なく、大部分がヒノキである。クリは遺跡周

辺での生育が十分考えられるがヒノキなどは天竜川、安部川など上流部からの移送を考えなければなら

ない。これに対してマツ属はクリ同様、遺跡周辺での生育の可能性が十分考えられる。ク ロマツは海岸

に多く、 アカマツは海岸から山地帯まで広く生育する性質を持ち、いずれも陽樹でやせた土地でもよく

生える。花粉分析等の結果から、西日本では1500年ほど前からマツが増え始めるのに対し、関東、東北

では近世になる頃からであることがわかっている。 東海地方ではこの中間的な時期であることが期待さ

れるが、 本遺跡、での建築材へのマツ材の多用はこれを示していることが考えられる。なお、 中喧の土墳

を埋積する堆積物の花粉分析が少し行われており (元島I、遺物 e考察編 1-中世一、 473頁、 1999)、

マツ属の花粉が多産することが報告されている。 このほかの柱材に利用された樹種は実に様々であるが、

シイ、ナラ、コウヤマキ、カヤなどが多少とも目立つO なお、既に紹介したようにスギ材は肉眼的観察

により樹種同定試料から省かれているのでスギ材の利用は大変多いものと思われるが、 量的な関係は不

明である。

柱材に次いで多く出土した建築材は礎盤であり、 106点が調べられた。礎盤ではヒ ノキ (36点)と ク

リ(9点)が柱材と逆転して利用されているが、 これはやはりヒノキは板材としクリ材は丸太材として

利用することから来ているものだろう。マツ属材も20点と多く、他にスギ (11点)、モミ属(4点)な

どがある。

土木用材と区分されたものはほとんどが井戸枠材である。井戸枠材7U点中、 スギが19点と最も多く、

ついでマツ属、ヒノキ科、ク リ(以上8点)、シイ (7点)、モミ属 (5点)などとなっている。スギ、

マツ、 ヒノキなど針葉樹の板材と杭としてのクリの組み合わせになっているといえる。



表3. 中世の木製品の樹種選択

樹租 建築材;容器 j土木材j食事兵;葬送具j政具:装身具j発火具il霊綴具..祭最E具j紡絵具!文具 jその他|総計

アスナロ

ヒノキ科

5 : 

2 : 

5 

6 : 44 

っ :

3 : 5 : 65 359 

-フコ
ワ
ズ
サ

ネ

10 

4 

2 

11 : 
つ

5 : 

21 

ヒノキ 128 

7 

85 

6 
F 
U 

11 3 2 24 

(ヒノキ科合計)* 1 151 i 102 i 8 : 45 : 9:  : 5 ・ 11 : 2 : 6 : 4 : 5 : 67 1 415 
クリ 1 202 : 42 : 8 : : 1 : 2 : 1 : : :::  15 1 271 

クロマツ 1 76 i 6 i 8 : : 10 ・ 3:  : : i 1 i : : 2 I 106 
アカマツ 1 34 : 4 : 1:  : : : : : : : : : 1 39 

マツ属 I 51 : : 1:  i 8 : 1 i i : i 1 : 2:  : 35 I 99 
(マツ周合計) I 161 : 10 i 10 : : 18 ・ 4 ・ : : : 2 i 2:  i 37 I 244 
スギ 1 17 : 11 19: 3 : 1:  : 3 : 2 : 9 ・ 1 : 1:  : 29 1 96 

トネリコ属 I i 3.3 : : : : : i : : i ! i 1 I 34 
スダジイ I 21 : 4 : 1:  i i 1 i 1:  ! ! ! ! : 2 I 30 
コジイ 1 1 : ・ 6 : ・ : : : 1 1 8 

(シイ腐合計) I 22 : 4 : 7 ! : 1:  1:  : : : ! : 3 I 38 
コウヤマキ 1 19: : : 2 : : : 1:  : : : i 2 1 24 

コナラ節 I 15: : 2 : : 2 : 1 : : : i : ・ ! 4 I 24 
アカガシ亜腐 1 5 : 1:  i i i 10 ・ i i 1 i : 5 1 22 

ケヤキ 1 1 18:  白 : : : :  : 目 : 1 19 

モミ腐 1 7:  ~5 : ~ ~ : ~ ・ : : ~ 5 1 17 
カツラ 1 : 16 i 白 . . ・ : ・ i i : i 1 16 

カヤ 1 11 i i 2 i : i i i i i 1 13 

ツガ腐 1 7 : i : : : !:: ! ! : 5 1 12 

ヤナギ属 1 6:  : 1 i i i i i i i i 3 I 10 
タプノキ 1 211l2~ ~ ~ 12i  i ~ i 目 2 I 9 
サカキ I 3 : 2 : 1 : : 1 i : ::  ・ 1 7 

ブ士民 .I.. .. ..~. .. . . l.... ..~~し ・ 1 ・ 1..... ...... ..1.. ... ...... ...l...... .......1........ .... .1... ....... ...1 ........ ... ..1... ..... .... .1...... ..... ..1.... ..? 
トチノキ 1 : 5 ! ! : ! : :  ! i i 1 1 6 

ケンポナシ廊 I 2 i 3 i i : : : i : : : : ・ I 5 
モクレン腐 1 : 2 i 2 : 1 : i i i i 1 5 

イヌマキ腐 1 1: 1 :1:  ! : : : : : : : 114  
山 ・ ・ ・ ・ ・ ・4‘・・・…一・…，，，...・・・・・・小…

クスノキ 1 i :1  : : 1 1 : 11 4 
山 … -…ー・・・ー ‘ 句 ' ・ 》 ・ ............................................_........................ー

イヌシデ節 I 3 ・ 1 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ・ : : : I 3 

エノキ属 1 .3! : ! : : i i : : 1 3 

ザクラ属 1 2 : :  : 1 1 3 

ムクノキ 1 2 : : i : : : 1 i : : : : : 1 3 

ヤマザクラ I 2 i 1:  : : ! ・ : : : : : I 3 
イスノキ | ・ ・ 2 ! : : : I 2 
イボタノキ属 I : : 1 : :!  !!  : 1 : ! 1 

ウパメガシ I i : 1 : ・ : 1 : : : : 1 

カエデ廊 I 1 i : ! ! : ! ! ! : : 1 I 2 
キハダ I ! ! 2 : :: : : :: : : I 2 
クマノミズキ類 上 2 j ; ・ 1.............1.............1.............i.............1.............1.............1.............i.............1.....? 
シキミ 1 l!  : : 1:  ! : : ! : : !  1 

ハンノキ節 1 1 : 1 i i 1 

ヒサカキ 1 : : :  : ::  1 1 1 

モチノキ 1 1 ! l!  : : : ! ! ! :!  1 

ヤプツバキ 1:  ::  1 1 ・ I 
アカメガシワ I 1 : : : !!  ! :::  1 

イヌガヤ I 1 ! : 白 白 : ! : 1 

ウルシ I 1 : : : I 
カキノキ 1 ! : 1 : : ! 1 

カラマツ 1 : : 1 1 

キリ 1 1 1 

クスノキ利 1 1 ! ・ • • ‘ | 

グミ腐 1 1 ー : ・ 1 

ゴンズィ 1 1 ー i 1 

ザイカチ I 1 ・ : ! ::  I 
!オワグルミ i 

シャシヤ りポ I ・ •... ーし・ 山 jλ.  ・ L.............L... .. .. ... L....~ ....1. ....1 
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シロダモ I 1 i i i i i ・ i i ; i ; ; I 1 
タイミンタチバナ I 1; ; i i ; ; ; i i ; ; ; I 
ニシキギ属 I ; i ; i i ・ ・ ; i i i 1 Iユ

l ・0・“い日・・・・.1...・u ・4・・・・・・・・・・・・5・・・ ・ ー ・・・・+・・・u
ニレ腐 I 1;  i : i i i i ! ; i i i I 1 

I...... ...... . ~ ... ......... . ，・ ・ ・ 2・・e・・・"...令・...・・・・'"・2・・・・・・・・・・・・・今・・・・・・・・・・・・・1・............-:-......・......t...・・....・-目内日・・・・・・・u・・3・・・・ ・・・H ・H・...
ネジキ I 1:  : : i : :: ;; : ; I 

ネムノキ I 1 ・ : : : : j j j j j j j I 1 
ハクウンポク I 1 i ! ; ; ! ; ; i ; ; i ; I 1 

I '. . .'... .. ... ~. . . ..，.. . . . . .. . .'.. . ...，...- . .. . . . ........ . . .. . .. . .. . . . .... . . . ......，....... . . . .. . ...-..... . . .. . .......，.... .. ..…-…… … ・-……… … “・一 -…
ハリギリ I 1 : : : ・ ‘ : : : : :  : I 1 1.............，:..............;.. ー・・ ・・ ・ ~ ...".... . . . .. . .. ・・・・・・H ・・..........目.................目，ふ・・・・・・・ー"“.............・・.:......目・a・・・・・3・・・・・・・・・・・・........
ムクロジ 1 : : : : : ::: : : : 1 1 1 
針葉樹 I 3 ::  ; ; 1 ::  :::  I 4 

環孔材 I 1 : : :  : :::  ]. I 2 
散孔材 3 i i i 1 i i ; ! : ; ! : ; 2 I 日
|樹皮 i . . ー : ー : : : ・ I 1 

E 計 I672 : 258 : 73 : 56 : 31 : 23 : 21 : 13 : 12 : 9 : 9 : 5 : 191 I 1373 
*同じ分III酵のものをmめて集計した数

容器は曲物(折敷を含む)、警IJ物、挽物、箱物、桶・樽に更に区分して集計してみた(表4)。用材は

明確で、曲物はヒノキがほとんどでその他にはスギが使われるのみである。これに対して挽物(漆器椀

がほとんど)にはクリ、 トネリ コ属が多く、ついでケヤキ、カツラ となっている。これは他の多くの遺

跡からの出土品と大変違った用材である。縄文時代から考Ij物・挽物の容器には トチノキ、 クリ、ケヤキ

がよく 使われてきており、その用材観は現在にもつながっている。確かに本遺跡のク リ、 ケヤキはその

流れに乗るようにも見えるが、しかし一般には時代が下るにつれ、ブナ材の多用が認められるようにな

り、皿などではケヤキが多いものの、 椀には圧倒的にブナが使われるようになる。 そのような例は越前

朝倉遺跡(朝倉氏遺跡資料館紀要1990、16-22頁)などでは極めて顕著に見られる。 また、 クリは縄文

時代では寺Ij物への代表的な利用樹種の一つだが、古代以降ではその相対的な重要度は随分と小さなもの

になってくる。さらに、ト ネリコ、アオターモ、シオ ジなどのト ネリコ属材も漆器木地によく使われるも

のではあるが、これを使った漆器椀が沢山まとまって出土した遺跡の例は未だない。 また、カツ ラも同

様で、 100点くらいの出土で、 1• 2点というのが通常といえる。その意味で、クリ、 トネリコ属、カツ

ラが大変多いこ と、ブナがないことが当遺跡の挽物(漆器)の用材の特徴といえよう。

食事具とされている物の大部分は箸で、その他匙、しゃもじなどがある。 56点中45点をヒノキ科(ヒ

ノキ〉が占め、スギはわずか 3点と少ない。葬送具とした物は木棺材で、 31点中、マツ属が18点、ヒノ

キ科が9点で近世に多用されたスギ、モミはない。農具は23点でカシ類 (アカガシ亜属)の鋤鍬や農具

の柄が目立つO 装身具とされたもの下駄が18点、櫛が3点で、下駄にはスギ、ヒノキ、タブノキ、ネズ

コ、ク スノ キ、コウヤマキなど様々な樹種が使われ、 キリ下駄も 1点あった(ホオノ キニモクレン属は

ない)。 櫛は2点、がイスノキ、 l点がヤブツバキである。イスノキの櫛は古代以降近世まで広く 使われ

てきているが、ツバキの利用は鳥浜貝塚遺跡の朱塗りの櫛の例があるが、余り使われるものではない。

発火具と したものは火績日で、 ヒノキが11点、 スギが2点である。運搬具とは舟材で、構造船の部材は

スギがほとんどでサワラも使われている。 極めて珍しい木製の碇はヒサカキで、 材が硬く粘り強いこと

から選ばれたものと思われる。因みに比重は0.71で針葉樹より重いが、ヤブツバキの0.81、サカキの0.73

に比べれば軽いと言える。 祭杷具とは舟形、万形などで、ほとんどがヒノキである。塔婆はマツ属で、

現在のモミ の使用と異なる。紡織具としたものは糸巻きや織機の部材、編み錘などで、ヒノキ、マツな

どが使われている。なお、編物 (アンペラ) 1点はヒノキであった。文具としたものは木簡で 5点とも

ヒノキであった。 その他としたものは材片 ・部材で用途が不明なもの、 棒状で用途が不明なものなどを

まとめたもので、 ヒノキ科、マツ属などが多いこ とから全体の出土材と同じ傾向にあるといえる。
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以上、当遺跡での出土木製品の用材を見てきた。

この遺跡では ヒノキが圧倒的に多く、 ヒノキ科の

サワラ、ネズコ、アスナロなども含めて、全体の

1/3を占めるほどであることが第一の特徴として

あげられるだろ う。 東海地方の遺跡ではスギ材の

利用が一般的であるのと異なっているが、これは

樹種調査の偏りの結果と思われるので、スギとヒ

ノキの量的な関係は検討を控えるこ とは既に述べ

た。ヒ ノキに次いで多いのはクリだがこれはもっ

ぱら柱材としての利用であった。この追跡の次の

特徴は既に指摘したよ うにマツ材の多用である。

断片的な花粉分析結果でもマツ属花粉が圧倒的に

多いこ とから、当時はマツ林がかなり広がってい

たことが考えられるO この他実に多様な樹種が認

められ、遺跡周辺の山林に由来すると見なされる

ものから、ヒ ノキなどのように水運を通してこの

地にもたらされたものなどがあるといえる。
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表4.容器の樹種選択

樹紐 曲物 箱物 挽物 寺リ物 相僻 総計

ヒノキ科* 92 4凶3 4 4 102 

クリ 42 42 

トネリコ属 内。。η 内。向3 

ケヤキ 18 18 

カツラ 16 16 

スギ 11 11 

マツ属* 9 10 

トチノキ 5 5 

スダジイ 4 4 

プナ属 4 4 

ケンポナシ属 3 3 

サカキ 2 b つ

モクレン属 勺d 。臼

アカガシ亜局 l 

イヌマキ属 i 

サイカチ l l 

タブノキ l 1 

ハンノキ節 l 1 

モチノキ i 

総計 103 つー 135 13 5 257 

事ヒノキ科およびマツ属の樹舶は集計してそれぞれヒノキ科白マツ属として茨示



1 力ヤ (標本番号7962)木口x100 4. イヌマキ属 (標本番号7861)木口x100 7: アカマツ(標本番号7942)木口x100 

2. 同板目x100 
5. 同板目x100 
8. 同板目x100 
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3. 同柾目x400
6. 同柾目x400
9. 同柾目x400



10 クロマツ (標本番号7936)木口x4013:ツガ属 (煙本番号7866)木口x100 16 コウヤマキ(標本番号7976)木口x100 
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19. スギ (標本番号7994)木口x100 22 ヒノキ(標本番号7922)木口x100 25:サワラ (標本番号8006)木口x100 
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28. クリ (標本番号7931)木口X40
31.スダジイ (標本番号7823)木口x40
33. 同板目x100 
35. アカガシ亜属 (標本番号7836)木口x40

29. 同板目x100 30.同柾目X200
32.ブナ属 (標本番号7764)木口X40
34. 同柾目 x200
36. コナラ節 (標本番号7975)木口x40



37. エノキ属 (標本番号7910)木口X40
40. ケヤキ (標本番号7785)木口x100 
43. シキミ (標本番号7832)木口 x100 
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38. 同板目x100 
41.同板目 x100 
44. 同板目x100 

39.同柾目x200
42. 同キ正目 X200
45.同柾目 X200



46. クスノ キ(標本番号8027)木口x100 
49. カツラ(標本番号7825)木口 x100 
52. ヤブツバキ (標本番号8016)木口x100 
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47.同板目x100 
50.同板目x100 
53.同板目 x100 

48.同柾目X200
51. 同柾目x200
54. 同柾目 x400



55. サカキ〈標本番号7797)木口x100 
58. ヤマザクラ (標本番号7925)木口x100 
61.キハダ (標本番号7824)木口x100 
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56. 同板目x100 
59.同板目x100 
62. 同板目x100 

57. 同キ正目x200
60.同柾目X200
63. 同キ正目X200



64. カエデ属 (標本番号7919)木口 x100 
67. トチノキ (標本番号7777)木口x100 
70. ゴンズイ(標本番号7918)木口x100 

65. 同板目 x100 
68. 同板目 x100 
71.同板目x100 

66. 同柾目x200
69. 岡本正目x400
72. 同柾目x200



73. 
76. 
79. 

クマノミズキ類(標本番号7903)木口 x100 
トネリコ属 (標本番号7789)木口 x100 
イボタノキ属 (標本番号7831)板目 x100 

74. 
77. 
80. 

75. 
78. 
81. 

同柾目 x200
同キ正目X200
同柾目x400



元島遺跡で検出された液状化現象の痕跡

1.はじめに

寒川 旭 1)・小長井一男 2)・伊藤寛倫3)

1 )独立行政法人産業技術総合研究所

2 )東京大学生産技術研究所

3 )国土交通省東北地方整備局

静岡県埋蔵文化財調査研究所が平成14年度に発掘調査を行った磐田郡福田町豊浜の元島遺跡において、

大地震に伴う液状化現象の痕跡が検出された。著者らは平成14年6月と 8月に現地調査を行ったが、そ

の観察結果に基づいて概要を報告したい。

2.液状化跡の形態

2-1.砂脈の平面図

袋井市と磐田市の境界を流れる太田川は、

春埜山 (標高883m)に源流を発して南流し、

遠州灘に注いでいる。元島地跡は、沖積低地

を流れる太田JI [下流の右岸に沿って発達して

いる。平成14年度には、南北および北西一南

東方向に向かうV字形の14区の発掘調査が行

われ(図 1)、液状化現象にともなう多く の

砂脈が検出された。

図2には、北西一南東方向にのびる発掘区

の西端(図 1に位置を表示)で検出された砂

脈の平面図を示した(写真 1)。最大幅 4cm、

長さ最大1.3mで、概ね北東一南西方向にの

びる 5 本の砂脈 (a~eとした)が見られが、

砂脈の内部は細磯~極細粒砂で満たされ、場

所によって粒度組成が異なっている。

a (最大幅 2cm、長さ30cm)では、図に示

した上半分(北東方向)が極細粒砂~細粒砂、

下半分が中粒砂で構成されている。ちなみに、

極細粒砂はO.063~O. 125mm、細粒砂はO.125mm

~O.25mm、中粒砂はO.25mm~O.5mm、粗粒砂は

O.5mm~ 2 mm、!擦は 2mm以上で、~で表示し

た場合には~の前側に表示した方が卓越して

いる。

♂ ¥ 

凶 ーベ
l' 

。

図1 位置図

¥手、1

♂， 

静岡県埋蔵文化財調査研究所作成の図に加筆したもの。
14区の範囲を斜線で示して，図 2~4 の位置を示した。

b (最大幅4cm、長さ1.25m)は中央よりやや下方の長さ約10clllの範囲で最大径4mmの醸と粗粒砂で

構成され、その他の 4箇所でも最大径 1cmの礁と粗粒砂で構成されている。そして、砂脈内のそれ以外



では組~細粒砂で構成されている。

c (最大幅2cm、長さ50cm)は南へ向かつて弧を描いており、細かく見ると複数の砂脈の集合体であ

る。齢、脈の中央が最大径5mmの礁と粗粒砂で構成されているが、末端では中~細粒砂になる。

d (幅 1cm、長さ60cm)はcから枝分かれして南西方向にまっすぐのびており、中~粗粒砂で構成さ

れている。

e (最大幅4cm、長さ90crn)はaとbの上半分に平行しており、 2箇所で枝分かれしている。そ して、

図に示した下半分が中~細粒砂、上半分が細粒砂~極細粒砂で構成されている。

砂脈の内部で、場所によって粒度組成が異なることは、他の遺跡の砂脈についても多く認められてお

り、液状化現象の発生に伴って地下水が上昇する際の流速の差異などが主な原因と考えらている(寒川、

1999など)。

図2には 2つの遺構 (SF208・SP202)

が見られる。このうち、 SF208(ピット)

については、この縁に沿う形で砂脈が分布

しているので、遺構が埋まった後に、埋土

と地山の境界に沿って(両側の地質が異な

るので、容易に引き裂くことができる)噴

砂が上昇したものと思える。 SP202(ピ ッ

ト〉については、図2を作成した時には埋

土がすでに除去されていたが、砂脈が遺構

の埋土を引き裂いていたことが静岡県埋蔵

文化財調査研究所の調査で把握されている。

写真1元島遺跡で認められた砂脈とピット
図2に対応している。本稿の写真はすべて寒川撮影。

¥ 

図2 元島遺跡における砂脈の平面図(その 1) 
砂をドットで表現したが， ドットの大きさは粒子の
大きさに対応させている。 斜線は遺構を示す。
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図3は南北にのびる東側の発掘区の中央に分布する砂脈について、 平面凶を示したものである(図 l

に位置を表示、写真 2)。この砂脈(図 1の砂脈から約15m北東の位置〉は最大幅10cm、長さ1.3m以上

だが、中央で折れ曲がり、図の上半分が東西方向、下半分が北西-南東方向になる。砂脈の中央部には

最大径 5rnmの磯を含む粗粒砂が見られるが、それ以外は細~中粒砂で構成されている。溝跡 (SD206)

には削られているので、この溝より前に生じた痕跡である。

0 2Ocm 

、、く→~

80206 

図3 元島遺跡における砂脈の平面図 (その 2)
砂を ドット で表射 したが， ドット の大き さは粒子の

ムきさ に対応させている。j'，_:1線は辿

2・2.砂脈の断面図

南北方向にのびる東側の発掘区では、

図3から数m北の位置で、N40
0

W 

方向の砂脈が数多 く発達しており、 砂

脈に斜交する南北方向のトレンチ(既

存の卜 レンチ〉を利用して砂脈の断面

形を観察した (図4、写真3)。

写真2元島遺跡で認められた砂脈と溝跡
[6:1 :3に対応 している。

この図に示 した砂脈の最大Ili~ は 3 cm 

で、大半が上昇の途中で途切れており、

地震当時の地表面まで到達しなかっ た

ことを示している。砂脈の多くは中世

の造物を含む地層を引き裂いており、

一部は中世後期の柱穴の内部に堆積し

た埋土を引き裂いているが、江戸時「、

の地屈を引き裂くものは見られない。

写真3元島遺跡における液状化跡の断面形態 (遠景)
指さ している位置に砂脈が分布している。



この卜レンチにおいて、砂脈の内部に噴砂を供給した地層を観察する目的で、さらに下方に向かつて

掘削を進めた。この結果、海抜 0.4'-"" -0.6mを上限(現在の地表面から約 4m下方)として、 最大径

7 cmの磯を多く含む砂磯層(太田川によって運搬された河成堆積物〉が厚く堆積しており、砂脈内の砂

がこの層から供給されたことがわかった(図 5)。

図5は、園 4の左端に図示した 2本の砂脈 (f • gとする)について断面形を示したものである O 左

の砂脈(f )の幅は最下部で 4crn、最上部で 2crnとなり、ほぼ真っ直ぐに上昇しているが、砂脈内部の

砂の粒度組成は位置によって異なるので、砂脈で上から 1'-""10と名付けて、それぞれの位置での粒子の

状態を示した。

1は幅 2cmで構成物は極細粒砂、 2----3は幅 2，-...， 3 crnで、構成物は細~中粒砂、 4は|幅 3cmで構成物は

中~細粒砂でシルトの小ブロックを含む。 5は幅 2crnで、中~細粒砂、 6は幅 2，..._， 3 cmで、構成物は中~粗

粒砂でシルトの小ブロックを含んでいる。 7 は最大*~ 3 crnで、構成物は粗~中粒砂で、下方は細長く枝分か

れしているo 8は最大幅2cmで上に向かつて細くなり、 構成物は最大径5mmの磯を含む粗粒砂で、五、回くなっ

た部分は粗~中粒砂になる。 9は上部で 3cm下部で1.5 CIIlと下が細くなっており、構成物は最大径 8mm 

の隊を含む粗粒砂である。 10は幅 4cmで、最上部で 9と接する部分が大き く屈曲し、 構成物は最大径 2cm 

の礁を含む砂磯である(写真4，-...， 6 )。

一方、砂脈gの最大|隔は約 1cmで、 途中で途切れながら斜め上方に向かつており、内部は細~極細粒

砂で構成されている O 図5には|幅 7crn前後で、水平に堆積した細~極細粒砂が見られ、砂脈gはこの地層

から上昇しているように見られる。
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元島遺跡における液状化跡の断面図

砂を ドッ卜で表現したが， ドッ卜 の大きさは牧子の大きさに対応させている。斜線は辿構を示す。

アミは15世紀代の辿構確認町上の包含屈を示す。この図で右方向が北である。
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図4



g 

一一 --l_-一一ーー

o 20cm 

図5 元島遺跡における砂脈 f• gの断面図
砂 .11離をドットで表現したが， ドットの大きさは粒子の
大きさに対応させている口

写真5元島遺跡における砂脈 fの断面形態
砂!脈の下部を示 しているロ (その 2)
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写真4 元島遺跡における砂脈 fの断面形態
(その 1) 

液状化した砂磯!丙と砂脈の最下部を示しているO

写真6元島遺跡における砂脈 fの断面形態

砂1]*のclコ~よ部を示 しているo (その 3)



この図では砂磯層で液状化現象が発生しているが、砂脈の内部では顕著な「級化(上部ほど細かい粒子

が卓越する現象)Jが生じている。このため、機は砂脈の下方に取り残され、砂脈の上部は細~極細粒

砂で構成されている。

液状化現象は細かい砂層で発生すると、一般的に考えられているが、遺跡発掘現場で観察を重ねる中

で、磯の比率の大きい砂傑層でも液状化現象が生じた事例が多く認められるようになった(寒川、 1992、

1999 ;小長井、2002など)。

元島遺跡でも砂磯層で液状化現象が発生しているが、砂脈内を噴砂が上昇する過程で級化が生じてい

るので、地震当時の地表面には細粒砂が流れ出した可能性が高い。このことは、地面に流れ出した噴砂

と、 液状化現象が発生した地層の粒度組成が必ずしも同一でないことを示唆しており、地震発生直後の

調査などで、今後、念頭に入れる必要がある。

3. 液状化の原因となった地震

3-1.地震跡の形成年代

今回の発掘現場において認め られた砂脈のうち、 図2"'"'5に示したものについて、 形成年代の検討を

行った。

図2に示したSF208.SP202については、 15世紀後半頃の年代と考えられている (以下、遺構の年代

は発掘担当者の見解に基づいている)。砂脈がSF208の縁に沿っており、 SP202の埋土を引き裂いてい

ることから、15世紀後半以降に生じた地震に伴う痕跡と考えられる。

図3では、 15世紀後半から16世紀後半までの聞に限定されるSD206が砂脈を削っており、砂脈は16世

紀以前に形成されたこと になる。

図4では、 15世紀後半と思える柱穴の埋土を砂脈が引 き裂いている。さらに、 一部の砂脈の先端は15

世紀の造構確認、面上の包含層を引き裂いている。このため、これらの砂脈の大半は15世紀後半以降に生

じたことがわかる。一方、砂脈の先端が17世紀初頭以降の堆積物まで達していないが、 砂脈が地震当時

の地下で消滅したこと も考えられるので、 17世紀以降の地震に伴う砂脈の存在については不明である。

当追跡、では、 多くの砂脈が認められるが、 それぞれの砂脈について独立に形成年代を絞り込むことは

できなし、。ただ、図 2"""'5について、これらの大半が lつの地震 (あるいは近接した年代の地震〉で生

じたと仮定すると、 15世紀後半以降で16世紀以前の年代に絞り込まれる。

3-2.地震跡をもたらした可能性のある地震

当選跡周辺地域に最も強い地震動を与える巨大地震の発生時期について図6に示した(寒川、1992、

2001)。

日本列島の東海~四国沖の海底には南海 卜ラフ (東端の駿河湾の部分は駿河 トラフ)が発達し、ここ

でフィリピン海プレートの先端がユーラ シアプレートの下にもぐり込みながら巨大地震を引き起こして

いる。 トラフの東半分で発生するのが東海地震、西半分で発生するのが南海地震だが、 最近では、 駿河

トラ フの部分を 「想定東海地震」 とし、 それ以外を東南海地震とする名称がよく 使われている。

この図に西暦で示したのは、記録から把握できる両地震の発生年代である。南海地震の場合、『日本

書紀』 に記された684年の白鳳南海地震を含めて8回の発生年がわかっているO 特に、史料の豊富な江

戸時代以降では4回の発生年がわかり、被害の様子も把握されている。1605年の場合は震動が小さく て

津波だけが押し寄せる「津波地震」 でA......，D地域から発生したと推測されている。

1707年にはA'""-'E全域が同H寺に破壊して大型地震が生じ、一括して 「宝永地震」 と呼ばれている。
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1854年には 12月 23 日に C ~E か ら

「安政東海地震J(M8.4程度)が、翌

12月24日にA・Bから「安政南海地震」
(M8.4程度)が発生している。

昭和の場合は、 1944(昭和19)年12

月7日午後 l時35分にC・D地域から
地震が発生したが、規模が小さくて

(M : 7.9) E地域にまで破壊が及ばな

かったため「東南海地震」と呼ばれて

いる。この地震で静岡県の沿岸部に広

がる沖積低地や埋め立て地で大きな被

害が生じた。 袋井市と磐田市の境界を

流れ、当遺跡が東岸に位置する太田川

では、両岸の堤防が広い範囲で引き裂

かれ、真ん中が2mも沈下した。

この 2年後の1946(昭和21)年12月

21日午前4時19分にはA.Bから「昭

和南海地震」が生じたが、これも地震

規模 (M8.0)が小さかった。

江戸時代より前では、 1498年 9月20

日午前8時頃 (明応7年8月25日辰刻)

の明応東海地震にヮいては多くの記録

があり、「明応七年八戸月二十五日、諸

国大地震、遠州前坂と坂(橋)本の聞

の川に津波入り、一里余の渡しとなる、

是を今切と号すJ( r東栄鑑~) な ど、

激しい地震動と大津波の記録がある。

これまで淡水湖だった浜名湖の南側が、

津波で切断されで海と繋がり、この地

点、を「今切Jと呼ぶようになった。

lアソ J

2船戸

3宮/前

4神宅

5古城

6中島田

7黒谷川宮/前

8黒谷川郡頭

9小阪邸跡

10池島福万寺

11石津太神社

12下回

13藤並

14箸尾

15川辺

16田井中

17下内謄

18東畑廃寺

19尾張国府跡

20門間沼

21地蔵越

22田所

23御殿二之宮

24袋井宿

25坂尻

26鶴松

27原川

28元島

29上土

30川合

( 1-30は遺跡名)
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図6 南海 トラフから発生する巨大地震の年代
西暦は史料から求めた発生時期。縦線は遺跡で検出された
地震跡の年代幅をしめす。 20-22は服部(1998)に基っく。
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この地震に対応する南海地震については、記録が無く、存在が不明であった。しかし、 高知県中村市

のアゾノ遺跡や、徳島県板野郡の宮ノ前遺跡で15世紀末頃の液状化跡が検出されたこ とによって、明応

東海地震と連動するような明応南海地震が存在した可能性が高くなった(高知県教育委員会、 1989;寒

川、1992;菅原、 1999など)。

この他にも、図6に示したように、 東海地震や南海地震によると考えられる地震の痕跡が数多く認め

られている。これとともに、記録が見つかっていない東海地震・南海地震も把握できるようになり、 両

地震の発生の歴史が詳細に把握されるようになった。

元島遺跡に関しても、過去の発掘調査において、 1498年の明応東海地震に伴う液状化現象の痕跡やこ

の地震に伴う被害の痕跡、さらに、江戸時代以降における2時期の液状化跡が検出されている(加藤、

1996 ;静岡県埋蔵文化財調査研究所、 1998)。

近隣では、磐田市教育委員会による御殿二之宮遺跡で安政東海地震の液状化跡、袋井市教育委員会に

よる袋井宿東(田代〉本陣跡で液状化跡と直後の火災跡が検出されている(静岡県袋井市教育委員会、

1994 ;寒川、1997など〉。

一方、 静岡県埋蔵文化財調査研究所と袋井市教育委員会が調査した坂尻遺跡では7世紀後半の顕著な

液状化跡が検出され、『日本書紀』 に書かれた 「白鳳南海地震」に対応する東海地震の痕跡と考えられ

ている(静岡県埋蔵文化財調査研究所、1991;寒川、1992;静岡県袋井市教育委員会、1995など〉。こ

の地震の痕跡と考えられるものが静岡市川合遺跡でも検出されている(静岡県埋蔵文化財調査研究所、

1995)。

有史以前でも、 袋井市教育委員会による坂尻遺跡で古墳時代前期後半頃の液状化跡、静岡県教育委員

会による袋井市原川遺跡では弥生時代E期末頃の液状化跡が見つかっており東海地震の痕跡である可能

性がある(寒川、 1992、1997など)

本稿で紹介した元島追跡の地震跡については、過去の東海地震(東南海地震)で発生した可能性が高

い。前述のよ うに15世紀後半以降で16世紀以前に絞り込まれると考える と、1498年の明応東海地震が該

当する。過去における元島遺跡の発掘調査でも、この地震の痕跡が検出されており、この遺跡内の広い

範囲にわったって液状化現象が発生したものと思える。

4.まとめ

元島遺跡14区において、激しい地震動に伴う液状化現象の痕跡が観察された。発掘現場に分布する砂

脈の内部は、場所によって、様々な粒度組成の砂・礁で構成されており、 地下水の流速の違いに対応し

ていることが推測される。

齢、脈を横切る卜レンチにおける観察結果から、地震当時の地面から約1.8mの深さに堆積した砂磯層

(最大磯径 7cm)で液状化現象が発生したことがわかり、砂脈内では上に向かつて粒子が細かく なる

「級化」が顕著に見られた。当時の地表面には細粒砂が流れ出した可能性が高く、液状化現象が発生し

た地層と地面に流れ出した噴砂の粒度組成が異なっていたことが推測される。

当遺跡に液状化現象をもたらした地震として、 1498年の明応東海地震などが候補に上げられる。静岡

県地域は、太平洋側海底に発達する南海 トラフから発生する巨大地震である東海地震 (あるいは東海 @

東南海地震)による被害を繰り返して蒙っており、 21世紀中頃にも次の巨大地震が予想されている。

将来、南海 トラフから発生する巨大地震の時期や被害を考える場合、 過去の発生年代や地盤災害の様

子を詳しく把握して、そこから得られた規則性などを生かすことが大切である。このための一つの有効

な手段は、本報告に記載したように、追跡に見られる地震の痕跡を詳しく観察することである。考古学

の発掘調査には、過去の出来事を把握するだけでなく、将来の私たちの生活を守る重要なヒントが含ま
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元島遺跡2次調査出土の中世陶磁器について

溝口彰啓

(静岡県教育委員会文化課〉

はじめに

平成 6~9 年にかけて実施された元島遺跡 1 次調査では大量の中世陶磁器が出土 している。平成11年

に発行された『元島遺跡 1 (遺物・考察編1一中世一)Jでは元島遺跡の時期的な変遷、遺跡の性格に

ついて詳細な報告がなされ、東海地域でも有数の中世集落像が明らかとなった。その分析手法のひとつ

として遺物の破片点数計測が行なわれており、その成果に寄与している。また、平成12年に刊行された

『横地城跡総合調査報告書資料編』では遺物の静岡県地域における破片点数計測データを掲載し、中世

遺跡資料の共有化で大きな成果を上げている。今回の調査においても瀬戸美濃系陶器及び貿易陶磁の破

片点数計測を行った。 ここでは基本的には資料の公表を目的としているが、その過程の中でいくつか気

付いた点を以下に列挙してみたい。 なお、分類・計測にあたっては瀬戸美濃系製品を藤沢良祐氏に、貿

易陶磁を小野正敏氏にそれぞれ指導をいただいた。編年・分類については、 瀬戸美濃製品は藤沢氏編年、

貿易陶磁は『横地城跡総合調査報告書資料編』分類に依っている。

瀬戸美濃系施軸陶器について

瀬戸美濃系施糊陶器は器種別を時期別に表1に集計し、また大まかな時期については第l図にグラフ

としてまとめた。グラフは各時期の出土量を反映させているが、後 I~II期など複数時期にわたる場合

は案分している。

瀬戸美濃系製品は後述する地方窯を含めて896点出土しているが、大まかな出土傾向を見ていきたい。

製品は前期から少量搬入され、中期もそれほど数を変えずに続く。搬入される器種は盤類や卸皿、査類

などで限定されたものといえる。しかし、後期になると一気に増加傾向を示し、後W古~新段階にかけ

て ピークに達 し、 その数は後 I~m期段階の 5 倍以上となる。器種も天目、碗類、皿類、播鉢がセット

関係を持って搬入され、集落の繁栄を示すようになる。大窯期に入ると出土数は減じ、ほぼ後 I~III期

段階のレベノレとなる。こうした傾向はl次調査で指摘された傾向を再確認するもので、 13世紀代には比

較的平均的な集落が営まれ、 14世紀代にはやや衰退傾向を示し、 15世紀代に入って集落の成長期を迎え、

15世紀中~後半代に水運に関わる拠点的集落として繁栄したという分析結果を補強するものでもある。

中世後半になると、瀬戸美濃製品と同ーの技術を持った地方窯が出現する。遠江地域では古瀬戸後四

期併行として志戸呂窯が、大窯期になると大窯3段階に初山窯、大窯4段階には志戸呂窯が営まれるよ

うになり、地元である遠江地域にもかなりの製品がもたらされる。各時期における瀬戸美濃製品と在地

窯製品の割合を示したのが第2図である。古瀬戸後四期段階には瀬戸美濃 :志戸自は 1: 0.3、大窯3

段階には瀬戸美濃 :初山は0.66、大窯4段階には瀬戸美濃 :志戸目は 1: 0.9である。古瀬戸期の志戸

呂製品と比べて大窯3・4段階の初山・志戸自製品の比率がかなり大きくなり、措抗している状況が窺

える。これは大窯期の瀬戸美濃製品が何らかの原因で流通しにくくなり、それを在地窯製品が補完する

ようになったことを反映するものであろう。(藤沢2000)



第1表元島遺跡2次瀬戸美濃系施柚陶器一覧表

古溝戸前期 古眉戸中期 古瀬戸後期

古Fき短
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鰭種名
古瀬戸前期 古瀬戸中期 古瀬戸後期 古瀬戸 古瀬戸 大察軍国品

大縄割 合針
1 ; II; m:  IV 1 : II: m:  IV 1 : II: m:IV古:IV新 計 ~大積 l前 :1後 2前日後 13前:3後 4前:4後 大窯
2 : : 圃 l 7 : 8 ; 24 : 111: 165 1: 1 3 I 12: 1 l 自

l 6 l 27 95 70 
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10 
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第2表元島遺跡2次初山・志戸呂窯施軸陶器一覧表

ヌ同
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第1図 時期別瀬戸美濃製品搬入状況

破片数(個)

前前前

I E E N I EEIV I 

時期

第2図 時期別瀬戸美濃・在地製品搬入状況

古瀬戸後W段階 大窯3段階

貿易陶磁について

大大大
II m w w窯窯窯窯
古新 1 234  

大窯4段階

次に貿易陶磁の出土状況をみてみたい。 貿易陶磁は第3表にま とめたように総数で131)点が出土して

いる。 器種が明らかな製品だけをとれば、出土しているのは碗@皿類が大半で、 盤類ゃいわゆる袋物類

はほとんど確認されず、碗皿類が出土量の大半を占めている l次調査の状況と変わらない結果となって

いる。 遺物の時期について、 13~14世紀代の青磁 B 1類などが搬入されるが、 数は多くな く、古瀬戸後

I~m期併行 (14世紀後半~15世紀前葉) の青磁D 1 • D 2なと、からまとまった数が搬入されるように

なってくる。そして古瀬戸後町期併行 (15世紀中葉~後半)の青磁B3・B4・C2、白磁皿B群など

が特に多くなる傾向となる。大窯期併行(16世紀代)となる白磁皿E群や染付の出土量は瀬戸美濃系施

柚陶器と歩調をあわせるように激減する。

おわりに

以上のように瀬戸美濃系施軸陶器及び、貿易陶磁の出土状況について概観してきたが、結果的に 1次調

査での結果を追認するものとなった。こう したデータの積み重ねが遠江地域及び周辺地域における中世

社会の解明に今後も大きな役割を果たすと考える。



第3表 元島遺跡2次貿易関磁分類一覧

器種名 分 類 年代 破片数

青磁 能泉窯系 A2またはA4類 12C後~13C初頭

81類 13C中~14C前業 9 

83類 lQQP業 3 

84類 15C後予 14 

83または84類 15C中~後半 l 

CI類 14C前半 3 

碗類 C2類 15C円IJ半 12 

C2またはC3類 15C前半~16C前半
C2または02類 15C前半

01類 14C後半 11 

02類 15Cilii半 3 

02またはE類 15C円IJ半~16Cíïil半 5 

E類 l5Ç'後半~16C前半 2 

13C後半~14C前半
無文折縁血血類 13C~14C 

皿類 稜花瓜 15C中葉~15C後半

無文皿 15C中葉

皿類不明 4 

盤類 盤類
不明 不明 11 

C群 15C後半~16C前半 2 

碗類 B群(面取盃) 15C前半 2 

B群(小碗) 15Cilii半 2 

白磁 V類 12C後豊臣
皿類 B群 15C同ij半 24 

E群 16Ciiil半
不明 不明 2 

青白磁 不明 不明 2 

碗類
C群 15C後半~16C前葉

不明

染付
81群 15C後半 2 

皿類 C群 15C後葉~16目付業 2 

E群 16C中葉~16C後葉
不明 不明 2 
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元島遺跡、から出土した木製品について

中 川 律子
(相良町教育委員会〉

本稿は平成13~15年に調査された元島遺跡、から出土した木製品を解説するととも に若干の考察を加え

るものである。本遺跡は過去、平成6~10年度にかけて大規模な発掘調査が行われたが、この調査で出

土した木製品は大きく分けて古墳時代前期~中期のものと中世のものとがある。 いずれも集落迫構面に

伴う ものであり柱穴や井戸、土坑などの遺構から見つかっている。 前回の報告書では古墳時代の木製品

は42点、 中世の製品は1210点が報告掲載されている。今回の調査で、見つかった木製品もほぼ同様の時期

に含まれる。本書には「元島遺跡 1j] (以下、『元島 1J)で報告されなかったものや再度掲載したもの

も含め284点を掲載した。解説と考察については古墳時代と中世とに分けて記載する。 出土遺構・層位

や法量、樹種については一覧表に掲載している。

なお、本項を記載するにあたり木製品の分類及び名称は『木器集成図録 (近畿古代篇)j]、『木器集成

図録(近畿原始篇)Jにならった。 ただし、近年の研究によ り用途が明らかになったものなどについて

は、新しい名称を起用した。

古墳時代の木製品

古墳時代前期~中期の遺構面から出土した木製品は鍬、引物、住根がある。いずれも集落遺構面で検

出した柱穴内から出土している。

第81図lはヒノキ材ーでつくられた割物である。柱穴から礎板に転用された状態で出土した。上面は浅

し、窪みを持ち、下面には脚のような削り出しがある。椅子のような用途が考えられる。 2は柾自のクス

ノキ材。材がやや湾曲していることや樹種(往けからみて容器等の用途が考えられる。 3はアカガシ亜

属の柾目材、農具と考えられる。形状からしてー木鋤の刃部である。柄は欠損している。柄の付け根は

やや隆起して厚みを持つが、刃先は 1cmに満たないほど薄くつくられている。左右両肩はほぼ水平に張

り出し、刃先はU字形を呈する。全体に腐食や劣化が激しいため使用痕等の観察は出来なし、

209~226は住穴から出土した柱根である。柱根の太さ は約1O~17cm前後で・ある。 223 ・ 226以外は全て

芯持ちの丸太材である。 210は直径18cmの丸太材で柱の底面はほぼ水平に鋭利な刃物で切断されている。

底面から 7cmほど上部表面に切り込みがある。 211は上部から14cmほどの長さの切り欠きを持つ。 223・

226はコウヤマキと コナラ節の割材である。 223は材を分割後、表面調整し円形の住に仕上げている。 226

は面調整されておらず割面をそのまま残している。樹種は18点中10点 (55%)がコナラ節で、他はエノ

キ、カエデ、イヌ マキ、クリ、コウヤマキ、ゴンズイ、ヒノキ等がある。柱材は針葉樹よりも広葉樹が

多く利用されている傾向がある。これは本遺跡が県内でも西部地区の遠州灘沿岸に位置しているという

立地や周辺の環境に大きく起因していると言える。柱根からみても20cmを超える材はなく、柱材には集

落周辺に自生する樹木を使っていたことも考えられる。

平成6~10年度に行われた前回の調査では二文鍬や槽、竪櫛、ネズミ返しを始めとする建築材の他に、

井戸枠に転用された準構造船等が出土している。木製品の大半は古墳時代前期~中期集落内の掘立柱建

物の柱穴に礎板として転用された状態や井戸枠転用された状態で見つかっている。準構造船(スギ材)

は共伴土器の年代から古墳時代前期初頭に位置づけられるものである。

この遺跡における古墳時代の木製品の様相を述べるには全体の器種や数量があまりにも少ない。しか

し出土した製品の中には特別に祭把色の強いものは無く 、ごく一般的な生活用具や建築材が中心で、ある
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と言える。 そのため特別な大型の拠点集落というより も、小~中規模の集落で、あったことを想定したほ

うが妥当であろう。ただ準構造船は古墳時代前期初頭の類似例が少なく貴重な資料であるとと もに、沿

岸部に位置していたこの集落が船を使った移動交通手段を持っていたことを示すものである。また古墳

時代前期~中期の時期、この地域は針葉樹よりも広葉樹材のほうが多く利用されている ことからも、広

葉樹圏であったと思われる。

中世の木製品

中世の遺構面から出土した木製品は農具、 容器、紡織具、食事具、 服飾・装身具、雑具、柱根などが

ある。木製品は集落遺構面で検出した自然、流路や溝跡、土坑、柱穴内から出土している。

第82・83図4は平成6年度に行われた 2区の調査で出土した完形の鍬であるO この鍬は2区の4号井

戸の第5・6層から漆椀や火きり臼、桟の残る建築部材と共に出土している。井戸の年代は出土土器か

ら15世紀末頃に掘られ16世紀後半まで使われていた可能性が指摘されていることから木製鍬もほぼこの

年代のものと考えてよいであろう。出土状態は平成6年度の調査概報に写真掲載されている。鍬の刃先

は上部から下部へ向かつて幅が狭くなる形状を呈している。刃先から上13cmほどは身幅よりも狭く削り

込まれている。上部には長方形の柄穴があり、柄穴周辺に厚みを持ち、刃先へ向かう ほど薄く なってい

る。 鍬身の刃先は加工痕が鮮明に残っている。 刃先には鉄製の鍬先が装着された可能性がある。柄と鍬

身は模によって固定されている。模は柄の後主面側に差し込まれ、鍬身の後主面側まで貫通している。

模の形状は長方形を呈しやや下方に薄く幅狭くなっている。柄の断面形状は柄穴付近では長方形である

のに対し、握り部分は楕円形である。柄の先端は太くなり グリップエンドが作り出されている。

5 "'75は容器に分類される。容器は椀皿類をはじめ、曲物、折敷、桶(底板・側板を含む)、龍が出

土している。 容器の組成は前回の調査で出土したものとほぼ同様である。

5 "'43は漆塗りの椀・皿類である。 このうち 5"'26が11区、 27"'43が14区で、 溝・ 土坑・河川跡など

から出土している。前回調査の『元島 1Jでは漆塗り椀 ・皿類は200点出土している。特に49号土坑

(15世紀代〕からは32点の漆器椀と4点の漆器皿がま とまって出土している。今回出土した漆椀は39点、

このう ち椀は35点、皿は 4点と少ない。 椀は口径16cm内外の製品が多く、器厚が薄く高台も低く細い。

中には37・40・41のような厚く高い台を持つものもある。椀 ・皿の樹種はクリ材が半数近くと数多く見

られるが、 その他にもトネリコ属、ケヤキ、 スダジイ、サカキ、カツラ、 トチノキなどがある。また椀・

血の大半に色鮮やかな文様がある。文様は内・ 外面にあり、黒漆・赤漆を基調としたものである。文様

は「鶴」、「亀」、「松」などのほかに、 「扇」や「家紋」のようなお目出度い図柄が描かれている。これ

らの年代は出土遺構から15世紀後半'"16世紀が主体であり、江戸期まで含まれるものもある。

44"'61は曲物の蓋・底板や側板である。完全な形で出土したものは無く、ほとんどが破損状態であっ

た。 材はヒノキが主体であるが一部サワラ材も混じっている。 44は前回の調査で8区SE6から出土し

た由物側板である。 6号井戸は素掘りの井戸で底に曲物の井戸目を持つ cr元島遺跡 1C造構編 本文)J

挿図第61図)。井戸からは造物が出土していないため年代は特定されていない。

62"'68は折敷である。いずれも6mm以下の薄板で、作られている。折敷は全てヒノ キ材である。

69・70は箱物の側板と思われる板である。69は左側に二箇所の木釘孔、 上部に樺止めの痕、右側木口

面には二本の木釘が打ち込まれている。 70は左側に三箇所に木釘孔がある。

71は編物の一部。 SD205のE層より出土した。 SD205はSR206に繋がる溝で、南に行くと井戸に接す

る。木樋を伴い、人為的に掘られた溝と考えられてしる。編み方は縦と横が交互に三本くぐり三本越える。

72"'76は桶・樽の部材と思われる。 72"'74は桶の側板である。外面の上下に緊縛圧痕が見られる。タ

ガ跡であろう。 72は柱穴内より礎板に転用された状態で出土した。 73・74は内面側にも帯状の圧痕があ

る。 75は桶の底板と思われる。厚さ2.6cm、直径39.6cmの半円形の板で同形の板同士を上下4箇所の木
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f元島IJの横櫛は供伴土器から15世紀代のものと考えられる。

137-139は下駄。いずれも一木製の連歯下駄であるの 137は鶴存長が18.1叩と小振りな長円形の製品

である。前後の緒穴は4.8x2.8c滋と大きい。断顕は中央に摩みを持ち左右南部は薄くなっている。 138

も長円形を壁する。ヒノキの木衰を上面にとっているが宥下端に節部分がある。後歯の一部が残る。緒

穴はほぼ 1cm角の方形穴である。 139は外形がわからないほど全体に腐食が識しい。前後の緒穴と前後

の瞳はかろうじて残っている。芯持ち材で作られている。 f元島IJでは近代の製品も含めて16点の一

木製連欝下駄が出ことしている。下駄の樹種はヒノキ材に限らず、クリ、タプノキ、ムクノキ、ネズコ、

クスノキ、スギ、スダジイ、コウヤマキ〈以上中世入キリ、サワグルミ〈近代)など様々な材がある。

140-155は用途が特定出来ない製品である。 140・141はヒノキ材の薄い板であるo 140は上部の孔に
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樺皮が巻き付いている。 下方にも小さな貫通孔がある。 141は上・ 下に二箇所ずつ小孔があり、 上部孔

を繋ぐような樺皮が残っていた。いずれもヒ ノキの薄板であり樺皮などで留めた痕跡がある ことから も

折敷や箱物のような容器の一部である可能性が高い。 142・143方形のホゾ孔がある板材である。 11区

SF07より出土した142は3.5cm角の方形孔が二箇所ある。上下端部は欠損して原形はわからない。 143に

は1.8x2.7cmの方形の貫通孔がある。 142・143は建築材の一部である可能性がある。1440 145は円形の

貫通孔がある。何らかの製品の一部であろうと思われるが用途が不明である。 144は長さ9.6cmの板状製

品で上部に径1.0cmの円形孔、下部裏面に0.3cmの未貫通穴がある。 この穴のある端部には帯状に圧痕が

あり、 5j1j材に組み合わせて使われるものと考えられる。 145は径1.5cmの円形孔がある。上端部は曲線状

に削られてい る。材はアカガシ亜属。 146~148は側面に挟りが入る板材である。 146は右側面上部に浅

い扶り込みと、上下に木釘穴がある。 147は右側面の上下両端にi浅い挟り込みがある。板の表面には無

数の刃物痕がある。 148はクリ の板目材の左右上部に挟りを入れ上端部を丸くした有頭状を呈する。板

の両面は割面のままで刃物による面調整はされていなし1。下端部は欠損している。 149・150は棒状の芯

持ち材に挟り込みを入れた有頭棒状の製品である。 149は14区SD205より 出土した杭である。 150は同

じく SD205から出土したもので上部に有頭状の加工がある。 151は直径7cmほどの太い棒状製品で器

面に長方形の未貫通穴がある。 穴は 3cmほどの深さがある。 152は上部の一部が欠損するだけでほぼ完

全な形状を残している。 下端部を四方から斜めに切り落としてある。栓のような役割を持つものであろ

うか。 153は上端部に切り欠きを持つ角材である。建築材の一部と考えられる。 154はホゾ孔があったと

思われる棒状製品である。丁寧な加工がなされており、また材がアカガシ亜属である ことからも、農耕

具もし くは工具の柄である可能性が高い。 155はヒノキの厚い板材である。上部は半円状に扶り込まれ、

正面側には深さ2.5cmほどの長方形の未貫通穴がある。 丁寧な板材には加工されておらず割面や分割面

をそのまま残している。

156は14区SD205より 出土した木樋である。長さ119.7cm、幅44.4cm、高さは13.5cmを測る。クロマツ

の半裁材から考Ijり抜かれ槽状に作られている。内面には加工時の刃物痕が顕著に残っている。この

SD205はSR206とも繋がっており、SD205の南側は井戸に接することから、人為的な遺構である可能性

が高い。また木製遺物も多量に出土してお り、漆椀や箸状木製品、 呪符木簡 (278~280) もこ の溝から

見つかったものである。遺構の時期は16世紀後半から江戸初頭の洪水支流まで含まれる。

157~161は木棺部材。 157は SF101か ら出土。木棺の側板と して使われていた板材であ る材はヒノキ。

158はSF102、木棺の底に桟のように並べられた角材のひとつである。 上下端部は欠損している。159

はSF103から出土した木棺の側板である。ほぼ等間隔に側面に方形の切り込みが四ヶ所入り、それぞ

れの切り込みの横に木釘孔がある。切り込みには横桟を組み合わせる。樹種は二葉松類。 160・161は

SF104から出土した木棺の底に入れた横桟で、ほぽ完形品である。 両端部には側板と組み合わせた時の

圧痕がある。ヒノキやサワラ・ スギ材など木棺には針葉樹が使われている。

162~208、 227~276は中世以降の柱根、 277は柱か横架材と考えられる。 162~208、 227~276の住根

のうち、 実際に柱穴から出土 したのは162"'208、 227--257で、 258~277は SD204 ・ 205、 SR206よ り 出

土している。大半が丸太材を使っているが、一部割材も存在する。 164は下端部から12cmほど上の側面

に括れを持つ。同じような例は229や237・246・269にも見られる。 246は括れが外周を一周まわる。 中

世以降の柱は基本的に丸柱が主体であるようだが、割り材は、 三角形や面取りがなされていない不整形

な柱もある。 229や261は方形の柱を意識している。 229は割り材から四面を作り 出して方形にしてある。

一方、 261は自然の丸太材の側面を削って面を作り出している。 そのため、角にはまだ丸太面が残って

いる。 柱の径は10cm--15cm、太いものでは20cmをはかる。

中世以降の柱は、コナラ節が主体だった古墳時代から大きく変わって、クり やマツが主体となってい
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51る。クリ材は98点中46点、 全体の47%を占める。次に多い二葉松類、クロマツ、アカマツなどのマツ

は31点 (32%)、ヒノキは13%であった。そのほかには、ツガ属、ヤマザクラ、アカガシ、カヤ、クマ

ノミズキ類、コウヤマキある。広葉樹と針葉樹の割合からすればほぽ半々 と言える。あまり成長してい

ない材や様々な樹種を使っていることから、集落周辺は柱に適する材が少ない環境であったこと も考え

られる。

277はSD205から出土した。長さは2，198m、ヒノキの割り材で、側面はほとんど整形を受けていない。

上部には方形の切り欠きがあり、横架材を受ける部分とも考えられる。

278~284は木簡又は墨書板。すべてヒ ノ キの薄板が使われている。 278~282は 「呪符木簡」で 「 ・. . 

急々如律令」の文字が残っている。文字の解読は別項で述べている。木簡が出土した遺構は14区の

SD202又は SD205、SR201やSR206など、溝跡や自然流路から見つかっている。そのため時期幅は広く

15世紀後半から江戸期まで考えられる。木簡の形状は、 平面形は薄い板状を呈し、上端部の頭部を三角

形に削りだしである。下方へ行くほどやや幅狭くなっているが、端部は尖らせてはおらず水平に切られ

ている。

283は墨書板で、正方形の薄い板の四隅を切り落としてある。表には漢数字の「ー」、「二」、 「三」 が

各隅に書かれている。裏面には三つの黒い斑点がほぼ中央に寄せて書かれている 位3)。

284はすでに「元島遺跡 1 (遺物・考察編 l 中世一)Jの第148図7に掲載された呪符木簡である。

9区SHI09内の柱穴SP148から出土した。上部に符、下方に 「・・・ 急、々 如律令」がある。この呪符

木簡の時期は建物跡の年代から15世紀と考え られる。

本稿をまとめるにあたり、樋上 昇氏、 笠原 潔氏、望月由佳子氏からご教示いただいた。末尾なが

ら記名して感謝いたします。

註1 クスノキは、関東南部以南の温暖帯に生える常緑高木で、材質は、肌理は粗いが加工性がよ く、

成長が早く、樹幹が 1メートルを超える大木になる といった特性ある。特有の芳香物質を含み虫害

に強く、また樟脳と樟脳油を含んでいる ことから防腐効果が高い。古代以前は容器や臼に使われる

ことが多く、農具や建築材に使われることはあま りなし ¥0

註2 r元島遺跡 1(造物・考察編l 中世 )J1第131図157~160の ような容器(葦類〉 からの転用品

とも考えられる。

註3 望月由佳子氏によれば、 墨書板の用途を①数を数える札。何かを数えるラベノレのようなもので容

器などに入れて使用するものか、②子供に数を教えるためのお稽古道具、③「四 (死)Jを除ける

呪術。「四Jの記入が無く、四間を切って 「四角」を忌避している。また 「一 二 三」は「ひふ

み諦文(魂返しの呪法)Jか、 などの可能性を指摘している。その他にも「聞香札Jや 「聖母マリ

アト五玄義札Jなどの可能性も考えられるが、いずれも確証は無く、今後の類似例の増加を待つ必

要があるだろ う。

参考文献
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いるため、それらを省略した一車表を付した〈表1)。

古新回避臨む掘立柱建物量容の特撒としては、非常に多様な形態が存在していることであろう。梁関1

間を主流とした弥生時代以来の怯統的な建築技荷から脱却し、様々な用途に応じた建物を建築できるよ

うになったのがこの時期であろう。元島遺跡の13-2区で発見されている古墳時代前期の掘立柱語物跡

は梁間l簡の弥生時代的なものであり、前期(元島遺跡例)から中期〈古新田遺跡例)への飛躍的な建

築技舗の進事が確認、される。ただし、古新田遺跡の概柱建物跡には、註閣が非常に狭い技術的に未熟な

建物跡も存在している。おそらく、高度な技衛をもった専門ヱ人が指導者として呼ばれたか、先進地域

で建築技術を学んだ地元の工人が、古新田集落の造営に関与していたもむと思われる。
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(2 )奈良から平安時代前期の事例の検討

奈良から平安時代前期の例として、これも著名な遺跡であるが、藤枝市御子ヶ谷遺跡(八木ほか1981)

の事例を紹介する(表2)。御子ヶ谷追跡からは、整然と配置された掘立住建物跡が発見され、それら

は志太郡街の郡司の館跡ではなし1かとされている。それらの建物跡群は、梁聞が3間以上の割合が高く、

柱の掘り方の長径が70cm以上のものも多いことから、特殊な建物群であることは容易に認識される。そ

れらの建物の建築にあたっては、当時の最先端の技術をもった専門工人が関与していたものと推測される。

この遺跡が当時の一般的な事例と解釈するのには無理があるが、建築の需要増による地元の専門的な

工人の出現や成長により、一般的な集落へも徐々に官街の建築技術が波及したことは容易に想像される。

( 3 )古代末期から中世前半の事例の検討

平安時代末期から鎌倉時代前半を主体とする山茶碗が出土した大井川町藤守遺跡(柴田睦2003)は、

比較的短期な集落であり、古代から中世への過渡期の状況を把握するのに都合の良い事例である(表3)。

この遺跡の掘立柱建物跡の住穴内からは、比較的多くの造物が出土している。それらには、拳大の磯

を根巻石として利用している例(柱穴12・19・23・24)や根巻石であったものが柱の消失により礁が密

集して確認されるもの(柱穴11・14)がある。これらの礁の出土レベノレは、中層から上層に多い。柱穴
25のように大型離が平坦面を上に向けて下層から出土している場合(基礎石)は、柱の高さ調節に利用

されていたかもしれない。土器も出土例が多いが、住穴20からは、完形の小皿が2点と土塙片1点が鉄

津 (150)と共に出土しており、住穴23からは完形の小皿が1点出土している。 これらは、 地鎮祭など

の祭杷的行為が行われていたことを推測させるが、その他の破片を同列に扱って良いかどうかは検討の

余地がある。ただし、島田市ミョウガ原遺跡(稲垣1999)の大型掘立柱建物跡からは、 基礎石の下から

山茶碗や聾などの破片が埋納されて出土しており、特別な建物には土器片を埋納する意識が働いていた

のであろう。

藤守遺跡の調査による大きな成果は、区画溝の一辺の長さが約35mと判明したこ とと、その内部の大

型の総住建物跡(身舎周囲の付属施設を含む)の発見である。この時期の沖積平野上の継続性のある集

落は、基本的に屋敷地を囲む溝が存在する場合が多いと考えられる。県内の当該期の集落跡で、区画溝

を伴う屋敷地は多数推定されているが、区画の大きさが計測できる例は少ない。時期的に少し問題もあ

るが、細江町川久保船渡遺跡(栗原1993)、磐田市玉越遺跡(山崎1986)、島田市石成遺跡(中鉢1995)、

清水市太田切遺跡(大j111984)などの大きさは、比較的認識し易い。各遺跡の溝聞の間隔は、 川久保船

渡遺跡が35m、玉越遺跡が38m、石成遺跡が推定で約35m、太田切遺跡は約40・50mである。 川久保船

渡遺跡や玉越遺跡の区画は堀であり、おそらく土塁などを伴う防御的な性格が強い。 太田切遺跡は比較

的溝の幅が大きく防御機能を有していたものと思われる。また、区画溝はより広い範囲を巡っているよ

うである。石成遺跡、の溝は、幅は広いが浅く、 侵食をかなり受けているようである。

上記の遺跡は、区画溝の長さが太田切遺跡を除くといずれも40m未満で、出土遺物に少量の輸入陶磁

器があり、集落の存続期間が短期的なものでは無いという共通点がある。 当時の職種や階層は様々に分

化しており、一概には言えないが、 屋敷地の面積が一般的であるという点では、藤守遺跡、の区画された

星敷の保有者は、中級以下の自立的な農民もし くは武士層と考えられる。

大型の総柱建物跡 (SH16)が何に利用されたのかは不明であるが、どのような遺跡で確認されてい

るのか比較検討してみたい。

浅羽町馬場第2遺跡(柴田稔1984)では、3間x3間で住間間隔が192cmで、ある。清水市大田切遺跡

(大j111984)では、6間x3間で柱間間隔が約200cmで、ある。裾野市大畑(渡瀬ほか1989)では、大きさ

の不明なものや建て替えを除くと 3棟 (SH 1・3・4)が発見されている。 SH1は10間x3聞で柱



間間隔が約230cm、SH3は4間x4間(庇を除く)で柱間間隔が約230cm、SH4は建て替えのある 4

間x4聞で、柱間間隔が約230cmである。これらの建物跡は、 規模も大きいが柱間間隔も広い点が特徴で

ある。 これだけの建物跡の建築には、高度な建築技術が要求され、 専業集団に依頼するだけのある程度

の経済力も必要であろ う。

(4 )中世後半から近世初頭の事例の検討

元島遺跡の事例が相当する。 簡単にその特徴をまとめると、側柱建物跡が多く、 総柱建物跡が非常に

少なし1。柱聞のスパンは一定していないため、専門の番匠の手によるものかはなはだ疑問である。絵巻

物などによると、様々な平面形の家屋が描かれており、実際には様々な付属施設が繋がっていたものが

多かったのではないかと思われる。建物跡と小穴の計測値は、第I章の表5・9・10・13・14に掲載し

たので、そちらを参照していただきたい。

元島遺跡からは、 多数の柱根が発見された。それらは、当時の建築技術を窺い知る ことができる重要

な資料で、断面形が丸い例が多く、最大径の平均値が149mmとかなり細し1。藤守遺跡では、柱痕部のプ

ランが方形のものが多数確認されており、時期的な問題ではなく 、集落や建物の質により、丸太状の柱

と角柱が使い分けられていた可能性がある。

ちなみに、古墳時代前期の住痕も13-2区で多く発見されたので、 比較のために掲載した (表 5)。

古墳時代前期の柱痕径平均は148mmであり、中世のものとの大きな差は認められなかった。

おわりに

時間幅のある建物跡を比較検討する場合は、できるだけ多くのデータが必要となる。しかも、計測値

が正確で、内容的に等質的なものが望まれる。しかし、現状ではデータ量を多くすると、ノイズが多く

なり、扱う地域の範囲も広くせざるを得なく なってしまう。そのため、今回は大まかな変遷を把握する

ことに主眼をおき、掘立住建物跡が多く発見された県内の代表的な集落跡の検討をした。最後に、上記

で紹介した遺跡の建物跡の柱間間隔と住穴掘り方の大きさの平均値を紹介し、まとめにかえたい。

側住建物跡の住間間隔は、古墳時代中期169cm(古新田遺跡)、奈良~平安時代前期178cm(御子ヶ谷

追跡)、平安時代末期~鎌倉時代219cm(藤守遺跡)、 中世後半~近世初頭210cm(元島追跡)である。総

住建物跡の柱間間隔は、古墳時代中期187cm、奈良~平安前期183cm、平安時代末期~鎌倉時代231cmで

ある。

側柱建物跡の柱穴掘り方の大きさ(長径平均値)は、古墳時代中期51.9cm、奈良~平安時代前期86.0

cm、平安時代末期~鎌倉時代26.0cm、中世後半~近世初頭30cmで・ある。総柱建物跡の柱穴掘り方の大き

さ(長径平均値)は、古墳時代中期74.8cm、奈良~平安時代前期75.0cm、平安時代末期~鎌倉時代28.3

cmで=ある。

この分析に用いたデータは、確実性の高いものを扱っており、特殊な構造の建物跡、時期的に問題の

あるものや確実性に乏しいものは今回の計調Ijから除外した。

引用・参考文献は、第3章のおわりに掲載した。



表1 古新田遺跡掘立柱建物跡一覧 *大きさの単位はcm、( )内は平均値

遺跡名 遺構名 形態 桁行 梁間 桁行長 梁間長 桁行平均 梁間平均|
柱間

主な柱穴形態
柱穴長径

備考;
平均 平均

古新出 1-1H 総柱 3 2 519 412 173 206 186 隅丸方形 81 根巻石

古新出 1-2H 側柱 4 3 689 429 172 143 160 円形 83 庇

古新田 1-3H 総柱 2 2 347 377 174 189 181 円形 (82) 

古新田 1-5H 総柱 2 2 396 343 198 172 185 楕円形 52 根巻石

古新田 2-1H 総桂 2 2 422 452 211 226 219 円形 (86) 

古新出 2-2H 総柱 2 2 411 443 206 222 214 円形・楕円形 (95) 

古新田 2-3H 総柱 2 2 352 351 176 176 176 円形 (88) 

古新田 2-4H 総柱 3 2 523 393 174 197 183 隅丸方形 (87) 基礎石
根巻石

古新出 2-5H 倶1)柱 4 ，。、 630 414 158 138 149 円形 (83) 庇

古新田 2-12H 総柱 2 2 334 315 167 158 162 隅丸方形 65 

古新出 3-1H f~U性 7 6 834 692 119 115 117 円形・方形 39 屋内線持柱

古新田 3-2H 側柱 5 I 4 I 722 620 144 155 149 円形 42 

古新田 3-3H 側柱 5 4 664 590 133 148 139 円形 (36) 

古新田 3-4H 側柱 5 4 813 619 163 155 159 円形 46 屋内棟持柱

古新田 3-5H 側柱 b 4 701 582 140 146 143 円形 47 屋内棟持柱

古新田 3-6H 側柱 2 2 449 342 225 171 198 円形 57 

古新田 3-7H 側柱 3 2 472 378 157 189 170 円形 44 

古新凹 3-9ヨ 1 444 280 222 280 241 円形 42 

古新田 3-10H 側柱 5 2 560 360 112 180 131 円形・方形 33 

古新田 3-11H 側柱 3 2 562 403 187 202 193 円形 52 

古新出 3-13H 側牲 5 4 772 629 154 157 156 円形 42 屋内練待柱

古新田 3-J.4H 側柱 3 2 636 361 212 181 199 方形 63 

古新田 3-15H 側柱 2 ι ，、 474 387 237 194 215 円形 53 

古新田 3-17H (2) 341 171 171 楕円形 44 



遺跡名 遺構名 形態 桁行 梁間 桁行長 梁間長 桁行平均 梁間平均
柱間

主な柱穴形態
柱穴長径

備考
平均 平均

古新田 3-20H 側柱 3 3 534 436 178 145 162 円形 43 屋内棟持柱

古新田 3-21H 側柱 3 2 495 264 165 132 152 長方形 49 

古新田 3-22H 側柱 5 4 710 635 142 159 149 円形 45 屋内棟持柱

古新聞 3-24H 側柱 6 5 662 540 110 108 109 円形 31 屋内棟持柱

古新聞 3-28H 側柱 3 3 509 456 170 152 161 円形 42 屋内棟持柱

古新日 4-1H 側柱 3 3 637 432 212 144 178 楕円形 77 

古新田 4-2H 側柱 4 3 758 410 190 137 167 円形 56 

古新田 4-4H 側柱 6 746 148 149 149 円形 50 屋内練持柱

古新田 4-5H 側柱 3 2 (508) 360 (169) 180 (174) (60) 

古新田 4-6H 側往 4 2 722 430 180 215 192 円形 70 

古新田 4-7H 側柱 3 2 625 500 208 250 225 円形 81 

古新田 4-8H 総柱 2 2 396 375 198 188 193 方形 68 

古新田 4-9H 側柱 5 4 694 590 139 148 143 円形 47 

古新田 4-llH 側柱 2 1 450 318 225 318 256 楕円形 40 

側柱柱間平均 169cm 

柱穴規模平均 51.9cm 

総柱柱間平均 187cm 

トー

柱穴規模平均 74.8cm 



表2 御子ヶ谷遺跡掘立柱建物跡一覧 *大きさの単位は crn

遺跡名 遺構名 形態 桁行 |梁間 桁行長 梁間長
桁行 梁間 柱間 主な柱穴

柱穴長径平均 備考
平均 平均 平均 形態

御子ヶ谷 S B01 側柱 I3 3 670 460 223 153 188 楕円形 82 

御子ヶ谷 S B02 側柱 5 3 770 430 154 143 150 惰円形 88 

側柱 5 3 790 500 158 166 161 
小型円形・

柱穴規模様々
長楕円形

141 
間仕切り、 床束、

御子ヶ谷 S B04 側柱 5 3 1160 540 232 180 213 略長方形 (間仕切り・
床束除く)

雨落ちj溝

御子ヶ谷 S B05 側柱 3 2 450 435 225 145 177 楕円形 73 

御子ヶ谷 S B06 側柱 4 3 670 450 168 150 160 楕円形 78 桁梁方向不明

御子ヶ谷 S B07 側柱 4 3 740 460 185 153 171 略長方形 67 

御子ヶ谷 S B09 側柱? 2 2 450 440 225 220 223 略長方形
73 

床束?
(床束除く)

御子ヶ谷 S B 10 側柱 3 3 660 460 220 153 187 
略長方形 ・

85 
楕円形

御子ヶ谷 SB11 側柱 3 3 670 450 223 150 187 
略長方形 ・

87 
術円形

御子ヶ谷 S B 12 側柱? 5 I 3 770 480 154 160 156 略長方形
105 

床東
(床東除く)

御子ヶ谷 S B 13 総柱 4 3 730 510 182 170 177 
略長方形 ・ 70 (重複柱穴 S B30と重複
不整形 除く)

御子ヶ谷IS B14 側柱 2 2 510 390 255 195 225 
略長方形 ・

102 
術円形

御子ヶ谷 IS B 15 側柱 3 3 590 450 196 150 173 楕I-Y形 77 

御子ヶ谷 S B 16 側柱 4 2 590 330 147 165 153 略長方形 69 

御子ヶ谷 S B 17 側柱 3 2 450 360 150 180 162 楕円形 85 

御子ヶ谷 S B 18 側柱 3 3 650 450 216 150 183 楕円形 73 

御子ヶ谷 S B 19 側柱 3 3 540 530 180 176 178 略長方形・
楕円形

64 

御子ヶ谷 S B20 側柱 5 2 870 
440 
174 220 187 

方形・ 123 
(庇除く) 椅円形 (庇除く)

御子ヶ谷 S B21 総柱 3 2 430 400 143 200 166 
略長方形 ・

58 
楕円形

御子ヶ谷 S B22 側柱 3 2 600 410 200 205 202 楕円形 62 

御子ヶ谷 S B24 総柱 2 2 320 290 160 145 153 
略長方形・

79 
不整形

御子ヶ谷 S B25 側柱 3 3 620 400 206 133 170 
略方形・

89 
楕円形

御子ヶ谷 S B26 総柱 2 2 500 410 250 205 228 楕円形 76 

御子ヶ谷 S B27 総柱 2 2 460 400 230 200 215 
長方形 ・

96 
不整形

御子ヶ谷 S B28 総柱 2 160 155 158 
長方形 ・

73 
楕円形

側柱建物跡柱間平均178crn 柱穴長径平均86crn

総柱建物跡柱間平均183crn 柱穴長径平均75crn



表3 藤守遺跡掘立柱建物跡一覧 *大きさの単位は cm、( )内は推定値

遺跡名 遺構名 形態 桁行 梁間 桁行長 梁間長 桁行平均 梁間平均 柱間平均 主な柱穴形態
柱穴長径

備考
平均

藤守 SH01 総柱 2 2 538 486 269 243 256 方形 18.6 

藤守 SH02 側柱? (3) 2 536 386 179 193 184 方形 21.6 

藤守 SH03 総柱 2 2 420 384 210 192 201 長方形 26.2 

藤守 SH05 不明 3 2 669 369 167 185 208 長方形 29.8 

藤守 SH06 総柱 3 2 746 515 249 258 252 
長方形 ・

25.5 
楕円形

藤守 SH07 側柱 2 1 278 259 139 259 179 方形 23.1 

藤守 SH14 側柱 1 1 287 207 287 207 247 方形・長方形 21.5 

藤守 SH15 総柱 2 2 500 406 250 203 227 長方形 38.6 

藤守 SH16 総柱 4 4 916 865 220 209 223 長方形 35.8 大型

藤守 SH17 側柱 1 1 290 192 290 192 241 方形 28.8 

藤守 SH18 側柱 3 2 526 429 175 215 191 方形・長方形 27.1 

藤守 SH19 側柱 2 l 526 211 263 211 246 方形 32.6 

藤守 SH20 側柱 2 l 399 242 200 242 214 方形 27.0 

藤守 SH21 側柱 l 1 273 190 273 190 232 方形 21.7 

藤守 SI-I23 総柱 3 2 743 385 (248) 193 226 方形・長方形 26.4 

トー

藤守 SI-I24 総柱 3 2 726 429 242 215 231 方形・長方形 26.9 

藤守 SH25 側柱 l 1 252 208 252 208 230 長方形 26.5 

藤守 SH26 側柱 3 l 594 302 149 302 224 長方形 30.0 

側柱建物跡柱間平均219cm 柱穴長径平均26.0cm

総柱建物跡柱間平均231cm 柱穴長径平均28.cm
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表4 元島遺跡中世~近世初頭柱根径一覧

挿図番号 区
遺物 最大径

挿図番号 区
遺物 賞受大径

挿図番号 区
遺物 最大径

番号 (mm) 番号 (mm) 番号 (mm) 

100 11 162 92 101 11 196 105 14 248 125 

100 11 163 130 101 11 197 101 105 14 249 166 

100 11 164 124 101 11 198 90 105 14 250 160 

100 11 165 95 101 11 199 128 105 14 251 180 

100 11 166 136 101 11 200 110 105 14 252 

100 11 167 172 101 11 201 106 105 14 253 216 

100 11 168 124 102 11 202 181 105 14 254 234 

100 11 169 98 102 11 203 102 105 14 255 157 

100 11 170 102 11 204 150 105 14 256 199 

100 11 171 276 102 11 205 134 105 14 257 177 

100 11 172 102 11 206 105 14 258 206 

100 11 173 188 102 11 207 106 14 259 118 

100 11 174 178 102 11 208 161 106 14 260 182 

100 11 175 131 103 14 227 241 106 14 261 200 

100 11 176 184 103 14 228 182 106 14 262 154 

100 11 177 146 103 14 229 162 106 14 263 150 

101 11 178 139 103 14 230 100 106 14 264 184 

101 11 179 162 103 14 231 72 106 14 265 166 

101 11 180 270 104 14 232 106 14 266 194 

101 11 181 102 104 14 233 162 106 14 267 78 

101 11 182 140 104 14 234 138 106 14 268 73 

101 11 183 159 104 14 235 80 107 14 269 

101 11 184 104 14 236 156 107 14 270 286 

101 11 185 110 104 14 237 170 107 14 271 192 

101 11 186 238 104 14 238 108 107 14 272 110 

101 11 187 114 104 14 239 112 107 14 273 96 

101 11 188 135 104 14 240 264 107 14 274 123 

101 11 189 98 104 14 241 257 107 14 275 122 

101 11 190 111 104 14 242 108 107 14 276 

101 11 191 100 104 14 243 107 14 277 190 

101 11 192 167 104 14 244 82 柱根径 11区平均値 :140.8mm 

101 11 193 83 104 14 245 73 柱根径 14区平均値:157mm 

101 11 194 184 105 14 246 174 柱根径 11 • 14区平均値 :149mm 

101 11 195 124 105 14 247 

※柱根径は最大値を計測したもので、 『遺物編』の表4の残存幅とは一致しなし、。
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表5 元島遺跡 古墳時代前期柱根径一覧

挿図番号 区 遺物番号
最大径
(皿m)

102 13-2 210 180 

102 13-2 211 152 

102 13-2 212 146 

102 13-2 213 114 

102 13-2 214 176 

102 13-2 215 154 

102 13-2 216 96 
卜一一←一一

102 13-2 217 136 

103 13-2 218 122 

103 13-2 219 116 

103 13-2 220 132 

103 13-2 221 131 

103 13-2 222 . 162 

103 13-2 223 168 

103 13-2 224 164 

103 13-2 225 176 

103 13-2 226 188 

柱根径 13-2区平均値 :147.8mm 

※柱根径は最大値を計調IJしたもので、『造物編』の表4の残存幅とは一致しない。
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元島遺跡と周辺の古環境の復元

柴田 睦

(財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所)

はじめに

元島遺跡に集落が形成されるのは、方形周溝墓の近くに被葬者集団の集落が存在しているという前提

に立ーっと、 弥生時代中期中葉ぐらいからが想定される。弥生時代中期中葉~後期初頭にかけての集落の

存在は推測できるが、弥生時代後期の土器は、出土量が非常に少なく、墓域だけでな く、 集落自体も別

地点へと移動している可能性が高い。

とくに沿岸部の低地に築かれた遺跡の変遷過程は、当時の環境に適応した土地利用がなされているも

のと考えられる。そのため、元島遺跡の遺構の在り方は、 県内の古環境を復元するうえで非常に重要な

位置を占めている。

一般的に弥生時代中期の終わり頃から弥生時代後期の始めにかけて、集落の断絶が認められており、

この時期に海水準が上昇し、標高の低い遺跡は、水害や地下水位の上昇のため移転を余儀なくされたと

されている。県内では、弥生時代後期前半から形成される集落は数多く発見されているのに対して、同

一地点で同程度の規模で、弥生時代中期から後期へと連続する集落の発見例が非常に少ない。元島遺跡

は、 周辺部が未調査であるため不明な点が多いが、他の遺跡と同様に、弥生時代中期と後期の集落は、

立地が変わっている可能性が高い。

古墳時代の元島集落は、前期に大規模な集落を形成し、中期へと連続し、後期段階以降縮小傾向にあ

る。確実に古墳時代中期までは、集落が広く展開されているのであるが、後期以降の造構の変選が今ひ

とつはっきり しない。 古墳時代中期段階の県内各地で確認されている明確な洪水の痕跡がなく、遺物は

少量出土しているが、 6世紀以降にむしろ何らかの被害に遭っている可能性が高い。

追跡に認められる環境の変化を理解するうえでは、それが局所的な現象であるのか、広範囲で起こっ

た現象であるのかが問題となるであろう。また、堆積した土層の形成要因の分析が古環境を復元するう

えで重要なのであるが、地震や地核変動による地盤の隆起や沈降、洪水による土壌の侵食などを十分考

慮、して考察する必要がある。

集落の移転の背景には、生産域の環境や集落聞の政治的な関係も非常に重要な要因となる。しかし、

今回はそこまで論ずるだけの準備ができていないため、県内の追跡、の弥生時代から古墳時代の動態を含

めて、現状で問題となっている環境の変化について紹介してしもきたい。

( 1 )弥生時代の環境の変化

駿河地方における水稲農耕の開始期の問題は、不明な点が多い。従来の弥生時代中期初頭の丘陵部で

の石鍬を伴う集落から弥生時代中期中葉の沖積微高地上への集落立地の変化という図式では、より複合

的な弥生時代社会の構造を理解することはできないであろう。ただし、弥生時代前期段階の資料が限定

される現状では推測でしかないが、この時期に無人に近いような状態を想定する方が無理があるのでは

ないかと考えられる。小海退による遺跡の地下深くへの埋没を想定している研究者は多いが、前期の集

落が発見されていない理由付けは当然必要であろう。

遠江地方では、浜松市宮竹野際遺跡から弥生時代前期並行の樫王式土器が出土した水田跡が発見され

(太田1994)注目されたが、その後の調査により水田跡は弥生時代中期以降の可能性が高いとされた

「
「
U
A
吐
円
ノ
山



(佐藤1997)。弥生時代前期の突帯文土器や遠賀川式土器の低地遺跡での出土は、キャ ンプサイト的な性

格付けがなされているが、ベースキャンプの様相も不明な現状では集落の類型化に対する基本的な証拠

が不足している。

県内の低地の弥生時代の遺跡を調査すると必ずと言って良いほど、微量の条痕文土器が発見される。

これらは破片資料であり、時期の認定が難しいため、ほとんどの場合は報告書にも掲載されることが少

ない。

関東地方の縄文時代晩期から弥生時代前期の建物跡は掘り込みが浅く 、住居跡としての認定が難しい

か所謂掘立柱建物のみで構成されているため時期が確定できないことが指摘されている(及川良2002)。

これらはキャ ンプサイトだけでな く、通常の定住集落でもそうした傾向にある ことも指摘されている。

近年調査された長泉町大平遺跡では、前期相当の竪穴住居跡が発見されたが、掘り込みは浅く、 主柱

穴も不明瞭である (水上2001)。時期は降るが掛川市原川遺跡の集落は掘立柱建物跡のみで構成されて

いる (半野ほか1988)。

気候の寒冷化に伴う環境変動は、河川の氾濫による遺跡の侵食と埋没、残存湖の埋没、砂堤の形成な

ど様々な地理的環境の変化を引き起こすものと予想される。しかし、 静清平野での弥生時代の遺跡では、

遺物包含層の下部にカ ワゴ平軽石と大沢スコリヤが確認される場合も多く、現状では、海退に伴う地形

の改変により遺跡が発見されないとするにはやや難がある。当該期のほとんどの遺跡を覆い隠してしま

うほどの規模の大きな環境の変化を指摘するだけの材料に欠けている。

筆者自身は気候の変動が当時の人々にとって大きな影響を及ぼしていたと考えているが、問題はその

影響の及んだ範囲と程度の差であり、 それらに対処する技術と社会的な適応の度合いである。

南関東地方などとは異なり、県内の弥生時代中期段階の集落の様相は不明瞭である。建物跡の発見例

が少ないことが原因であるが、 そうしたなかでも、比較的集落像が判明しつつあるのが、静岡市有東遺

跡である。

有東遺跡、は、弥生時代中期の集落域の多くが、後期段階には水田域へと変化している。このことから、

「弥生時代中期の小海退が終末をとげ新たな海進の始まりと共に遺跡の東側に広がる低地の拡大が始ま

り、この地域でも集落の居住環境の悪化が激しく集落の移転が必要になってきたJ(平野1983)とする

後期の小海進の影響が指摘されている。これに対して、後期の登自遺跡が有東遺跡より1.5m以上低い

ことから、海進の影響を想定しにくい(中野1988)とする考えもある。

有東遺跡の遺構の変選を分析した伊藤氏によると「弥生中期から後期への集落構成の変化はかなり大

きく、 平面的に見れば居住域・墓域とその周辺地の水田域という集落構成が逆転しているJ(伊藤2002)

とされている。これは、後期段階の杭打大区画畦畔による大規模な水田域の造成といった土木技術の向

上と複数の集落群での共同の開発と利用が予想されている(伊藤前掲書)。集落聞による水田の共同経

営については、未だに推論の域を脱していないが、 静岡市曲金北遺跡では、弥生時代中期の広大な面積

の水田域も発掘されており(及川司1996)、水利権を含めた共同の管理体制は存在していたと思われる

が、 耕地は各経営単位によって分割経営されていた(近藤1959)ものと恩われる。ただし、有東集落が

水田化されるのには水田造成の技術的な改善だけではなく、 個別的・直接的要因を考慮すべきかも しれ

ない。地震などによる地盤の変動も考膚する必要性もあろ うが、 有東遺跡の東側の河川が閉塞状態にな

り、部分的に湿地化していることは確かなようである。

元島遺跡では、弥生時代面の直上から古墳時代の遺構が発見されている。 弥生時代中期後半の方形周

溝墓の周溝内の上層から古式土師器が多量に出土しており、 古墳時代になっても方形周溝墓は完全には

埋没せず、部分的に凹凸が残存していたよ うである。方形周溝墓群はほとんどが弥生時代中期(白岩式

期)のもので、一部が後期(菊川式期)に降るかも しれない。 生産域の状況が不明であるため、どの程
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し、 洪水による被害を受けながらも、 箕輪遺跡同様の砂質土壌の水田を継続してっ くり、可能な限り耕

作をするが、奈良時代には放棄されてしまうのである。その後、水田畦畔の方位とは全く異なる方向に、

奈良時代の古代東海道が建設されている。

類例はまだ少ないが、 7世紀末葉になると低湿地遺跡では洪水砂の影響が顕著であり、 それまでの水

田経営が破綻してしまった集落も少なくなかったと思われる。生産力の低い砂質水田でも可能な限り耕

作を続けている ことから、土地の所有形態と水利権が固定化し、また複雑化し、 容易に新天地の開拓が

できなかったとも考えられ、自然環境の変動が土地の管理システムの変更を容易にさせた要因の一つに

なる可能性がある。

次に志太平野の状況について、沿岸部の大井川町藤守遺跡(柴田2002)の例について説明したい。

藤守遺跡の調査区中央部にSR 5 c 6が東西方向に位置している。水流は西から東へ向い、駿河湾へ

と注いでいたようである。 SR5・6のベースは北側にひろがる砂磯層であり、 SR5'6は大規模な

洪水後に流れた小河川の比較的新しいものと理解される。

SR6は、 中央西寄りの地点の深さが約90cmと深く、標高は70cmである。最下層を掘り抜くと磯層か

らは、かなりの湧水があった。この深みの下層からは、 木製品と植物遺体が多量に出土しており、流れ

が淀んでいたものと考えられる。このことは、付編lの珪藻分析による「沼沢湿地付着生種群の珪藻化

石が検出された状況は、 河道の流れが非常に緩やかであった」という報告と一致する。

この最下層では、植物遺体が折り重なっているかのようにラミ ナを形成しており、流木に混じって、

木製品を加工した時の削り津や木製品が大量に発見された。この削り津はかなりの量が存在し、 付近で、

一時的に多くの木製品を製作したか、 建物などを建築したのではないかと思われる。

これらの削り津や伴出した加工木片の樹種は様々で、専門工人による単一の道具の製作や建物の建築

がなされていたとは思われない。むしろ、集落内で使う多種類の道具を製作していたと考えたい。

出土木材の樹種数(付編3鈴木報告)と花粉分炉による花粉数(付編 1パリノ報告)をここで比較し

てみたい。ただし樹種同定を実施したSR6出土木片は、 現地で任意にサンプリングした資料の一部で

あり、数量はあくまでも目安にしかならないであろ う。

樹種のなかで、比較的多く確認されたのはスギ。イヌマキ属 ・ヒノキ @ヤナギ属・ツガ属@アカガシ

亜属 ・イヌガヤ@モ ミ属である。逆に少ないものとして、カラマツ・ト ウヒ属・カバノ キ属 。シナノキ

属などがある。

SR6の花粉分析の結果では、ツガ属 ・モミ属・ コナラ属 ・アカガシ亜属 ・マキ属・マツ属複維管東

亜属・ニレ属一ケヤキ属・スギ属の順に多~¥。少ないもののなかには、木材と同じくトウヒ属・シナノ

キ属がある。カバノキ属はやや多い部類にはいるが、それほど多くはない。

木材と花粉の組成比が、かなり類似している点は、両者の分析結果を評価できる ものと考えられるが、

付編3の鈴木論文で問題とされた亜高山~冷温帯性の樹種とされるカラマツ、トウヒ属、カバノキ属、

シナノキ属の存在が注目される。

当初、これらは大井川によって高地から流されてきた流木を集落内で加工したものであろうと考えら

れていたが、廃棄地点の土壌からもそれらの花粉が検出されたことで、 理解できなくなってしまった。

特殊な花粉が混在することは一般酌によく あることであるが、出土木材との組成比が類似していること

は、それらが、周辺の植生環境を示している可能性が高い。 7世紀以降一時的に寒冷化に向かうものと

考えており、そうした現象の一端を示すもので、近隣の山間部との木材も しく は木製品の流通によ り、

加工木片が遺跡内に残り、花粉も飛来しやすい環境下にあったのではなし、かと推定される。

元島遺跡の 7世紀段階の遺構は不明瞭である。前回の調査では、方形区画が発見されており、 おそら

く集落が存在していたものと考えられている。今回の調査では、 7世紀前半の完形の須恵器がまとまっ
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て発見されている。完形品の集中は、おそらく古墳に伴っていたものと理解でき、古墳の上層部が侵食

されてしまったものと思われる。 8世紀の土器も少量出土しているが、遺構は不明である。

7世紀前半まで古墳がつ くられていたとすると、その時期までは比較的安定した環境にあったことを

示しており、 7世紀後半以降に洪水などの被害が拡大し、 集落規模はより縮小せざるをえなかったもの

と考えたい。

おわりに

弥生時代から古墳時代の環境の変化については、 基本的にはひとつの遺跡のデータだけでは大きな変

動を証明することができないのである。より多く の発掘調査の積み重ねにより、データの信頼度が増し、

狭い地域の現象であるのか、広範囲に起きた現象であるのかを見極める ことが将来的に可能となる日は

近いのであろう。

追跡の発掘調査によって得られた、とくに集落の時期毎の盛衰は、ややもすると環境決定論による安

易な解釈が行われている。環境が人間生活に及ぼす影響は計り知れないが、人間の技術や組織的な制度

(システム)が環境にどのように適応していったのかを追究していくことが、今後はより重要な課題と

なるであろう。

引用・参考文献は、第3章のおわりに掲載した。
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写真図版



図版 1

1 . 遺跡遠景(南より)

2. 遺跡遠景(西より)



図版2

13-2・15区全景(北西より)

2. I 3-2・15区全景(真上より)



図版3

13-2区全景 (北より)

2. 13-1区SX 301造物出土状況 (東より)



図版4
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13-2区SF305遺物出土状況(西より)

2. 15区SF405土器棺出土状況(南東より)



図版5

11区|面全景(東より)

2. 11区川面全景(東より)



図版6

11区川面北東部掘立柱建物跡群(西より)

2. 14区川面南部掘立柱建物跡群(北東より)



図版7

14区日面全景(西より)

2. 14区川面全景 (南西より)



図版8

1. 14区|面 80205遺物出土状況 (北より)

2 



図版9

12区遠景(東より)

2. 12区弥生時代面全景(西より)



図版10

: 畠~~5;;~!- :.Y【予(r' ，c1' '1 
'， .. -'1".P'... ，.7 I ・ _" ー

ゐ.-b:- 司 苧 -_ ，.l・ 勺ヨ7

1. 12区S0 104 (1号墓)土器出土状況 (北東より)

3. 12区S0 119 (6号墓)土器出土状況 (南西より)

2. 12区S0 112 (4号墓)土器出土状況 (南西より)
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4. 12区1・2号方形周溝墓 (商より)

5. 12 区 1~4 号方形周溝墓 (南より )



図版 11

?、
ゲ .. ;'" ..."- .... 

. ~ .1 '¥'.'， 
/"" "_ / ， 、/ ーへ，I ・.- ノ〆.'

_/: - -~ _~~ .-~ ~). "~ - " _~; -c:'二...._ '.:ι 

J ZJ〉747よ34JJt;JY、
今¥ム:、μiJ'/ J

~'1;. : ~;- ~ "J>' ~・ 1 、
"‘ .)_ " プ

~ ~ " •• <....:. ;_j.-":"r'，> 
; ;~ "~\.. _':X_" ~T:>"ιiユ

J 

C'??ヅ
ー:ぬす;
:'+ fl)'-

J-

L ) 

-¥.) 

~r 、 υ

.. ...... 
a・片シー
い〉

¥ 

、

、
~ 

、プ

12区4，.....， 7号方形周溝墓(南東より)

12区5，.....， 7号方形周溝墓 (西より)2 



図版12

1. 13・2・15区全景 (南西より)

2. 15区全景 (南東より)



図版 13

15区5・20号方形周溝墓(北より)

2. 15区9・10号方形周溝墓(南西より)



図版14
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1. 15区 11'""-' 13号方形周溝墓(南西より)

2. 15区 11・12号方形周溝墓(南西より)



図版15

15区 13・29号方形周溝墓 (南西より)

2. 15区 14・17・29号方形周溝墓 (南西より)



図版 16

15区S0 456 (5号墓)遺物出土状況 (北東より) 2. 15区SD 442 (5号墓)土器出土状況 (北より)

. 

3. 15区S0 423・424(10・12号墓)土器出土状況 (東より) 4. 15区S0 425 (12号墓)土器出土状況 (南より)

5. 15区SD 430 (12・13号墓)土器出土状況(北より) 6. 15区SD 430 (12・13号墓)土器出土状況 (北より)

7目 15区 14号方形周溝墓主体部 (東より) 8. 15区 14号方形周溝墓主体部下層 (北西より)



図版17

15区 14・17号方形周溝墓(北より)

2. 15区 15号方形周溝墓 (北より)



図版18

1. 15区 16号方形周溝墓(北より)

2. 15区 16・17号方形周溝墓主体部(南西より)



図版19

1. 15区 17r-.- 19号方形周溝墓(南西より)

2. 15区 18・19号方形周溝墓(北東より)
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15区20号方形周溝墓(北東より)

2. 13-2区21号方形周溝墓(南東より)
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図版21

2. 15区S0 443 (17号墓)土器出土状況(北東より)

，/ 

7 8. 13-2区S0 339 (25号墓)土器出土状況(東より)



図版22
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2. I 3-2区23号方形周溝墓(南より)
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2 13・2区27号方形周溝墓(南より)



図版24

15区28号方形周溝墓(北より)
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図版26
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12区調査区全景 (北西より)

12区SB 101 (北より)



12区SB 102土器出土状況(南西より)

2. 12区SB 102 (酉より)

4. 12区SB 102土器出土状況(南西より)

3. 12区SB 102土器出土状況 (南より)
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5. 12区SB 102土器出土状況 (北より)
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12区SB 102 (南西より)

/ 

2. 12区SB 103 (北東より)



図版29

13・1区遠景(北西より)

2. 13-1区|面全景(南東より)



図版30

13-1区SD 303 ~ 307 (北より)

3. 13-1区SR 302土器出土状況 (南東より)

5. 13-1区SR 302土器出土状況(北西より)
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4. 13-1区SR 302土器出土状況(南より)
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6. 13-1区SR 302土器出土状況 (東より)

8. 13-1 [XS R 303土器出土状況(南西より)



図版31

13・1区H面全景 (北東より)
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2. 13-I区11面全景(南東より)



図版32

1. 13-1区SX 301 (北より)

2. 13-1区SX 301土器出土状況(北より)



図版33

13-1区SX 301土器出土状況 (北より)

2. 13-1区SX 301 (北西より) 3. 13-1区SX 301土器出土状況(西より)

4. 13-1区SX 301土器出土状況 (北より) 5. 13・1区SX 301土器出土状況 (南東より)



図版34

13・1区 11面南東部 (北東より) 2. 13-1区SX 301 (南東より)

3. 13-1区SX 302 (南西より) 4. 13・1区SX 303 (北西より)

5. 13-1区SX 306土器出土状況(北西より)



図版35

13-2区|面全景 (北より)

2. 13・2区|面南東部 (北西より)



図版36

I 3-2区SH 300 ~ 304 (南東より)

2. I 3-2区SH 300 ~ 304 (北東より)



図版37

13-2区SH 305，.._， 307 (北東より) 2. 13・2区SP 521柱根出土状況(東より)
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3. 13-2区SP 528礎板出土状況(北より) 4. 13・2区SP 529礎板出土状況(北東より)
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5. 13-2区SP 530礎板出土状況(北より) 6. 13・2区SP 532礎板出土状況(北より)
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7， 13・2区SP 533・534礎板出土状況(北より) 8. 13・2区SP 538礎板出土状況(北より)



図版38

13・2区SP 544柱根出土状況(北より)

5. 13ぞ区SP 570柱根出土状況(北より)

7. 13之区 SP 581礎板出土状況 (北より)

2. 13・2区SP 546柱根出土状況 (北東より)
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4. 13-2区SP 565礎板出土状況
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図版39

， 

13・2区SP 588柱根出土状況(西より) 13-2区H面SP 599柱根出土状況(南より)

3. 13-2区SP 500遺物出土状況(北東より) 4. 13-2区SP 592土器出土状況(西より)

5. 13・2区S0 320周辺(北東より) 6. 13・2区SF 308 (北東より)

-..iOIL -

7. 13・2区SX 307土器出土状況(西より) 8. 13-2 [R S X 309土器出土状況(北西より)



図版40
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13-2区SX 312土器出土状況(北西より) 2. 13・2区SX 315 (北西より)
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3. 13-2区SX 316土器出土状況(北東より) 4. 13-2区SX317土器出土状況(南西より)

5. 13-2区SR 304土器出土状況(北西より)



図版41

15区|面南東部 (北東より)

2. 15区 1号墳 (南より)



図版42

15区2号墳(東より)

2. 15区SR 401 (2号墳)土器出土状況(南より) 3. 15区SR 401 (2号墳)土器出土状況(南東より)

4. 15区SR 401 (2号墳)馬歯出土状況(東より) 5. 15区SR 401 (2号墳)馬歯出土状況(東より)



図版43

15区3号墳 (東より)

2. 15区SR 401 (y 14グリッド)土器出土状況 (南東より) 3. 15区SR 401土器出土状況 (北より)

4. 15区SR 403土器出土状況 (東より) 5. 15区S0 435土器出土状況 (北より)



図版44

15区SX413土器出土状況 (北より)

2. 15区SX412管玉出土状況 (東より)
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12区中世面全景(南より)

2. 12区SF 101木棺出土状況(北より)
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図版46

12区SF 102人骨・木棺出土状況(南より)

2. 12区SF 103人骨・木棺出土状況(東より)
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5. 12区SF 104人骨・木棺出土状況(南より)



図版48

1. 11区 |面全景(北より)

2. 11区 |面全景(南東より)
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11区|面南東部小穴群(西より)
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"1"1区 H面全景 (北西より)

2. I I区川面北部小穴群 (北西より)

図版51

、』 ・「



図版52



~ .~、
ー 、 .. .. --...ー.時・

通，1 戸

p・・b. 

11区川面西部小穴群(北西より)

2. 11区川面南東部小穴群と畦畔(北東より)
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11区SP 12柱根出土状況(北より)
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11区SP 19柱根出土状況(北より)
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I I区SP 36銅銭出土状況 (北より)

3. 1 I区SP 54柱根出土状況 (南西より)

5. 11区SP 74柱根出土状況 (南より)
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7. 11区SP 77柱根出土状況 (東より)
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2. 11区SP 47柱根出土状況 (北西より)
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4. 11区SP 73柱根出土状況 (南より)

6. 11区SP 76柱根出土状況 (東より)

8. 11区SP 87柱根出土状況 (南西より)
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11区SP 108礎板出土状況 (南より)

7. 11区SP 134柱根出土状況 (西より)
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8. 1 i区SP 135柱根出土状況 (西より)
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7. 11区SP 155礎板出土状況 (東より)

. 目、、、.、、、

ノ-.."'.，1 ~ ''Ii " I~_/ 
〆〆

初

、り

J 

/' 
. ~. 

xr 
/ 

11区SP 152柱根出土状況 (東より)6 
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8. 11区SP 157柱根出土状況 (東より)
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11区SP 169柱根出土状況(北より)
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11区SP 167上層柱根出土状況(南東より)
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11区SP 188礎板出土状況(北より)
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11区SF 07・09土層断面 (南東より)
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6. 11区SF 08土層断面 (東より)

11区S0 4土層断面 (西より)
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今

11区SD 28 (南より) 2. 11区SX 01土層断面 (北より)

3. 11区SX 04土器出土状況(北東より) 4. 11区SX 05 (西より)

5. 11区SE 01 (南より)

7. 11区SE 03竹編み井戸枠 (西より)
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14区11面南東部小穴群(南より)
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2. 14区川面全景 (北東より)



図版65

14区川面南東部(北西より)

2. 14区川面北西部小穴群(北東より)
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5. 14区SP 240柱根出土状況(東より)
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7. 14区SP 267・268柱根出土状況(北より)
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2. 14区SP 202柱根出土状況(西より)
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4， 14区SP 235柱根出土状況(北より)
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6， 14区SP 257柱根出土状況(西より)
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14区SP 271礎板出土状況 (北より)
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14区SP 279柱根出土状況 (北より)

14区SP 277柱根出土状況(北西より)

¥?"-f開盛:JJ :

a

‘
 
、
，
 
L
 

• • ，‘ 
.‘，
 、• 

• 

，
 

• 

4 

/〆 " _.‘ 
見。 ，'(.0.-

喝、し ...，
~'''l-'' 

ょすi，( ム

。
~I 

14区SP 274柱根出土状況 (北東より)
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8 14区SP 281柱根出土状況 (南より)
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7. 14区SP 280柱根出土状況 (北より)
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4. 14区SP 308柱根出土状況(東より)
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14区SP 312柱根出土状況(東より)

:，，' -..ji 
， . 叫 .:... _...M・-' ，，-. . ~\ ， 
~ . "i7 -~. ， l¥?， I 

)，!，. 、・a
w 

6 

8 

14区SP 282礎板出土状況(西より)
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14区SD 205遺物出土状況(北より)

2. 14区SD 205遺物出土状況(西より)
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4. 14区SD 205木樋出土状況(南東より) 5. 14区SD 205遺物出土状況(南より)
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5， 14区SP 335 (S 0 205)柱根 (W249)出土状況 (東より) 6， 14区SP 339 (S 0205)柱根 (W251)出土状況 (東より)
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7" 14区S0 203土層断面 (南東より)
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4" 14区SP 349 (S 0 205)礎板出土状況(北より)
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8" 14区S0 203土器出土状況(南より)
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1. 14区S0 206土器出土状況(東より)
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5. 14区SR 206遺物出土状況(北より)
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14区SX 201 (東より)
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おわりに

本報告書の作成において、様々な方々にお世話になった。 御芳名を記して、ここに感謝の意を表した

い(敬称略、順不同)。

安開拓巴 伊藤通玄 伊藤寛倫 太田好治 岡村 渉 岡本直久

小野正敏 尾野善裕 及 川 良 彦 柏木善治 片 山 一道 加藤理文

加 藤芳朗 神尾恵一 河合君 近 川 本 ，刃山、 栗原雅也 後藤建一

小長井一男 佐藤由起男 寒 川 旭 篠原修二 篠原和大 柴垣勇夫

柴田 稔 清水 尚 白木 守 神保公久 鈴木ー有 鈴木敏則

鈴木ニ男 高崎直成 高橋 平日 滝沢 誠 塚本和弘 戸塚和美

長尾 一 男 中川律子 中野晴久 中 野 宥 萩野谷正宏 長谷川 秀厚

服部 有R 林 弘之 藤沢良祐 増山禎之 松井 ニ与""王L 松 井一明

丸山真史 水野正好 溝口彰啓 望月精 司 森原明贋 山口和夫

山 本宏司 渡井英誉 渡辺晃宏 渡辺博人 渡辺康弘 賢 元 洋

柳井章宏
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も とじまいせきに(~、こう・こうさつへん)

元島遺跡II(遺構・考察編)

録

直リ 書 名 平成13・14年度 二級河川太田川広域基幹河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 (遺構・考察編)(造物編入 2分冊の l

シ リー ズ名 静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告

シリ ーズ番号 第 160集

編著者名
柴田睦、松井章、丸山真史、安間拓巳、鈴木三男、寒川旭、 小長井一男、伊藤寛倫、

溝口彰啓、中川律子

編集機関 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所 在 地 干422-8002 静岡県静岡市谷田23-20 TEL 054-262-4261 

発行年月日 2005年 3月31日

ふりがな ふりカ1な コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡 所在地 市町村。逃跡番号
。， " 。， " m 

旧日本測地系

元もと島じま
静しすま岡ヨか県けん磐いわ田た郡ぐん 3れl'04" I 137053' 45" 20010702 

河川改修
22482 2 世界iJjI]地系 ~ 9，240 ふ福くで田ら町よう豊とよ浜はま

34041' 16" I 137053' 34" 20030331 
工事

(4K7杭)

所収追跡 種別 主な時代 主な追構 主な造物 特記事項

弥生中期一海抜O

方形周溝墓29、
mに方形周溝墓、

元島 墓 弥生時代中期
土器棺墓3

弥生土器、太型蛤刃石斧l 前回の調査と合計

すると38基となっ
fこ。

竪穴状地、檎5、 土師器、須恵器、滑石製勾玉2、滑
石

集落 掘立柱建物8、
製管玉10、滑石製臼玉l、土錘270、石 古墳時代中期一静

-墓
古墳時代中期

溝 ・流路39、土
製紡錘車2、耳環1、輔羽口3(土師器 岡県で最古段階の

坑6、古墳3
高杯の転用)、考1]物1、鍬l、鍬もしく 製鉄(鍛冶)
は容器l、柱根18

土師器、山茶碗、 輸入間磁器、国産陶

掘立柱建物83、 磁器(瀬戸・美濃、常滑、初111・志戸
中世一屋敷地を囲

柵71]5、溝・流 呂焼〉、土錘60、土製円盤l、五3、硯l、
む区画溝、鍛冶活

集落 中世~ 路59、土坑・井 土器片転用紡錘車1、石製茶臼2、呪符
-墓 近世初頭 戸跡17、土坑墓 木簡5、輔羽口l、鉄淳(椀型j宰)、溶

動(鍛造・鋳造)、

4、集石l、畦畔 解炉の破片、和鏡l、万子、奔、釘、
「急々如律令」な

2 鎚、錐、釣針、小柄、蓋?、火箸、鍋、
どの呪符木簡5

飾金具、貨幣114、

木簡6、木製容器(漆椀39、曲物17、
柄杓1、折敷7、箱2、桶・樽板l、蓋板 漆椀の模様は鶴・
又は紡錘車、龍)、木樋1、杓子l、へ 亀・松 ・扇・家紋
ラ状木製品l、箸40、横櫛l、下駄3、 のようなおめでた
編物l、網錘、布巻、糸巻具、火鎖臼12、 い図柄が描かれて
柱根98、木簡6、墨書板l、木棺、人骨、 いる。
動物逃存体

15世紀後半以 脈状砂(地震痕 明応の東海地震

降16世紀以前 跡) (1498年〉の痕跡か?
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